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専 門 家 に よる 全7回 の
講 義 内 容 を

1冊にまとめました。
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Ｄ
Ｍ
Ｏ
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経
済
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環
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必
要
性
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Ｄ
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Ｏ
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観
光
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の
磨
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受
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勢
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現
状
と
課
題
・
そ
の
解
消
～
」

「
旅
行
者
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線
に
立
っ
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二
次
交
通
等
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通
ア
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備
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「
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本
版
持
続
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光
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ド
ラ
イ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
む
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７
つ
の
理
由
」

「
専
門
人
材
の
確
保
と
人
材
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Ｍ
Ｏ
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光
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は じ め に

2020 年 2021 年

2020-2021

第１回

第1.5 回 

第 2 回  

第 3 回 

第 4 回 

第 5 回 

第 6 回  

Foreword

開 催 さ れ た 日 程

　

２
０
１
９
年
、
国
内
で
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
置

が
促
進
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
千
葉
県
に
お
い

て
は
、
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
が
遅
々
と
し

て
進
ん
で
お
ら
ず
、
ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
置
は
、

地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ

た
も
の
の
、
地
域
の
関
係
者
に
と
っ
て
、
必
ず

し
も
関
連
あ
る
も
の
と
い
う
認
識
が
得
ら
れ
て

い
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
当

協
議
会
で
は
、
地
方
創
生
に
有
効
な
取
り
組
み

と
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
核
と
し
た
本
来
あ
る
べ
き

組
織
体
制
を
理
解
し
、
持
続
的
な
地
域
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、２
０
１
９
年
度
か
ら
２
年
度
に
わ
た
り
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
養
成
塾
を
開
講
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　　

一
方
、
２
０
２
０
年
１
月
以
降
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
拡
大
に
よ
り
、

観
光
需
要
は
大
き
く
減
少
し
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
養
成
塾

の
開
講
中
に
も
終
息
の
兆
し
は
見
え
ず
、
観
光

業
界
は
苦
境
の
一
途
を
辿
り
ま
し
た
。開
講
か
ら

閉
講
ま
で
の
間
、
い
わ
ば
コ
ロ
ナ
禍
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
養
成
塾
で
す
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

を
通
じ
て
地
域
の
発
展
に
関
わ
り
た
い
と
い
う

明
確
な
意
思
を
持
っ
た
多
く
の
方
々
に
受
講
頂

き
、
約
１
年
に
わ
た
っ
て
全
７
回
の
講
座
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

受
講
頂
い
た
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、
山
田 

桂
一

郎
氏
を
は
じ
め
と
す
る
各
回
の
講
師
の
皆
様
、

開
催
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
頂
い
た
関
係
者
の　

皆
様
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
本
報
告
書
は
、
７
回
に
わ
た
る
講
座

の
内
容
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
こ
に

は
、
各
回
の
講
座
で
、
様
々
な
講
師
の
方
々
か

ら
頂
い
た
貴
重
な
お
話
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
講
座
に
参
加
頂
い
た
方
の
み
な
ら
ず
、
こ

れ
か
らD

M
O

に
つ
い
て
学
び
た
い
と
考
え
て

お
ら
れ
る
方
も
、
ぜ
ひ
本
書
を
お
読
み
頂
き
、

参
考
と
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
の
続
い
て
い
る
観
光

業
界
で
す
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
養
成
塾
を
受
講
さ
れ
た

皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
産
業
・
地
方
創
生

を
推
進
し
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い
き
、

地
方
創
生
に
つ
な
が
る
具
体
的
成
果
が
数
多
く

生
み
だ
さ
れ
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

養
成
塾
で
の
経
験
が
そ
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
ら
、

こ
れ
ほ
ど
喜
ば
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
２
１
年
12
月　
　
　

成
田
空
港
活
用
協
議
会

3 月18 日 水
8 月18 日 火
9 月10 日 木
  金

1 月20 日 水
2 月 ９ 日 火
3 月26 日 金

令和 2 年 令和 3 年

01

12 月11 日



Speakers

講
師
紹
介

京成電鉄株式会社グループ

戦略部課長

林祐悟

第１回

第１.5 回

第 4 回

第 5 回

第 6 回

2020 年

3 月18 日水

2020 年

8 月18 日火

成田空港活用協議会

事務局長　

澁谷博之

全講座 開会あいさつ

㈱ちばぎん総合研究所 

取締役会長　

水野創

ＪＴＩＣ . ＳＷＩＳＳ代表　

山田桂一郎㈱ちばぎん総合研究所 

調査部担当部長

小松 孝之

テーマ
持続可能な
地域経営に向けて
何をすべきか

テーマ
地方創生と
ＤＭＯを
なぜ結びつけるのか

復興庁 

復興五輪進チーム企画官

三重野真代

観光庁観光地域振興部

観光資源課新コンテンツ

開発推進室長

中谷純之

観光庁　観光地域振興部長　

村田茂樹
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2021 年

1 月20 日水

2021 年

2 月  9 日火

2021 年

3 月 26日金

２
０
２
１
年
３
月
時
点
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
す
。
組
織
改
正
・
人
事
異
動
な
ど
に
よ
り

最
新
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

テーマ
日本版持続可能な
観光ガイドラインに
取り組むべき７つの理由

テーマ
専門人材の確保と
人材育成による
コンテンツ開発

テーマ
旅行者目線に立った
二次交通等
交通アクセスの整備



ＪＴＩＣ . ＳＷＩＳＳ代表　 山田桂一郎

2005 年、内閣府・国交省（観光庁）・農水省から観光カリスマとして認定される。

世界各地におけるマーケティングとブランディングの経験を活かし、日本各地

で地域振興に関する様々な事業を推進している。内閣官房地域活性化伝道師、

総務省地域力創造アドバイザー、内閣官房クールジャパン地域プロデューサー、

和歌山大学客員教授、北海道大学客員教授 奈良県立大学客員教授、自治大学校

講師 等。観光庁「世界水準の DMO のあり方に関する検討会」に委員として参加。

塾 長

P r i n c i p a l

観光庁 観光地域振興課 

広域連携推進室長　

檜垣敏

ＪＴＩＣ . ＳＷＩＳＳ代表　

山田桂一郎
（株）インアウトバウンド

仙台・松島代表取締役　

西谷雷佐

2020-202103

第 2 回

第 3 回

2020 年

9 月10 日木

2020 年

12 月11 日金

テーマ
多様な主体の参加、
自主財源の確保と
域内の経済循環の確立

テーマ
観光資源の
磨き上げと受入態勢
～現状と課題・その解消～

←第４回へつづく
ページ右下へ



ＤＭＯ養成塾の開催概要・要旨

○日　時：2020 年 3 月 18 日 ( 水 )　13 時 30 分 ～ 15 時 30 分
○会　場：京成ホテルミラマーレ６Ｆ「ローズルーム」 

第 1  回

〇出席者：順不同

いすみ市、㈱オリエンタルランド、（一社）勝浦市観光協会、鴨川市、

鴨川観光プラットフォーム（株）、木更津市、（一社）木更津市観光協会、

( 株 ) 京葉銀行、山武市、白井市、全日本空輸（株）、（株）ちばぎん総合研究所、

千葉県、（一社）千葉県経済協議会、千葉県経済同友会、㈱千葉興業銀行、

銚子市、（一社）銚子市観光協会、流山市、成田国際空港㈱、成田商工会議所、

日本航空㈱、peach aviation ㈱、南房総市観光協会 （計 24 社、団体）

持
続
可
能
な

地
域
経
営
に
向
け
て

何
を
す
べ
き
か

テーマ

2020-2021 04



令
和
元
年
度

第
２
回
県
内
経
済
活
性
化

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー             

①
こ
れ
ま
で
の
観
光
振
興
の
事
業
総

括
、
成
果
の
確
認
。
団
体
・
組
織
の

役
割
と
機
能
分
担
を
再
確
認
。

→
成
果
が
数
字
で
表
せ
な
い
も
の
は

必
要
無
い
。
ダ
ブ
リ
と
ム
ダ
な
こ
と

は
止
め
る
。

②
自
地
域
の
総
生
産
額
の
推
移
を
把

握
す
る
。
産
業
連
関
表
を
活
用
す
る
。

③
域
内
の
経
済
循
環
、
経
済
波
及
効

果
を
把
握
す
る
。

●
ニ
セ
コ
／
経
済
循
環
を
起
こ
し
、
所
得
も

向
上
し
た
が
、
利
益
が
外
資
に
流
れ
て
い
る
。

●
上
勝
町
／
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
。
域
内
で
生
産

し
た
も
の
を
域
外
で
ど
れ
だ
け
販
売
し
た
と
し

て
も
、
域
内
経
済
循
環
に
は
寄
与
し
な
い
。

→
実
際
、
地
域
全
体
の
所
得
は
伸
び
ず
、
地
価

も
下
が
っ
た
。
人
口
減
少
も
止
め
ら
れ
な
い
。

基本的には地元の人が、地元の魅力を認める行動が非常に大切。→持続的、経済を回すことになる。

山
田 
桂
一
郎
氏 

講
演
よ
り

DMOづくりによせて、思考のステップ

ＤＭＯ
づくり

DMO 政策とは、

経済政策
である。

 STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5

公正な
えこひいき

無駄な
（形だけの）
合意形成は

無意味

平等性や
網羅性は

不要
経済政策

D
M
O
が

最
初
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と

経
済
効
果
が
あ
っ
て
も
主
導
権
を
逃
が
し
た

地
域
と
関
係
者
の
所
得
だ
け
が
向
上
し
て
も

活
性
化
し
な
い
町

2020-202105

　

観
光
地
域
が
ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
し
く
み
と
体
制
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
継

続
的
に
進
化
さ
せ
、
外
貨
獲
得
と
共
に
域
内
経

済
循
環
を
加
速
さ
せ
る
。

　

最
大
目
的
は
、
自
立
と
持
続
可
能
な
地
域
の

構
築
。
そ
し
て
、
住
民
の
幸
せ
と
社
会
の
豊
か

さ
に
寄
与
す
る
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
法
人
を
設

立
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

事
例
●
ス
イ
ス
・
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
は
、
人
口

（
約
５
７
０
０
人
）
を
基
本
的
に
維
持
す
る
。

→
町
を
一
つ
の
会
社
に
見
立
て
る
。
ツ
ェ
ル

マ
ッ
ト
社
が
社
員
と
家
族
（
５
７
０
０
人
）
の

生
活
を
支
え
る
た
め
の
売
上
と
利
益
を
確
保
す

る
。会
社
の
観
光
部
門
の
売
上
目
標
が
決
ま
る
。

→
地
域
の
K
P
I
目
標
と
し
て
、
観
光
消
費

額
を
数
字
で
示
す
必
要
が
あ
る
。

経
済
循
環
の
必
要
性

　

地
域
の
活
性
化
に
は
、
地
域
内
経
済
循
環
の

向
上
が
必
須
。
人
口
減
少
社
会
で
は
、
観
光
客

が
地
域
へ
訪
れ
て
落
と
す
外
貨
を
、
地
域
内
で

加
速
度
的
に
回
し
て
い
く
仕
組
み
が
必
要
だ
。

地
域
内
で
地
元
資
本
同
士
の
取
引
を
増
や
す
。

そ
の
た
め
に
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
り
、

さ
ら
に
生
産
性
と
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
で
、

そ
れ
ら
が
当
地
を
訪
問
す
る
目
的
や
必
然
性
に

な
る
。
そ
し
て
、利
益
と
所
得
の
向
上
に
繋
が
る
。

吸
引
カ
・
必
然
性
ア
ッ
プ
し
、

付
加
価
値
ア
ッ
プ
さ
せ
る

　

高
付
加
価
値
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
と
は
、、
そ

の
場
所
に
行
か
な
い
と
食
べ
ら
れ
な
い
・
買
え
な

い
・
体
験
で
き
な
い
「
モ
ノ
・
コ
ト
（
食
・
特
産
品
・

自
然
・
文
化
､
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
交
流
等
）」。

　

ま
た
、
地
元
住
民
に
愛
さ
れ
な
い
「
モ
ノ
・
コ

ト
」
は
外
の
人
（
観
光
客
）
に
も
認
め
ら
れ
な
い
。

観
光
客
は
、
地
域
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
も
の
を

支
持
す
る
。
そ
し
て
、
遠
く
か
ら
来
る
旅
行
者

ほ
ど
特
別
・
特
上
を
求
め
、
そ
れ
ら
に
お
金
を

落
と
す
。
ま
ず
は
、地
元
の
魅
カ・売
り
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
高
付
加

価
値
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
●
千
葉

県
の
高
付
加
価
値
化
と
は
？

世
界
遣
産
級
の
資
源
は
な
く
て
も
、
海
あ
り
、

里
山
あ
り
、
食
を
含
め
資
源
は
豊
富
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
目
的



地方創生と連動したＤＭＯ養成塾①
臨時開講

○日　時：2020 年 8 月 18 日 ( 火 )13 時 30 分 ～ 15 時 30 分
○会　場：かずさアカデミアホール 2 Ｆ「201 会議室」

第 1 . 5  回

〇出席者：順不同

(公社)千葉県観光物産協会、(一社)勝浦市観光協会、(一社)木更津市観光協会、

( 一社 ) 南房総市観光協会、鴨川観光プラットフォーム ( 株 )、千葉県観光企画課、

( 株 ) グリーンポート・エージェンシー、( 株 ) 京葉銀行、( 株 ) 千葉興業銀行、

( 一 社 ) ツ ー リ ズ ム い す み、 成 田 商 工 会 議 所、 成 田 空 港 交 通 ( 株 )、

成田国際空港 ( 株 )、日本航空 ( 株 )、( 株 )MATCHA、安房地域振興事務所、

海 匝 地 域 振 興 事 務 所、 君 津 地 域 振 興 事 務 所、 長 生 地 域 振 興 事 務 所、

い す み 市 水 産 商 工 課、 木 更 津 市 観 光 振 興 課、 館 山 市 観 光 み な と 課、

銚子市観光商工課、長南町企画政策課 （計 24 社、団体）

地
方
創
生
と

Ｄ
Ｍ
Ｏ
を

な
ぜ
結
び
つ
け
る
の
か

テーマ
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８
兆
円
等
の
目
標
と
と
も
に
、
そ
の
達
成
に
向

け
、
世
界
水
準
（
先
駆
的
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
型
）

の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
形
成
・
育
成
を
加
速
さ
せ
る
旨
が

位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

平
成
30
年
11
月
か
ら
「
あ
り
方
検
討
会
」
が

開
催
さ
れ
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
形
成
・
確
立
に
よ
っ
て
、

地
域
資
源
の
最
大
限
の
活
用
、
効
果
的
・
効
率

的
な
集
客
を
図
る
「
稼
げ
る
」
観
光
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
、
観
光
に
よ
る
地
方
創
生
に
繋
げ

る
と
の
考
え
方
の
下
で
議
論
が
進
め
ら
れ
、
現

在
、
全
国
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
底
上
げ
の
た
め
の
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

持
続
可
能
な
地
域
経
営
組
織
体
制
の
確
立
を

目
的
と
し
て
、
各
回
と
も
に
個
別
テ
ー
マ
を
設

け
、
基
調
講
演
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り

課
題
解
決
手
法
を
習
得
す
る
講
座
を
５
回
程
度

開
催
。
山
田
桂
一
郎
氏
を
統
括
講
師
と
し
、

必
要
に
応
じ
テ
ー
マ
に
沿
う
特
別
講
師
を

招
請
す
る
。

❶ 

Ｄ
Ｍ
Ｏ
養
成
塾
に
つ
い
て

　　
平
成
26
年
、
日
本
創
生
会
議
の
「
人
口
消
滅
可

能
性
都
市
」
の
提
言
を
き
っ
か
け
に
、
東
京
一
極

集
中
を
是
正
し
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
て
、
日
本
全
体
の
活
力
を
あ
げ
る
こ
と
を
目

指
す
「
地
方
創
生
」
政
策
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
う

し
た
中
、
観
光
庁
に
お
い
て
、
海
外
で
は
一
般
的

で
あ
っ
た
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）」

に
着
目
し
、
観
光
資
源
に
精
通
し
た
法
人
を
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
生
か
し
て
地
方

創
生
に
つ
な
げ
る
た
め
、
平
成
27
年
11
月
に
「
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
登
録
制
度
が
創
設
さ
れ
た
が
、
こ

の
時
点
で
の
考
え
方
は
、
地
域
の
定
住
人
口
の
減

少
を
交
流
人
口
の
増
加
で
補
う
と
い
う
域
を
出
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

平
成
28
年
３
月
策
定
の
「
明
日
の
日
本
を
支

え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
、
２
０
２
０
年
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
４
千
万
人
、
旅
行
消
費
額

開会主催者あいさつ
㈱ちばぎん総合研究所 取締役会長
水野創
❶ ＤＭＯ等養成塾について

成田空港活用協議会
澁谷事務局長

（㈱ちばぎん総合研究所　
小松担当部長

❷ 新型コロナウイルスによる
地域経済への影響と対応状況
㈱ちばぎん総合研究所　
小松担当部長

❸ 今後取り組むべき課題と
対応の方向性について

【ディスカッション】
進行：㈱ちばぎん総合研究所　
小松担当部長

当日の
議事次第

2020-202107



　

千
葉
県
内
は
、
７
月
過
ぎ
か
ら
発
生
状
況
が

ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い
る
。
県
内
市
町
村
別

に
み
る
と
、
多
い
と
こ
ろ
少
な
い
と
こ
ろ
は
、

ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
対
応
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

緊
急
事
態
宣
言
後
の
家
計
行
動
を
み
る
と
、

今
後
も
引
き
続
き
、
健
康
・
衛
生
面
へ
の
関
心

や
イ
エ
ナ
カ
・
お
ひ
と
り
様
需
要
の
高
ま
り
が

予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
裁
な
ど
消
費
の
デ
ジ
タ
ル

化
も
加
速
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

個
別
内
容
の
説
明
は
割
愛
す
る
が
、
官

民
一
体
の
取
組
成
果
は
、
新
聞
報
道
や
統

計
数
字
に
も
表
れ
て
き
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
４
～
６
月
期
の
県
内
企
業
の
業

況
判
断
（
Ｂ
Ｓ
Ｉ
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
調
査
開
始
以
降
の
最
低
水

準
を
更
新
し
た
。
一
方
、先
行
き
（
７
～
９
月
）

の
業
況
判
断
に
つ
い
て
は
、
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
は
あ
る
が
、
製
造
業
・
非
製
造
業
と
も

改
善
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
日
（
８
月
18
日
）
の
千
葉
日
報
に
掲

載
さ
れ
た
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
千
葉
支

店
発
表
の
７
月
の
景
気
動
向
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
県
内
の
景
気
動
向
指
数
は
２
か

月
連
続
で
上
昇
し
た
と
の
こ
と
。
但
し
、

依
然
と
し
て
低
水
準
な
上
に
感
染
が
再
拡

大
し
て
お
り
、
先
行
き
は
不
透
明
な
情
勢

と
の
こ
と
。
経
営
上
の
問
題
点
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、「
売
上
不

振
」
を
挙
げ
る
先
が
増
加
す
る
一
方
、「
人

手
不
足
・
求
人
難
」
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

　　　　

観
光
施
設
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
５
月

に
大
き
く
落
ち
込
ん
で
お
り
、
前
年
同
月
比

で
▲
９
０
％
で
あ
る
。
一
方
、
６
月
に
な
る

と
、
前
月
同
月
比
で
マ
イ
ナ
ス
で
は
あ
る
が
、

大
幅
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

宿
泊
施
設
に
つ
い
て
も
、
観
光
施
設
ほ
ど
で

は
な
い
が
、
改
善
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
る
。
た
だ
し
、
皆
様
か
ら
の
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
を
見
る
限
り
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
さ

が
続
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
目
的
は
、
観
光
に
よ
る
外
貨
獲
得
と

自
立
（
持
続
的
に
住
民
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
）
及

び
こ
れ
ら
に
よ
る
人
口
の
維
持
・
増
加
。

　

地
域
活
性
化
と
は
経
済
循
環
を
起
こ
す
こ
と
で

あ
っ
て
、
観
光
客
が
落
と
す
外
貨
を
地
域
内
で
加

速
度
的
に
回
し
て
い
く
仕
組
み
が
必
要
だ
。
外
貨

を
回
し
な
が
ら
、
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創

り
、
さ
ら
に
生
産
性
と
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と

で
、
そ
れ
ら
が
当
地
を
訪
問
す
る
目
的
や
必
然
性

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
吸
引
力
・
必
然
性
ア
ッ
プ

の
た
め
に
は
、「
そ
こ
に
行
か
な
い
と
食
べ
ら
れ

な
い
、
買
え
な
い
、
体
験
で
き
な
い
も
の
・
こ
と
」

を
創
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

同
時
に
そ
れ
ら
は
、
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
住
民
に
認
め
ら

れ
な
い
も
の
は
、
観
光
客
に
も
認
め
ら
れ
な
い
の

で
、
地
域
の
魅
力
や
売
り
を
高
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
経
済
政
策
で
あ
る
た
め
、
公
正
な

え
こ
ひ
い
き
が
必
要
性
で
あ
り
、
無
駄
な
合
意
形

成
は
無
意
味
で
あ
る
。
真
っ
先
に
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
振
興
の
成
果

の
確
認
と
役
割
・
機
能
分
担
を
再
確
認
す
る
こ
と
。

重
複
し
て
い
る
こ
と
や
数
字
と
し
て
成
果
が
現
れ

な
い
も
の
を
整
理
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
気

仙
沼
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
も
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。
で
き
れ
ば
、
自
分
の
地
域
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や

産
業
連
関
は
把
握
す
べ
き
で
あ
る
。（
産
業
連
関
は

地
方
創
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー

サ
ス
）
で
市
町
村
ご
と
に
調
べ
る
こ
と
が
可
能
。）

地域経済とDMO

【COLUMN】

専門家 DMO 論

ＤＭＯの目的は、観光による外貨獲得と自立（持続的に住民を
食べさせること）及びこれらによる人口の維持・増加である。

ち ば ぎ ん 総 合 研 究 所  調査部担当部長 小 松 孝 之

❷ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

地
域
経
済
へ
の
影
響
と

対
応
状
況
に
つ
い
て

❶ 

D
M
O
養
成
塾
に
つ
い
て
養
成
塾

に

つ
い
て

千
葉
県
観
光
企
画
課
で

取
り
ま
と
め
て
い
る
数
値

千
葉
県
の
ケ
ー
ス
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内
取
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事
例
他



　

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
典
型
的
な

ケ
ー
ス(

令
和
２
年
８
月
時
点
）と
し
て
は
、

①
医
療
機
関
内
で
の
院
内
感
染

②
カ
ラ
オ
ケ
を
伴
う
飲
食
店

③
職
場
で
の
会
議

④
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

⑤
接
待
を
伴
う
飲
食
店

⑥
バ
ス
ツ
ア
ー

　

こ
れ
ら
の
６
ケ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

報
道
に
よ
る
と
、
共
通
要
因
と
し
て
「
換
気
が

悪
い
」「
人
が
密
集
」「
マ
ス
ク
な
し
」
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
安
全
対
策
と
し
て
は
、
検
温
・

消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
が
中
心
に
な
っ
て
く
る
。

そ
の
他
、
宿
泊
施
設
で
は
、
登
録
・
認
定
制
度

が
で
き
た
。（
ち
ば
や
ど
ス
ク
ラ
ム
制
度
で
は

現
在
１
５
８
施
設
が
認
定
を
受
け
て
い
る
。）

　

旅
行
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
は
、
地
元
需
要

や
家
族
に
焦
点
を
当
て
る
の
が
重
要
と
な
っ
て

お
り
、特
に
目
を
引
い
た
の
は
、マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
取
組
（
地
域
の
魅
力
を
巡
っ
て
満
喫

し
て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
）。
こ
れ
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
内
で
の
業
種
・
業
界

を
超
え
た
連
携
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
組
が
拡
大

中
で
あ
り
、
こ
の
動
き
は
コ
ロ
ナ
後
も
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
と
し
て
定
着
す
る
可
能
性
も
高
く
、
観
光
や
地

域
創
生
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

新
聞
報
道
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
も
の
。

2020-202109
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❸ 

今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
対
応
の
方
向
性
に
つ
い
て
〜
情
報
交
換
・
意
見
交
換
会
〜

〜
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
問
１
に
つ
い
て
〜

・
５
～
７
月
は
落
ち
込
み
が
激
し
か
っ
た
。
梅

雨
の
長
さ
と
冷
夏
の
影
響
も
あ
る
。

・
海
水
浴
場
も
４
つ
閉
鎖
さ
れ
、
甚
大
な
影
響

を
受
け
た
。
一
方
、
勝
浦
ウ
ォ
ー
タ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り

行
い
、
あ
わ
せ
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
裁
や

シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
も
実
施
し
た
結
果
、
昨
年

度
よ
り
人
員
・
金
額
と
も
に
上
回
る
見
込
み
で

あ
る
。

→
昨
年
度
は
台
風
の
影
響
な
ど
に
よ
り
落
ち

込
ん
で
い
た
こ
と
も
要
因
。

・
他
に
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
客

層
の
ほ
と
ん
ど
が
家
族
連
れ
で
あ
る
。

・
宿
泊
関
係
に
つ
い
て
は
、
日
帰
り
客
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

→
昨
年
度
の
半
分
～
３
分
の
２
程
度

・
飲
食
関
係
も
３
分
の
２
程
度
で
あ
る
。

・
朝
市
は
、
昨
年
度
と
同
じ
く
ら
い
に
ま
で
増

え
て
き
て
い
る
。

・い
ず
れ
に
し
て
も
、
首
都
圏
で
近
い
、
ま
た
、

他
に
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
で
、

誘
客
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

・
教
育
旅
行
が
激
減
し
た
。
中
京
圏
そ
の
他
へ

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
た
が
、
４

～
７
月
は
０
件
で
あ
る
。
秋
以
降
に
ず
れ
込

む
可
能
性
も
非
常
に
少
な
い
と
思
う
。

→
学
校
行
事
が
優
先
さ
れ
学
校
旅
行
の
順
位

は
低
い
。
農
村
留
学
が
す
べ
て
延
期
さ
れ
て

い
る
。
秋
以
降
は
い
く
つ
か
問
い
合
わ
せ
も

あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
条
件
（
受
入
環
境
）

が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

→
ク
ラ
ス
30
人
を
バ
ス
２
台
に
分
け
る
ほ
ど
。

・
一
方
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
お
伝
え
す
る
と
安

心
し
て
も
ら
え
る
。
秋
以
降
は
受
け
入
れ
が

可
能
か
も
し
れ
な
い
。
県
内
の
学
校
は
、
県

外
へ
の
宿
泊
旅
行
を
取
り
や
め
、
県
内
の
日

帰
り
体
験
へ
と
変
更
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

経
験
の
な
い
こ
と
な
の
で
、
先
生
方
も
苦
労

し
て
探
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

→
各
団
体
が
情
報
配
信
（
Ｐ
Ｒ
）
す
る
こ

と
が
非
常
に
有
効
と
考
え
る
。
教
育
旅
行

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
秋
以

降
の
状
況
が
見
え
て
お
ら
ず
、
申
込
み
も

キ
ャ
ン
セ
ル
条
件
付
き
で
あ
っ
た
り
す
る

た
め
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

・
海
ほ
た
る
に
来
ら
れ
た
旅
行
客
を
み
る
と
、
行

き
先
を
決
め
ず
に
来
ら
れ
た
方
、
特
に
家
族
連

れ
が
多
く
、
例
年
と
は
異
な
る
印
象
を
受
け
た
。

・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
木
更
津
駅
前

の
案
内
所
、
金
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
ビ

ア
ン
キ
（
イ
タ
リ
ア
メ
ー
カ
ー
）
が
９
台
置
か

れ
て
お
り
、
１
日
４
～
５
台
が
稼
働
し
て
い
る
。

→
場
所
を
変
え
た
こ
と
に
よ
り
、
利
用
さ
れ

る
方
が
増
え
た
。

・
サ
イ
ク
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て

利
用
者
の
動
き
を
集
計
し
て
い
る
。
木
更
津

の
新
し
い
魅
力
、
自
転
車
だ
か
ら
移
動
で
き

る
場
所
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

→
サ
イ
ク
ル
マ
ッ
プ
の
制
作
に
役
立
て
る
方

針
で
あ
る
。

・
す
だ
て
（
潮
干
狩
り
）
で
は
、
土
日
に

７
０
名
、
多
い
時
に
は
１
０
０
名
ほ
ど
の

団
体
予
約
が
入
っ
て
い
る
。
ア
ウ
ト
ド
ア

で
密
に
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
も
あ
り
、

都
内
の
消
防
庁
な
ど
主
に
企
業
の
福
利
厚

生
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

→
木
更
津
は
対
岸
か
ら
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と

な
る
た
め
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
み
て
も

７
割
近
く
は
対
岸
か
ら
の
方
で
あ
る
。

・
木
更
津
市
が
楽
天
と
連
携
し
、
木
更
津
市

内
に
宿
泊
し
た
方
専
用
の
割
引
ク
ー
ポ
ン
を

開
始
し
た
。
G
o
T
o
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
合

わ
せ
て
お
得
に
利
用
で
き
る
状
況
に
あ
る
。

・
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
フ
ァ
ミ

リ
ー
が
泊
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
土
日

は
90
％
程
の
稼
働
率
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

・
鴨
川
元
気
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
る
。
鴨
川
市
内
に
宿
泊
す
る
中
学
生
以

上
を
対
象
に
５
０
０
０
円
の
ク
ー
ポ
ン
券

を
配
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
２
５
０
０
円

は
宿
泊
施
設
の
支
払
い
、
残
り
は
市
内
の

飲
食
等
で
の
利
用
と
な
る
。

→
観
光
施
設
で
使
わ
れ
て
お
り
、
有
効
と

考
え
て
い
る
。

・
成
田
山
参
道
も
４
～
５
月
は
ほ
と
ん
ど
人

が
い
な
い
状
況
で
店
も
閉
ま
っ
て
い
た
。

・
関
連
団
体
と
協
力
し
て
、
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら
展
開
し
て
き

た
。
同
様
な
状
況
が
起
こ
る
こ
と
を
想
定

し
、
対
応
の
迅
速
化
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

・
７
月
23
～
24
日
に
海
ほ
た
る
５
階
フ
ー

ド
コ
ー
ト
脇
の
部
屋
を
利
用
し
て
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
園
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

た
。
海
ほ
た
る
側
も
、
２
月
以
降
は
観
光

イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
物
産
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
展
開
し
た
。

→
Ｐ
Ｒ
を
見
た
方
が
、
そ
の
日
の
う
ち
に
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
園
に
行
く
な
ど
、
一
定
の
効
果

が
み
ら
れ
た
。

勝
浦
市
観
光
協
会

成
田
商
工
会
議
所

木
更
津
市
観
光
協
会

鴨
川
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム(

株)
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
、

事
業
等
へ
の
影
響
及
び
対
応
（
取
組
）
状
況
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
影
響
内
容
と
対
応
（
取
組
）
状
況
を
御
記
載
く
だ
さ
い
。

For 
solutions
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・
５
～
７
月
は
落
ち
込
み
が
激
し
か
っ
た
。
梅

雨
の
長
さ
と
冷
夏
の
影
響
も
あ
る
。

・
海
水
浴
場
も
４
つ
閉
鎖
さ
れ
、
甚
大
な
影
響

を
受
け
た
。
一
方
、
勝
浦
ウ
ォ
ー
タ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り

行
い
、
あ
わ
せ
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
裁
や

シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
も
実
施
し
た
結
果
、
昨
年

度
よ
り
人
員
・
金
額
と
も
に
上
回
る
見
込
み
で

あ
る
。

→
昨
年
度
は
台
風
の
影
響
な
ど
に
よ
り
落
ち

込
ん
で
い
た
こ
と
も
要
因
。

・
他
に
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
客

層
の
ほ
と
ん
ど
が
家
族
連
れ
で
あ
る
。

・
宿
泊
関
係
に
つ
い
て
は
、
日
帰
り
客
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

→
昨
年
度
の
半
分
～
３
分
の
２
程
度

・
飲
食
関
係
も
３
分
の
２
程
度
で
あ
る
。

・
朝
市
は
、
昨
年
度
と
同
じ
く
ら
い
に
ま
で
増

え
て
き
て
い
る
。

・い
ず
れ
に
し
て
も
、
首
都
圏
で
近
い
、
ま
た
、

他
に
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
で
、

誘
客
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

・
引
き
続
き
、
県
の
お
も
て
な
し
施
策
な

ど
も
加
え
て
実
施
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

（
小
松
担
当
部
長
）

・
観
光
客
の
動
線
、
ど
こ
で
お
金
を
落
と

し
て
、
何
に
喜
ん
で
い
る
の
か
な
ど
、
き

ち
ん
と
し
た
調
査
に
基
づ
く
デ
ー
タ
を
収

集
・
分
析
し
、
事
業
計
画
に
活
か
す
こ
と

（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
は

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
他
の
地
域

で
も
是
非
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

・
市
内
の
飲
食
店
、
宿
泊
事
業
者
へ
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
補
助
を
行
っ
た
。

・
飲
食
店
で
は
２
０
０
万
円
の
目
標
に
対
し
、

８
０
０
万
円
の
支
援
が
集
ま
っ
た
。
宿
泊
で
は
飲

食
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
２
０
０
万
円
の
目
標
に
対

し
、
４
０
０
万
円
が
集
ま
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
際
の
コ
メ
ン
ト
も
多
く
、
フ
ァ
ン

づ
く
り
や
事
業
者
の
勇
気
に
つ
な
が
っ
た
。

宿
泊
飲
食
店
（
４
０
０
店
ほ
ど
）
に
コ
ロ
ナ
対

策
ポ
ス
タ
ー
（
取
り
組
ん
で
い
る
コ
ロ
ナ
対
策

に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
）
を
配
布
し
た
。
欲
し

い
と
い
う
事
業
者
に
配
布
を
し
て
い
た
が
、
確

認
は
し
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
東
京
都
で
も
同

様
の
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
い
く
つ
か
の
店
舗
で

対
策
状
況
の
見
回
り
を
始
め
た
と
こ
ろ
。

・
宿
泊
・
滞
在
型
観
光
推
進
協
議
会
（
富
津

市
・
館
山
市
・
鴨
川
市
・
南
房
総
市
・
鋸
南

町
）及
び
東
京
湾
フ
ェ
リ
ー
と
連
携
し
た「
南

房
総
周
遊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
た
。
マ

ス
ク
を
つ
け
て
協
力
店
舗
に
立
ち
寄
っ
た
ら

割
引
が
受
け
ら
れ
る
も
の
。

↓
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
南
房
総
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
趣
旨
。

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
は
こ
れ
か
ら
実
施
す
る
。
９
月
に
は
市
内

全
店
舗
を
対
象
に
２
０
％
ポ
イ
ン
ト
還
元
を

行
う
（
Ｐ
Ａ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｙ
）。
11
月
12
月
に
は
、

宿
泊
施
設
と
観
光
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
対
象
に

第
２
弾
も
予
定
し
て
い
る
。

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
係
で
は
、
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
台
湾
へ
情
報
発
信
を
行
っ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
来
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
た
い
。

↓
館
山
市
に
は
台
湾
の
職
員
が
い
る
た
め
、

職
員
を
通
じ
て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
中
心

に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
様
子
な
ど
を
紹
介
す
る
。

・
２
年
前
に
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
農
泊

を
開
始
し
た
。
そ
の
協
議
会
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

し
よ
う
と
考
え
て
お
り
、
教
育
旅
行
（
国

内
・
訪
日
の
２
本
立
て
）
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
い
す
み
市
は
、
宿
泊
施
設

も
少
な
く
（
観
光
客
の
96
％
は
日
帰
り
旅

行
者
）、
も
と
も
と
観
光
の
風
土
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
他
に
比

べ
て
小
さ
い
と
思
う
。

・
５
月
・
６
月
の
教
育
旅
行
を
中
止
し
、

９
月
に
延
期
し
た
分
も
中
止
の
見
込
み
。

い
す
み
市
は
コ
ロ
ナ
が
あ
ま
り
発
生
し
て

お
ら
ず
、「
よ
そ
者
は
入
っ
て
く
る
な
」

と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
た
め
、
受
け
入
れ

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
積
極
性
が
低
い

点
は
懸
念
点
で
あ
る
。

・
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
を
追
い
風
に
事
業
を

進
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
や
観
光
と
い
う
よ
り
は
「
安
全
な

暮
ら
し
」
を
売
り
に
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
を
展
開
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

（
小
松
担
当
部
長
）

・
農
村
体
験
な
ど
も
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め

一
つ
の
選
択
肢
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
中
で
、
次
に
ど
う

繋
げ
て
い
く
の
か
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
、
４
・
５
月

は
来
訪
者
９
割
減
、
海
水
浴
場
も
開
設
中
止

し
て
い
る
。
１
～
６
月
の
宿
泊
入
込
客
も
昨

年
度
比
で
４
割
減
で
あ
る
。
市
内
の
宿
泊
事

業
者
・
飲
食
店
支
援
の
た
め
に
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
万
全
に
と
い
う
条
件
の
下
、
収
容
人
員

一
人
に
つ
き
１
万
円
の
補
助
金
を
拠
出
し
た

（
旅
館
、
ホ
テ
ル
は
１
万
円
、
簡
易
宿
所
、
民

泊
は
５
千
円
）。

・
観
光
協
会
も
４
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改

善
を
図
っ
た
。
４
月
に
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、

デ
リ
バ
リ
ー
を
行
う
飲
食
店
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
（
現
在
90
店
舗
程
）
し
た
。
そ
れ

に
絡
め
て
、
全
世
帯
向
け
に
、
中
学
生
以
下

の
子
供
一
人
に
つ
き
５
０
０
０
円
（
５
０
０

円
十
枚
つ
づ
り
）
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
、

市
内
の
需
要
喚
起
を
図
っ
た
。
観
光
協
会
と

し
て
は
、
今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
絡
め
た

事
業
展
開
を
考
え
て
い
る
。
市
内
の
事
業
者

と
連
携
し
な
が
ら
活
性
化
を
図
り
た
い
。

館
山
市

い
す
み
市

銚
子
市
会
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泊
ま
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ど
こ
か
ら
来

て
も
ら
う
か
（
北
海
道
・
県
内
な
ど
）
と
い
う

の
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
昨
年
よ
り
も
利
用

客
が
多
い
事
例
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
割

引
と
は
関
係
な
く
需
要
が
作
れ
る
も
の
（
犬
連

れ
、
未
就
学
児
連
れ
な
ど
）
も
あ
る
と
い
う
こ

と
。
地
域
の
魅
力
や
特
性
か
ら
事
業
と
し
て
成

り
立
つ
も
の
は
何
な
の
か
を
考
え
て
行
く
の
が

重
要
で
あ
る
と
改
め
て
思
っ
た
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
自
ら
が
稼
ぐ
組
織
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
地
域
に
も
稼
い
で
も
ら
い
た
い
が
、

ま
ず
は
自
ら
が
稼
げ
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
だ

け
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
け
で
は
限
度
が
あ
る
。
も
う
少

し
広
い
地
域
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
日
帰
り
客

だ
け
来
て
も
ら
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。
市
町
村

単
位
の
縦
割
り
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
地
域

を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
な
組
織
が
旗
を
振
っ
て
、

地
域
連
携
事
業
と
し
て
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

・
国
の
重
要
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
笠
森

観
音
や
、
長
福
寿
寺
も
あ
る
が
、
例
年
と
比
べ

て
観
光
客
が
減
っ
て
い
る
。

・
ゴ
ル
フ
場
が
多
い
町
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
を
追

い
風
に
、
東
京
な
ど
か
ら
多
く
の
ゴ
ル
フ
客
が

来
て
お
り
、
町
民
も
少
し
不
安
に
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。

・
町
と
し
て
は
、
観
光
よ
り
テ
レ
ワ
ー
ク
を
中

心
と
し
た
移
住
政
策
を
進
め
て
い
る
。
空
き
家

の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
が
、
受
け
入
れ

態
勢
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
空
き
家
の
調
査

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
す
ぐ
に
住
め
る
よ
う
な

環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
訪
日
観
光
客
は
前
年
比
１
％
程
で
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
人
が
い
な
い
。

・
現
在
は
、
主
に
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
ツ
ア
ー
（
乗

り
換
え
の
人
の
為
に
設
け
ら
れ
た
ツ
ア
ー
）
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
ガ
イ
ド
も
無
償
に
し
て
い
る
。

・
空
港
は
周
辺
市
町
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

る
の
で
、
周
辺
市
町
の
地
域
振
興
を
重
要
視
。

・
入
国
規
制
の
見
通
し
も
つ
い
て
い
な
い
た
め
、

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
ツ
ア
ー
含
め
、
今
後
に
つ
い
て

は
検
討
中
で
あ
る
。

・
昨
年
の
台
風
以
降
、
売
り
上
げ
が
低
迷
し
て

い
る
。
ク
ー
ポ
ン
配
布
（
６
月
か
ら
）
に
よ
り
、

少
し
ず
つ
戻
り
始
め
て
き
た
と
こ
ろ
。

・
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
海
外
個
人
旅
行
）
方
面
は
回
復
が

早
か
っ
た
が
、
団
体
受
入
（
教
育
旅
行
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
依
然
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
今

後
手
当
が
必
要
で
あ
る
。

・
枇
杷
倶
楽
部
も
２
０
年
前
か
ら
で
あ
る
た
め
、

こ
こ
だ
け
を
頼
り
に
し
な
い
よ
う
、「
星
空
」
を

商
品
と
し
た
展
開
や
、
山
城
を
め
ぐ
る
方
向
け

に
御
城
印
を
出
す
な
ど
、
歴
史
面
へ
の
訴
求
に

繋
げ
た
い
。

・マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、地
元
の
方
（
農
業・

漁
業
関
係
者
）
に
旅
行
し
て
も
ら
い
、
自
分
の

商
品
が
ど
の
よ
う
に
提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
を

知
り
、
誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
で
も
あ
る
と
の

こ
と
。
そ
う
い
う
中
で
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
は
大

き
い
と
思
う
。

・
外
出
制
限
中
も
南
房
総
に
は
多
く
の
方
が
来

て
い
た
。
そ
の
方
々
の
特
徴
を
見
る
と
、
犬
連

れ
、
幼
児
（
未
就
学
児
）
連
れ
、
バ
イ
ク
、
サ

イ
ク
ル
、
キ
ャ
ン
プ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
が

多
か
っ
た
。

・
自
分
た
ち
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る
の
が
難
し

か
っ
た
方
々
な
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

長
南
町

南
房
総
市
観
光
協
会

成
田
国
際
空
港
㈱

■
勝
浦
市

■
水
野
会
長

■
南
房
総
市

■
渋
谷
事
務
局
長

　

コ
ロ
ナ
自
粛
に
当
た
り
、
各
首
長
が
合
同
で

自
粛
の
案
内
を
出
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
首
長
の

連
携
も
少
な
か
っ
た
の
で
良
い
取
組
で
あ
っ
た

と
思
う
。
観
光
も
同
様
に
、
一
つ
の
市
で
完
結

す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
各
首
長
が
手
を
取

り
合
い
な
が
ら
や
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

か
。
ど
こ
か
に
音
頭
を
取
っ
て
や
っ
て
も
ら
い

た
い
。

　

地
方
創
生
が
う
ま
く
い
く
の
か
、
と
い
う
疑

問
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
養
成
塾
を
は
じ

め
た
。そ
の
中
で
分
か
っ
て
き
た
こ
と
と
し
て「
地

域
循
環
」「
地
元
の
市
場
」
を
ど
う
し
て
い
く
か

が
重
要
で
あ
る
。
生
産
者
と
流
通
を
う
ま
く
ま
と

め
る
仕
組
み
が
な
い
と
い
け
な
い
。
グ
ル
メ
の
無

い
観
光
地
は
無
い
。
そ
し
て
、
観
光
で
稼
い
だ
お

金
を
地
元
で
回
す
仕
組
み
が
重
要
で
あ
る
。
ス
イ

ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
は
、
地
域
経
営
の
共
同
体

を
持
っ
て
お
り
、
地
元
の
人
を
末
永
く
食
べ
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

〜
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
問
２
に
つ
い
て
〜

中
長
期
を
展
望
し
た
観
光
振
興
（
観
光
を
核
と
し
た
地
域
経
営
）

の
課
題
等
及
び
対
策
（
取
組
）
の
方
向
性
を
御
記
載
く
だ
さ
い
。

For 
solutions

Q.2



地方創生と連動したＤＭＯ養成塾②

○日　時：2020 年 9 月 10 日 ( 木 )　13 時 30 分～ 16 時 15 分
○会　場：かずさアカデミアホール 2 Ｆ 「202 会議室」

第 2  回

〇出席者：順不同

( 一社 ) 勝浦市観光協会、( 一社 ) 木更津市観光協会、( 一社 ) 銚子市観光協会、

（一社）南房総市観光協会、鴨川観光プラットフォーム（株）、（株）京葉銀行、

（株）グリーンポート・エージェンシー、（有）コアコミュニケーション、

（ 株 ） ち ば ぎ ん 総 合 研 究 所、( 一 社 ) ツ ー リ ズ ム い す み、 成 田 空 港 交 通、

（ 株 ） 成 田 商 工 会 議 所、 成 田 国 際 空 港（ 株 ）、 日 本 航 空（ 株 ）、

千 葉 県 観 光 企 画 課、 安 房 地 域 振 興 事 務 所、 海 匝 地 域 振 興 事 務 所、

君 津 地 域 振 興 事 務 所、 長 生 地 域 振 興 事 務 所、 い す み 市 水 産 商 工 課、

木更津市観光振興課、館山市観光みなと課 （計２2 社、団体）

多
様
な
主
体
の
参
加
、

自
主
財
源
の
確
保
と

域
内
の
経
済
循
環
の
確
立

テーマ

2020-202117
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今
回
は
、
資
金
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
域
内
経

済
循
環
に
つ
い
て
。
本
日
は
観
光
庁
の
檜

垣
室
長
に
来
て
頂
い
た
。
檜
垣
さ
ん
と
は

既
に
５
年
ほ
ど
お
付
き
合
い
が
あ
り
、
私

が
講
義
を
持
っ
て
い
る
和
歌
山
大
学
に
も

ゲ
ス
ト
と
し
て
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
る
。
現
在
の
観
光
庁
が
進
め
て
い
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
お
さ
ら

い
の
意
味
も
込
め
て
、
檜
垣
さ
ん
に
は
最

初
に
20
分
ほ
ど
お
話
し
い
た
だ
く
。
観
光

政
策
の
概
論
的
な
話
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
誘
客
多
角

化
な
ど
を
解
説
し
て
頂
い
た
後
、
前
回
講

座
で
も
反
響
が
大
き
か
っ
た
N
H
K
で
放
映

さ
れ
た
気
仙
沼
関
連
の
動
画
を
お
観
せ
す
る
。

今
日
は
観
光
庁
観
光
地
域
振
興
課
の
職
員
も

参
加
し
て
い
る
。
観
光
庁
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
今
後
の
継
続
的
な
取
り
組
み
に
活
か
し

て
い
た
だ
き
た
い

　

最
後
は
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
。
ぜ
ひ
現
場
の

リ
ア
ル
な
悩
み
に
対
し
て
の
意
見
や
議
論
を

期
待
し
て
い
る
。

開会主催者あいさつ

成田空港活用協議会
澁谷事務局長
❶ 多様な主体の参加、
自主財源の確保と域内の経済
循環の確立
ＪＴＩＣ . ＳＷＩＳＳ代表　
山田桂一郎

観光庁 観光地域振興部 
観光地域振興課 広域連携推進室長
檜垣敏

❷ 参加者によるグループ討議

❸ グループ討議を踏まえた
発表と総括

当日の
議事次第

　
ご
紹
介
の
通
り
、
山
田
さ
ん
と
は
５
年
ほ
ど
の

付
き
合
い
。
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、

こ
れ
ま
で
も
色
々
な
機
会
を
い
た
だ
き
講
演
等
で

も
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
先
週
も
和

歌
山
大
学
の
講
義
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
。

　
今
日
の
参
加
者
は
千
葉
県
内
で
D
M
O
を
作
り
、

こ
れ
か
ら
作
っ
て
ど
う
や
っ
て
地
域
を
活
性
化
し
て

い
く
か
考
え
て
い
る
方
々
が
中
心
と
聞
い
て
い
る
。

ど
こ
ま
で
役
に
立
て
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
今
後
の

環
境
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
こ
と
を
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
知
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
復
習
も
兼
ね
て
聞
い
て
ほ
し
い
。

　

私
は
、
現
在
は
観
光
庁
の
職
員
で
す
が
、
51
歳

で
国
家
公
務
員
に
な
っ
た
と
い
う
変
わ
っ
た
経
歴

を
持
っ
て
お
り
、
元
々
は
民
間
企
業
で
働
い
て
い

た
り
、
起
業
し
た
り
し
て
き
た
。
仕
事
を
す
る
中

で
は
、
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
人
と
一
緒
に
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
も
多
い
。（
滋
賀
県
大
津
市
、

和
歌
山
県
有
田
市
）
そ
の
な
か
で
ど
う
や
っ
た
ら

活
力
あ
る
地
域
を
作
れ
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
き

て
お
り
、
そ
の
部
分
で
本
日
も
役
に
立
つ
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

今
日
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、
大
き
く
５
点
あ
り

ま
す
。
気
楽
に
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

地域経済とDMO

【COLUMN】

専門家 DMO 論

地域消費額を上げ、地域にお金が落ちるようにし、個人だけではなく、
地域全体でリピーターを獲得していくことが重要。

観 光 庁  観光地域振興課広域連携推進室長 檜 垣  敏

❶ 

ど
う
や
っ
た
ら

活
力
あ
る
地
域
を
作
れ
る
か
つ
い
て

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

J
T
I
S 

S
W
I
S
S
代
表
山
田
桂
一
郎
氏
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ご
紹
介
の
通
り
、
山
田
さ
ん
と
は
５
年
ほ
ど
の

付
き
合
い
。
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、

こ
れ
ま
で
も
色
々
な
機
会
を
い
た
だ
き
講
演
等
で

も
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
先
週
も
和

歌
山
大
学
の
講
義
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
。

　
今
日
の
参
加
者
は
千
葉
県
内
で
D
M
O
を
作
り
、

こ
れ
か
ら
作
っ
て
ど
う
や
っ
て
地
域
を
活
性
化
し
て

い
く
か
考
え
て
い
る
方
々
が
中
心
と
聞
い
て
い
る
。

ど
こ
ま
で
役
に
立
て
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
今
後
の

環
境
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
こ
と
を
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
知
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
復
習
も
兼
ね
て
聞
い
て
ほ
し
い
。

　

私
は
、
現
在
は
観
光
庁
の
職
員
で
す
が
、
51
歳

で
国
家
公
務
員
に
な
っ
た
と
い
う
変
わ
っ
た
経
歴

を
持
っ
て
お
り
、
元
々
は
民
間
企
業
で
働
い
て
い

た
り
、
起
業
し
た
り
し
て
き
た
。
仕
事
を
す
る
中

で
は
、
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
人
と
一
緒
に
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
も
多
い
。（
滋
賀
県
大
津
市
、

和
歌
山
県
有
田
市
）
そ
の
な
か
で
ど
う
や
っ
た
ら

活
力
あ
る
地
域
を
作
れ
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
き

て
お
り
、
そ
の
部
分
で
本
日
も
役
に
立
つ
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

今
日
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、
大
き
く
５
点
あ
り

ま
す
。
気
楽
に
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

自
分
た
ち
の
地
域
の
売
り
も
の
、
ど
う
や
っ
て
儲

け
て
い
く
の
か
分
か
っ
た
う
え
で
、
最
後
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
う
。そ
う
し
た
こ
と
を
分
か
っ

た
う
え
で
行
動
に
起
こ
し
て
い
く
。
お
金
が
落
ち

る
も
の
が
な
い
状
態
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

も
意
味
が
な
い
。
そ
う
し
た
も
の
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
の
が
、
今
日
こ
こ
に
来
て
い
る
人
で
は
な

い
か
と
思
う
。
地
方
全
体
で
、
ど
う
や
っ
て
お
金

を
落
と
し
て
い
た
だ
く
の
か
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決

め
、
ど
ん
な
人
に
来
て
ほ
し
い
の
か
考
え
、
受
け

入
れ
態
勢
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　

今
日
は
会
場
ま
で
は
高
速
バ
ス
で
来
た
が
、

バ
ス
乗
り
場
で
係
の
人
と
話
し
た
際
、
こ
れ
ま

で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
利
用
も
あ
っ
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
バ
ス
停
や
バ
ス
の
中
に
英
語
の
表
記

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

お
客
様
は
２
種
類
、
新
規
と
リ
ピ
ー
タ
ー
し
か

な
い
。
自
分
の
お
店
の
お
客
様
は
誰
な
の
か
。

誰
が
一
番
お
金
を
落
と
し
て
く
れ
る
の
か
き
ち

ん
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

　

観
光
地
域
づ
く
り
の
基
本
理
念
、「
住
ん
で
よ
し
、

訪
れ
て
よ
し
」。
こ
こ
で
は
住
む
こ
と
が
先
に
来
て

い
る
。
地
域
の
方
が
誇
れ
る
と
こ
ろ
で
な
い
と
、

観
光
客
は
来
な
い
。
地
域
の
人
は
外
に
出
て
行
っ

た
と
き
、
そ
の
地
域
の
宣
伝
マ
ン
に
な
る
。「
地
元

の
人
が
食
べ
る
と
こ
ろ
、
地
元
の
人
が
選
ぶ
地
元

の
お
土
産
」
を
観
光
客
は
求
め
て
い
る
。
こ
れ
が

住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
で
は
な
い
か
。

　

日
本
全
体
の
デ
ー
タ
を
集
計
し
て
み
た
。
地

域
の
人
口
が
１
人
減
る
と
、
そ
の
１
人
の
減
少

分
を
経
済
的
に
ま
か
な
う
た
め
に
、
外
国
人
な

ら
８
名
、
国
内
宿
泊
旅
行
者
な
ら
23
人
が
必
要

と
な
る
。

　

今
後
、
子
供
や
孫
世
代
に
地
域
を
渡
し
て
い

く
と
き
に
、
何
を
残
し
て
い
く
か
。
ど
う
や
っ

て
稼
い
で
い
く
か
。

❷
な
ぜ
観
光
に
取
り
組
む
の
か

旅
行
消
費
額
に
つ
い
て

観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

　

当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
、
日
本
は

ど
の
地
域
も
、
人
口
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
地
域
経

済
の
衰
退
に
直
面
し
て
い
る
。

　

私
は
広
島
県
の
因
島
出
身
。
15
歳
の
時
に
、
瀬

戸
内
海
で
広
島
と
愛
媛
が
繋
が
る
橋
が
で
き
、「
こ

れ
で
島
は
豊
か
に
な
る
」
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ

う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
バ
ブ
ル
期
に
「
日
本
一
貧

し
い
島
」
と
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
今
思
え

ば
分
か
る
こ
と
だ
が
、
橋
で
繋
が
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
地
域
で
稼
い
だ
金
が
域
外
へ
ど
ん
ど
ん
出
て

行
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
当
時
、
な
ぜ
こ
の
島
は

貧
乏
な
の
か
理
由
が
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の

経
験
が
今
、
こ
う
い
う
仕
事
を
や
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

こ
の
状
況
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
地
域
消
費

額
を
上
げ
て
い
く
、
地
域
に
お
金
が
落
ち
る
よ
う

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
は
個
人

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲

得
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
個
人
、
一
般
企
業
で

あ
れ
ば
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
は
当
た
り
前
だ
が
、

こ
れ
か
ら
は
地
域
全
体
で
リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
認
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
も
山
田
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ

が
、
何
を
目
的
に
観
光
を
や
っ
て
い
る
か
と
い
う

目
的
意
識
も
大
切
。
ま
ず
は
来
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
だ
が
、
来
訪
者
が
お
金
を
落
と
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
。

　

観
光
庁
が
出
し
て
い
る
2
0
1
9
年
の
旅

行
消
費
額
の
デ
ー
タ
。
昨
年
度
は
約
28
兆
円
程

だ
っ
た
。
分
解
す
る
と
日
本
人
の
国
内
宿
泊
額

が
17.2
兆
円
、
日
帰
り
が
4.8
兆
円
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
4.8
兆
円
。
今
年
は
、
ご
存
知
の
通
り
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
分
は
ほ
ぼ
見
込
め
な
い
。

　

た
だ
、
日
本
人
の
旅
行
の
可
能
性
は
あ
る
。

G
o
T
o
に
色
々
ご
意
見
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

止
血
を
し
な
が
ら
輸
血
を
し
て
い
く
取
り
組
み

が
、
今
後
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
安
心
し
て
旅

行
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
今
後
の
見
通
し

は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
頑
張

る
し
か
な
い
。

　

日
本
人
の
過
去
10
年
の
国
内
旅
行
消
費
額
は

18
～
21
兆
円
。
今
年
は
減
る
と
は
思
う
が
、
ゼ

ロ
に
は
な
ら
な
い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
入
込
客

が
99
％
ダ
ウ
ン
で
飛
行
機
が
飛
ん
で
い
な
い
こ

と
か
ら
厳
し
い
。
そ
う
し
た
中
で
は
国
内
し
か

な
い
。

　

私
は
自
治
体
の
な
か
で
働
い
て
い
た
頃
、
色
々

な
人
か
ら
思
い
付
き
や
思
い
込
み
、
経
験
で
市
役

所
に
様
々
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は

何
に
基
づ
い
て
る
意
見
や
提
案
で
あ
る
か
が
重
要
。

現
状
認
識
が
揃
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
打
ち
手
も
バ

ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
行
き
先
を
決
め
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
行
き
方
（
方
法
）
は
色
々
あ
っ

て
も
、
行
き
先
（
ゴ
ー
ル
）
は
確
実
に
決
め
な
い

と
い
け
な
い
。
同
じ
地
図
を
揃
え
て
向
か
っ
て
い

く
こ
と
が
ま
ず
必
要
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
地
域
経
営
を
行
う
上

で
、
地
域
に
あ
る
デ
ー
タ
を
き
ち
ん
と
収
集
し
、

整
理
し
て
分
析
・
共
有
で
き
て
い
る
か
。
活
用

す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い

が
、
こ
れ
か
ら
は
ス
ピ
ー
ド
も
大
事
。
今
後
は
そ

の
担
い
手
は
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
と
言
わ
れ
る

D
M
O
法
人
。
D
M
O
が
な
い
地
域
も
あ
る
か
と

思
う
。
D
M
O
が
あ
る
こ
と
が
正
解
で
は
な
く
、

地
域
で
そ
の
役
割
を
担
え
る
人
が
い
れ
ば
よ
い
。

地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
戦
略
策
定
が
で
き
る
人

が
必
要
。
地
域
の
消
費
額
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が

目
的
。
雇
用
を
生
む
、
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。

　

観
光
地
域
づ
く
り
の
現
状
と
課
題
。
色
々
な
人

の
参
加
を
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
観
光
に
は
必

要
。
調
整
は
大
変
だ
が
観
光
の
す
そ
野
は
広
い
。

デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
発
想
。
そ
れ
ら
を
揃
え
、



　

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
に
ま
た
来
て
も
ら
い
、
お
金

を
落
と
し
て
い
た
だ
く
。
新
規
の
方
に
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
。
こ
れ
が
大
事
。
こ
れ
を

自
分
た
ち
の
地
域
で
で
き
て
い
る
か
。
地
域
の
人

が
自
慢
で
き
る
状
態
に
で
き
て
い
る
か
。

　

地
域
経
済
循
環
の
拡
大
。こ
れ
ま
で
の
潮
流
は
、

地
元
で
働
い
た
お
金
を
市
外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
で
使
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
で
は

市
外
に
お
金
が
出
て
い
っ
て
し
ま
う
。
地
元
の
人

が
地
元
で
消
費
を
す
る
。
外
の
人
が
地
元
で
消
費

す
る
流
れ
に
変
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
コ

ロ
ナ
で
そ
の
重
要
性
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

気
仙
沼
の
気
仙
沼
ク
ル
ー
カ
ー
ド
で
は
、「
フ

レ
ー
フ
レ
ー
気
仙
沼
」
と
い
う
地
元
を
応
援
し
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
た
。
こ
の
結

果
、
売
り
上
げ
は
コ
ロ
ナ
渦
前
の
前
年
度
比
35
％

ア
ッ
プ
。
気
仙
沼
も
一
朝
一
夕
に
で
き
た
わ
け

で
は
な
い
。
D
M
O
の
関
係
者
で
は
な
い
人
が
、

地
元
の
人
が
地
元
で
お
金
を
使
わ
な
い
と
い
け
な

い
と
話
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
思
い
が
、
す
ご
い

結
果
を
生
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

　

収
益
事
業
は
色
々
あ
る
か
と
思
う
。
補
助
金
、

委
託
事
業
、
会
員
か
ら
の
会
費
等
。
ど
れ
を
重
視

し
て
い
き
た
い
か
は
、
地
域
に
よ
っ
て
も
違
う
。

宿
泊
税
は
東
京
や
大
阪
で
も
行
な
っ
て
い
る
。
東

京
都
の
宿
泊
税
収
入
は
24
億
円
に
上
る
。

安
定
的
な
財
源
確
保
の
手
段
に
つ
い
て

　

観
光
で
来
た
方
に
、
そ
の
方
々
が
使
う
サ
ー

ビ
ス
の
費
用
を
負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
の
は
、

ま
っ
と
う
な
考
え
で
は
な
い
か
と
思
う
。
コ
ン
テ

ン
ツ
を
作
り
、
そ
の
環
境
を
整
え
る
た
め
に
税
収

を
活
用
す
る
と
い
う
の
は
一
つ
の
考
え
方
と
し
て

良
い
。

　

そ
の
他
に
も
例
え
ば
法
定
外
目
的
税
が
あ
る
。

法
廷
目
的
税
は
入
湯
税
等
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

沖
縄
で
は
環
境
協
力
税
が
あ
る
。
岐
阜
県
に
も
そ

う
し
た
税
金
が
あ
っ
た
か
と
思
う
。
地
域
が
組
織

を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
の
お
金
を
ど
こ
が

負
担
す
る
の
か
。
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
お
金

を
誰
が
負
担
し
て
い
く
の
か
。
自
分
た
ち
が
儲
け

な
い
と
し
て
も
、
地
域
が
儲
け
て
い
く
こ
と
を
考

え
、
そ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
費
用
を
行
政
が
持
つ

と
い
う
方
法
も
あ
る
。

観光庁 
観光地域振興課広域連携推進室長

檜垣敏

Q. 　㈲コアコミュニケーション

現在館山に DMOはない。DMO的機能
をもう少し域内に強化していく必要があ
ると思っている。館山には観光資源が多
く、それぞれの担い手は沢山いる。ただ、
話を進めるなかでスムーズにいかないこ
ともある。地域に下りて行ったときに、
こういう話を上手く進めていけるのか。
地域でエンジンをかけていくために、ど
う工夫すればよいか。どうやって仲間を
作っていくべきか、アドバイスをいただ
きたい。

DMO 養成塾 第 2 回 質疑応答

A. 　回答 檜垣氏

自分が地域に行ったら、既存の地域が
何を目的にしているのかまとめること
をやった。苦労が多いことも分かるが、
観光庁では専門家派遣事業というもの
がある。山田先生も専門家の一人。色々
な外の人の力を借りつつ、やっていた
だければ。

A. 　回答 山田氏

どこでもエゴと利害が絡んでくる。特に
行政が主体となると、どうしても平等性
を担保するという話になりがち。経済
政策として、公正なえこひいきをする。
機会の平等性は必要。但し、結果の平等
性はあり得ない。最初から総意を得られ
ると思わなくていい。ファーストペンギ
ンとして誰が最初に動くかが大事。最初
はやる気と行動力のある小人数でスター
トする。口を開けて待っている人、文句
だけ言う人は仲間にしない。誰でもよい
からと一人でも多く仲間を集めようと
するから失敗する。
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DMO養成塾の会場となった（第１回を除く）
「かずさアカデミアホール（木更津市）」
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山田桂一郎
観光庁 
観光地域振興課広域連携推進室長

檜垣敏

まず、インバウンドの概念を見なおそう。

いと思わないでほしいですね。
自分たちの地域は自分たちで
守る。国は残念ながら総論で
しか話ができないところがあ
ります。「インバウンドなんて
自分の街には関係ない」と思っ
たことはありませんか？私は
実際に、そう思ったことが
あります。でも国は、数十年
先を考え、インバウンドを重
視する方に舵を切ったのです。

しかし、全て従う必要はなく、
地域の手綱 (たづな )は地域が
持つことが必要だと私は思い
ます。

このような状況下でも受け入れ
態勢を整えておくことは必要。

檜垣さんは民間としての決算主義
と、公務員の予算主義の両方の視
点を持っている。DMOが無かっ
たとしても、地域全体で上手く稼
ぐことができればよいと私は考え
ているが、檜垣さんは何が重要だ
と考えていますか？

檜垣氏 私は51歳で公務員になる
という、観光庁で初めて採用さ
れた例なので、参考にならない
かもしれません。ただ、地域の手
綱 (たづな)は地域自身が持ち、国
が言っていることをすべて正し

山 田 氏 ももう少し時間に余裕
があれば、スライドを 1枚ずつ
細かく説明していただきたかっ
たほど濃い内容だった。最近は
マイクロツーリズムが流行って
いるのは、みなさんご存知のと
ころ。現在、訪日インバウンド
が蒸発したといいますが、まず、
インバウンドの概念を見直すべ
きではないか。「インバウンド」

山田氏　檜垣さんの資料にも気仙沼の事例があった。
緊急事態宣言が出て、日本の GDP が 28％落ちるなど、
コロナ禍で全国各地が疲弊している。個々の事業者や
ホテル・旅館と話をしていても、地域全体で儲かった
という話はなかなか聞かない。そういった背景と共に
真実を知るために気仙沼の動画をまず観てもらいたい。

は英語本来の意味からすると、
自地域以外から来訪する人は
全てインバウンド。外国人だ
けでなく日本人の日帰り客や
宿泊客など他地域から来れば、
全てインバウンドとなる。

　外国人の受入については感染
状況と政治判断もあるため自分
たちが決められることではないが、

【COLUMN】

動画に関する補足説明
山田氏　動画では、第 1 回でも話
をした飛騨市の里山エクスペリエ
ンスの話が取り上げられているが、
飛騨市役所の職員が「うちは 4 年
前に脱インバウンド宣言しました」
と話していた。首長が変わったり、
人事異動で担当者が変わった途端、
方針が変わったかのような話になっ
ている。これは真実ではない。

また、気仙沼の映像の一部に、「モ
ニターを一般の方から選んだ」とあ
りましたが、それは間違いで、モニ
ターは「気仙沼をよく利用している
ロイヤルゲスト」から選定している。
また、気仙沼の人気商品は季節に
よって違うという事実もアンケート
調査から得ている。

気仙沼市ではコロナ禍で移動ができ
なかった時でも、データ分析してい
たからこそ地元民へのプロモーショ
ンや、その先の打ち手を考えられた。

動画の中で、公共交通機関がない
からインバウンドは来ないとの飛
騨市職員の言葉があった。しかし、
移動＆時間距離や二次交通に関し
ては最終的には問題ない。何があっ
ても当地、当社を選んで頂ける価
値があれば良い。星野リゾートの
本拠地軽井沢は、東京から1時間
の移動時間にも関わらず、星のや
は 2 連泊からだ。飛騨市の隣の高
山は、最寄りに空港や新幹線駅が
ないにもかかわらず相当な人流が

観光サービス業の重要戦略の一つ
は、リテンション戦略だ。企業で
は当たり前。だからこそ CRM（顧
客関係管理）が必要。域内で経済
循環を向上させるとき、どことどこ
が繋がると良いのか。気仙沼のク
ルーシップカードではそうした視
点が活用されている。ポイントカー
ド＆アプリになっていることによっ
て、お客様がどこへ行き、どれぐ
らい消費しているのかなど、行動
＆消費履歴を知ることができる。
これらのデータを活用して詳細な
属性別のマーケティングが可能と
なる。大事なことは。お客様が本
当に欲しいものをつくり、実際に
買って頂くこと。

起きている。飛騨古川は高山から
普通列車でさらに 2 駅もあり、お
客様から「何があっても行きたい」
と言わせるだけの明確な理由や目
的が必要だ。ぜひ、皆様にもそう
いう高付加価値な商品・サービス
を作ってほしい。だからこそマー
ケットインの視点が大事。プロダ
クトアウトを否定するものではな
い。お客様との信用、信頼関係が
重要。なじみの居酒屋でおすすめ
料理を勧められたら、値段も気に
せずにオーダーして食べるのでは
ないか。お客様が求めるものを当
地、当社で売り出すだけ。地域全
体でマーケティングを駆使していく
ことが重要。

2020-202121
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講演資料より　一部抜粋

© 国 土 交 通 省 ・ 観 光 庁

© 国 土 交 通 省 ・ 観 光 庁
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地方創生と連動したＤＭＯ養成塾③

○日　時：2020 年 12 月 11 日 ( 金 ) 13 時 30 分 ～ 16 時
○会　場：かずさアカデミアホール 2 Ｆ「201 会議室」

第 ３ 回

〇出席者：順不同

( 一社 ) 勝浦市観光協会、( 一社 ) 木更津市観光協会、（一社）南房総市観光協会、

鴨川観光プラットフォーム ( 株 )、( 株 ) グリーンポート・エージェンシー、

（有）コアコミュニケーション、( 一社 ) ツーリズムいすみ、成田商工会議所、

成 田 国 際 空 港（ 株 ）、（ 公 財 ） 航 空 科 学 博 物 館、 千 葉 県 観 光 企 画 課、

（株）Flact、海匝地域振興事務所、君津地域振興事務所、いすみ市水産商工課、

木更津市観光振興課、館山市観光みなと課  （計 17 社、団体）

観
光
資
源
の

磨
き
上
げ
と
受
入
態
勢

～
現
状
と
課
題
・
そ
の
解
消
～

テーマ
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約
は
既
に
結
構
入
っ
て
い
る
。
欧
州
の
ウ
ィ
ン

タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、
ス
キ
ー
は
で
き
な
く
て

も
ス
キ
ー
以
外
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
充
実

し
て
い
る
た
め
、
長
期
間
滞
在
す
る
人
が
い

る
。
本
日
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
が
、
滞
在
型

の
商
品
の
磨
き
上
げ
が
で
き
て
い
る
か
ら
こ

そ
リ
ゾ
ー
ト
は
営
業
で
き
る
。

　

資
源
の
磨
き
上
げ
と
受
入
態
勢
の
話
が
本

日
の
テ
ー
マ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
回
の

気
仙
沼
視
察
で
も
い
ろ
い
ろ
な
形
の
資
源
や

商
品
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
。
例
え
ば
氷
屋
で

の
体
験
も
良
い
事
例
。
前
回
参
加
し
た
方
は

今
日
の
話
題
は
理
解
し
や
す
い
と
思
う
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
・
資
源
の
磨
き
上
げ
と
言
う

が
、
磨
き
上
げ
た
結
果
と
は
何
か
？
観
光
庁

で
も
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
い
う
言
葉
が
良
く

使
わ
れ
る
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
は
資
源
や
素
材

と
い
う
意
味
。
地
域
に
あ
る
素
材
や
資
源
を

売
れ
る「
プ
ロ
ダ
ク
ト
」と
し
て
商
品
化
・
サ
ー

ビ
ス
化
す
る
こ
と
が
磨
き
上
げ
だ
。

　

ま
た
、
最
近
は
コ
ト
消
費
と
言
わ
れ
る
が
、

モ
ノ
も
重
要
。
モ
ノ
、
コ
ト
、
メ
シ
、
ト
キ

の
商
品
化
・
サ
ー
ビ
ス
化
は
、
当
地
域
や
当

施
設
に
来
て
い
た
だ
く
目
的
や
理
由
に
な
ら

な
い
と
意
味
が
無
い
。

　

こ
の
後
、
資
源
、
素
材
を
商
品
化
・
サ
ー
ビ

ス
化
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
を

し
た
い
と
思
う
。
今
日
の
話
は
基
本
的
に
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分
析
だ
け

で
な
く
、
本
日
は
事
例
紹
介
も
行
う
。
基
本
的

に
は
１
回
目
の
講
義
で
も
話
し
た
「
マ
ー
ケ
ッ

ト
イ
ン
」
の
視
点
で
商
品
化
、
サ
ー
ビ
ス
化
す

る
こ
と
が
重
要
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
お
客
様

の
欲
し
い
も
の
と
し
て
提
供
す
る
。
後
程
、「
プ

ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
」
に
つ
い
て
も
解
説
す
る
。

　

お
も
て
な
し
は
「
お
客
様
満
足
度
を
い
か
に

向
上
さ
せ
る
か
」
と
言
う
こ
と
。
そ
の
た
め
の

上
質
化
。
量
と
質
は
基
本
的
に
ト
レ
ー
ド
オ
フ

の
関
係
。
生
産
性
向
上
の
た
め
に
も
、
基
本
的

に
質
を
高
め
る
こ
と
で
希
少
性
も
上
げ
、
利
益

が
し
っ
か
り
と
取
れ
る
も
の
に
し
な
い
と
意
味

が
無
い
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
す
る
場
合
、
ペ
ル

ソ
ナ
分
析
も
効
果
的
だ
が
、
同
行
者
に
よ
っ
て

は
行
先
も
楽
し
み
方
、予
算
も
変
化
す
る
。
ま
た
、

従
業
員
満
足
度
（
E
S
）
を
上
げ
な
い
と
、
お

客
様
満
足
度
（
C
S
）
も
上
が
ら
な
い
。
優
秀

な
人
材
も
確
保
で
き
な
く
な
る
。
組
織
づ
く
り

を
す
る
上
で
環
境
整
備
も
重
要
だ
。

　

最
も
重
要
な
の
は
、
当
地
や
当
社
に
合
っ
た

お
客
様
を
増
や
す
こ
と
。
一
人
で
も
多
く
の
お

客
様
に
来
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
良
い
お
客

様
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
。
来
て
欲
し

く
な
い
お
客
様
を
わ
ざ
わ
ざ
呼
ぶ
必
要
は
無
い
。

　

ス
イ
ス
・
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
は
と
て
も
不
便
な

所
に
あ
る
。
観
光
地
と
し
て
は
、
当
地
ま
で
来

て
頂
い
た
全
て
の
お
客
様
の
満
足
度
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
努
力
は
惜
し
ま
な
い
。
し
か
し
、

日
帰
り
客
は
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
難
し
い

の
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
は
な
い
。

　

旅
は
基
本
的
に
異
文
化
体
験
。「
非
日
常
」

と
「
異
日
常
」
で
の
楽
し
み
方
。
地
域
の
磨
き

上
げ
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
化
と
言
え
ば
、「
ら

し
さ
」
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
ら

し
さ
」
と
は
性
質
、
性
格
。「
地
域
性
、
個
性
、

創
造
性
」
を
活
か
し
、「
な
ら
で
は
」
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
化
す
る
。
そ
れ
が
「
今
だ
け
、
こ
こ

だ
け
、
あ
な
た
だ
け
」。

　

本
日
の
ゲ
ス
ト
講
師
の
西
谷
さ
ん
は
「
地
域

な
ら
で
は
」
の
商
品
化
・
サ
ー
ビ
ス
化
で
成
功

し
て
い
る
人
。
当
地
、
当
社
の
良
さ
を
活
か
す

こ
と
。
そ
れ
は
高
付
加
価
値
、
高
単
価
に
よ
り

生
産
性
を
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

開会主催者あいさつ

成田空港活用協議会
澁谷事務局長

❶ 観光資源の磨き上げと
受入態勢～現状と課題・その解消～

ＪＴＩＣ . ＳＷＩＳＳ代表　
山田桂一郎

当日の
議事次第

　

日
本
は
感
染
症
対
応
の
病
床
数
が
少
な
い

た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
や
死
亡
率
は

欧
米
諸
国
と
比
べ
て
低
い
。
そ
の
結
果
、
医
療

崩
壊
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。
政
府
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
す
こ
と
が
出
来

ず
。
結
果
的
に
先
進
国
の
中
で
最
も
G
D
P 

を
落
ち
込
ま
せ
た
。

　

よ
う
や
く
私
も
12
月
末
日
に
ス
イ
ス
に
帰

国
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
今
年
、
ス
イ
ス

以
外
の
ス
キ
ー
場
は
ク
ロ
ー
ズ
さ
れ
る
予
定
。

年
末
年
始
が
ス
キ
ー
場
の
稼
ぎ
時
。
そ
れ
な

の
に
ス
キ
ー
場
で
は
ほ
と
ん
ど
感
染
し
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
も
休
業
に
追
い
込
ま

れ
た
。
ス
イ
ス
で
も
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
の

営
業
時
間
は
短
縮
。
し
か
し
、
ホ
テ
ル
の
予

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

J
T
I
S 

S
W
I
S
S
代
表
山
田
桂
一
郎
氏

（株）インアウトバウンド仙台
・松島代表取締役　
西谷雷佐
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大
学
を
卒
業
後
、
着
地
型
の
旅
行
業
を
立
ち

上
げ
た
。
英
語
が
で
き
た
の
で
、
当
時
あ
ま
り

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
多
く
な
か
っ
た
が
、
着
地
型

旅
行
を
始
め
た
。
福
祉
車
両
を
使
っ
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ツ
ア
ー
等
も
実
施
。山
田
さ
ん
に
出
会
っ

た
の
は
そ
の
頃
。
当
時
、
ツ
ア
ー
を
見
て
い
た

だ
い
て
「
い
い
ね
。
こ
う
い
う
の
を
１
０
０
個

作
っ
た
ら
、
10
個
ぐ
ら
い
残
る
よ
」
と
言
わ
れ
、

後
押
し
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　

事
業
を
始
め
て
か
ら
、
青
森
だ
け
で
完
結
さ

せ
た
ら
も
っ
た
い
な
い
な
、
と
思
っ
て
範
囲
を

広
げ
、
東
北
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
、
と
い
う
こ
と
で
２
０
１
６
年
に
起
業
。

そ
の
後
２
０
１
８
年
に
登
録
D
M
O
を
設
立
。

ツ
ア
ー
を
作
り
、
ガ
イ
ド
を
し
て
、
そ
れ
で
し
っ

か
り
稼
い
で
い
こ
う
と
い
う
モ
デ
ル
で
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

な
ぜ
観
光
に
取
り
組
む
の
か
。
な
ぜ
日
本
は
観

光
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
目
的
は
何
か
。

明
確
な
答
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
？
こ
れ
は
人
口

減
少
が
進
む
中
で
、
移
住
定
住
を
促
進
し
た
り
し

て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
。
交
流
人
口

で
も
人
が
来
て
く
れ
た
方
が
良
い
。

　

観
光
の
目
的
は
稼
ぐ
こ
と
。
稼
ぐ
こ
と
が
悪
い

と
い
う
考
え
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
稼
ぐ

こ
と
は
良
い
こ
と
。
地
域
住
民
の
生
活
の
維
持
。

目
的
と
手
段
。

　

よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
で
す
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
っ
て
も
、
納
品
し
た
後
に
ど
の
よ
う
な
人

が
手
に
取
り
、
ど
の
よ
う
な
人
が
そ
れ
を
使
っ

て
く
れ
た
か
。
そ
の
分
析
を
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
多
い
。
商
品
造
成
も
同
じ
。
商
品
を

作
っ
た
が
、
そ
の
後
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

私
は
D
M
O
を
一
般
社
団
法
人
で
は
な
く

民
間
企
業
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　　

稼
ぎ
方
に
つ
い
て
、
こ
の
後
事
例
を
紹
介

し
た
い
。
青
森
県
の
弘
前
城
は
花
見
が
有
名
。

手
ぶ
ら
で
花
見
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
、
弘
前
に
も
昔
忍
者
が
い
た
の
で
、
忍
者

の
サ
ー
ビ
ス
も
や
っ
て
い
る
。
お
弁
当
、
お

し
ぼ
り
、
持
ち
帰
り
可
能
な
箸
な
ど
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
て
、
一
人
３
万
円
い
た
だ
い

て
い
る
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
毎
年
１
０
０
前
後
、

多
い
と
3
0
0
前
後
の
申
し
込
み
が
あ
る
。

　

弘
前
公
園
は
東
京
ド
ー
ム
10
個
分
の
広
さ

が
あ
る
。
開
花
時
期
に
は
２
３
０
万
人
ほ
ど

が
訪
れ
る
。
で
も
公
園
で
一
人
６
０
０
円
程

度
し
か
使
っ
て
い
な
い
。
バ
ス
ツ
ア
ー
で
来

る
人
は
、
バ
ス
車
内
で
出
た
ご
み
を
捨
て
、

お
手
洗
い
を
汚
し
、
缶
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
、

有
料
エ
リ
ア
に
は
入
ら
ず
、
数
十
分
後
に
違

う
場
所
へ
移
動
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な

客
が
た
く
さ
ん
欲
し
い
で
す
か
？

　

旅
行
は
ハ
レ
の
日
。
パ
リ
で
3
時
間
ほ
ど

時
間
が
あ
っ
た
ら
、
食
事
に
３
０
０
０
〜

４
０
０
０
円
使
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
普
段
は
１
０
０
０
円
の
昼
食
で
も
、

旅
先
で
の
価
格
設
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

観
光
客
が
喜
べ
る
価
値
の
あ
る
、
高
単
価
な

商
品
が
必
要
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
考
え
る

だ
け
で
な
く
実
行
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
。

　

消
費
単
価
を
K
P
I
に
す
る
こ
と
も
一

つ
だ
が
、
買
い
物
で
袋
を
い
っ
ぱ
い
に
持
っ

て
い
る
外
国
人
で
も
、
そ
の
紙
袋
が
全
国

ど
こ
に
で
も
あ
る
お
店
の
も
の
だ
っ
た

ら
？
全
国
チ
ェ
ー
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
よ
り
、

地
元
の
定
食
屋
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
方
が
嬉

し
い
の
で
は
な
い
か
。
仕
入
れ
て
い
る
野

菜
が
地
元
の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

地
元
産
に
し
た
ら
高
く
な
っ
て
し
ま
う
な

ら
ば
、
価
格
を
高
く
す
れ
ば
い
い
の
で
は

な
い
か
。
今
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
止
め
て
し

ま
う
の
で
は
な
く
、
地
元
産
だ
け
の
も
の

で
つ
く
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
、
松
竹

梅
の
よ
う
に
展
開
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
。
ビ
ル
ゲ
イ
ツ
が
そ
の
店
に
来
店
し

た
ら
松
を
頼
む
の
で
は
な
い
か
。
最
初
か

ら
安
い
メ
ニ
ュ
ー
し
か
な
い
と
、
そ
の
選

択
の
余
地
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

地域経済とDMO

【COLUMN】

専門家 DMO 論

DMO を立ち上げた当事者だから分かったこと。「ただ組織を作ることが目的
ではなく、持続し、誰が責任を持ってやっていくのか、が重要である。」

（ 株 ）イ ン ア ウ ト バ ウ ン ド 仙 台 ・ 松 島 代表取締役　 西 谷  雷 佐
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ツ
ア
ー
を
作
り
、
ガ
イ
ド
を
し
て
、    

      

し
っ
か
り
稼
い
で
い
く
モ
デ
ル
て

❷ 

稼
が
な
い
観
光
は

　

 

地
域
を
疲
弊
さ
せ
る
だ
け
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❸ 
ど
ん
な
ツ
ア
ー
づ
く
り
を

　

  
行
っ
て
き
た
か

地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
知
る
こ
と
が
重
要

時
に
は
「
炎
上
」
か
ら
学
ぶ

　

宮
城
県
の
松
島
に
は
遊
覧
船
が
あ
る
。遊
覧
船
に

50
分
乗
っ
て
代
金
は
１
５
０
０
円
。乗
っ
て
15
分
で

飽
き
て
し
ま
っ
て
い
な
い
か
？ 

最
初
の
　
分
で
飽

き
て
し
ま
う
な
ら
、20
分
２
０
０
０
円
に
し
た
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
、と
私
は
船
会
社
に
言
っ
て
い
る
。

そ
こ
で

分
後
、酒
屋
さ
ん
に
よ
る
酒
の
試
飲
・

お
つ
ま
み
フ
ェ
ア
を
始
め
る
。そ
う
す
る
と
、ち
ょ
う

ど
よ
く
な
る
。乗
船
代
が
上
級
の
ク
ラ
ス
で
は
、寿
司
職

人
さ
ん
に
ご
乗
船
い
た
だ
く
。お
客
様
に
は
す
ご
く

お
い
し
い
お
寿
司
を
３
・
４
貫
食
べ
て
い
た
だ
く
。

舟
を
降
り
た
後
に
ご
飯
を
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

余
白
を
残
し
て
お
く
。

　

私
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
あ
ま
り
国
籍
で
タ
ー

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
な
い
。
国
籍
で
は
な
く
、
お

酒
が
好
き
な
人
等
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
区
切
り
、
引

き
算
で
商
売
し
て
い
る
。
英
語
が
で
き
る
人
、
等
。

英
語
を
話
せ
て
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
心
が
あ

る
人
に
向
け
た
も
の
を
展
開
し
て
い
る
。

　

弘
前
市
は
リ
ン
ゴ
が
有
名
。
冬
の
リ
ン
ゴ
園
で

枝
の
剪
定
を
す
る
が
、
こ
の
剪
定
で
リ
ン
ゴ
の
味

の
７
割
が
決
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
農
家
さ
ん

の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
枝
を
切
っ
て
み
る
ツ
ア
ー
。

そ
の
枝
を
持
っ
て
昼
食
会
場
へ
移
動
し
、
自
分
が

切
っ
た
枝
を
燃
や
し
て
デ
ザ
ー
ト
の
焼
き
リ
ン
ゴ

を
作
る
。
農
家
さ
ん
が
自
宅
で
飲
む
よ
う
な
リ
ン
ゴ

ジ
ュ
ー
ス
の
飲
み
比
べ
を
す
る
。
最
後
に
は
リ
ン

ゴ
を
浮
か
べ
た
お
風
呂
に
入
る
。
農
家
さ
ん
は
地

元
の
人
向
け
の
温
泉
で
一
日
の
疲
れ
を
と
る
。

　

な
ぜ
こ
の
ツ
ア
ー
を
作
っ
た
か
と
い
う
と
、
青

森
は
弘
前
の
桜
と
ね
ぶ
た
が
有
名
。
両
方
と
も
祭

り
の
期
間
を
合
わ
せ
て
も
60
日
分
に
し
か
な
ら
な

い
。
そ
の
間
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
考
え

た
と
き
に
、
掛
け
合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
に
至
っ
た
。

　

景
色
と
い
う
魅
力
は
、
ほ
か
の
地
域
に
も
あ
る
。

リ
ン
ゴ
の
枝
を
切
る
体
験
。
津
軽
三
味
線
。
色
々

掛
け
合
わ
せ
て
み
て
、
じ
ゃ
あ
行
っ
て
み
て
も
良

い
か
な
、
と
い
う
感
情
が
芽
生
え
る
の
で
は
な
い

か
。
主
役
で
な
く
て
も
か
け
合
わ
せ
れ
ば
い
い
。

　

自
分
の
と
こ
ろ
か
ら
一
番
近
い
観
光
地
は
ど
こ

か
。
青
森
の
場
合
は
函
館
。
青
森
へ
の
直
行
便
を

誘
致
す
る
よ
り
も
、
寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す

る
べ
き
。
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
呼
ば
れ
る
が
、
商

品
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
こ
で
何
を
掛
け
合

わ
せ
る
か
。
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
知
る
こ
と

が
重
要
。
人
が
主
役
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
そ

れ
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
。
因
数
分
解
を
し
て
、

そ
れ
を
ど
う
い
う
風
に
掛
け
合
わ
せ
る
と
誰
に
響

く
の
か
考
え
て
い
く
。

　
「
バ
ゲ
」
と
い
う
リ
ン
ゴ
畑
で
よ
く
見
か
け
る
軽

ト
ラ
が
あ
る
。
普
通
は
、
道
の
邪
魔
を
す
る
枝
を

切
る
が
、
枝
の
方
が
大
事
だ
か
ら
車
を
切
る
。
車

の
天
井
を
切
っ
た
乗
り
物
。
農
家
体
験
を
す
る
ツ

ア
ー
で
は
、
最
初
の
う
ち
は
農
家
の
人
も
こ
ん
な

の
面
白
い
の
？
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
が
、
お
金
が

も
ら
え
て
、
農
作
業
も
し
て
も
ら
え
る
。

　

草
刈
り
体
験
で
は
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
で
走
っ
た
と

こ
ろ
の
草
が
狩
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
草
刈

り
を
し
た
後
で
農
家
さ
ん
の
話
を
聞
く
。
リ
ン
ゴ

の
収
穫
期
で
な
い
と
き
に
い
か
に
来
て
も
ら
う
か

を
考
え
た
も
の
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
で
体
験
す
る
内
容
は
、
こ
の
た
め

に
特
別
に
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
農
家
さ
ん

は
毎
日
農
作
業
と
し
て
や
っ
て
い
る
。
予
約
が
入
っ

た
か
ら
、
明
日
は
お
に
ぎ
り
追
加
し
て
ね
、
と
い
う

感
じ
。
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
あ

る
の
は
農
家
さ
ん
の
日
常
。
見
え
る
も
の
を
し
っ
か

り
伝
え
て
い
く
。
な
ぜ
こ
の
木
の
枝
を
剪
定
す
る
の

か
。
そ
の
地
域
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
そ
の
地
域
に
住

む
人
が
一
番
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
な
ぜ

観
光
客
に
剪
定
し
て
も
ら
う
の
か
？
そ
ん
な
の
面

白
い
の
か
？
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
ま
ぁ
1
回
や
っ

て
み
ろ
と
言
わ
れ
て
観
光
客
を
連
れ
て
行
っ
て
観

光
客
が
喜
ん
で
い
る
様
子
を
農
家
さ
ん
が
冷
や
や

か
な
目
で
見
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

　

ち
ゃ
ん
と
農
家
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
知
っ
た
う
え
で

受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
。
や
っ
て
み
て
、
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
で
そ
の
後
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
伝
え
て
い
く
。
体
験
に
プ
ラ
ス
し
て
チ
ラ
シ
を
入

れ
た
ら
、
旅
行
後
に
リ
ン
ゴ
を
取
り
寄
せ
て
く
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
ま
で
一
緒
に
考
え
て
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
こ
と
が
D
M
O
に
は
必
要
。
一
番
最

初
に
話
し
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
よ
う
な

や
り
方
は
、
絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
な
い
。
経

済
的
に
ど
れ
だ
け
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
け
る
か
。

同
じ
熱
量
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
や
っ
た
中
で
一
番
炎
上
し
た
の
は
短

命
体
験
と
い
う
ツ
ア
ー
。
青
森
県
は
日
本
一
の
短

命
県
な
の
で
、
そ
れ
を
体
験
し
て
も
ら
う
も
の
。

午
前
10
時
に
泥
酔
す
る
ほ
ど
お
酒
を
飲
む
。
昼
食

は
煮
干
し
中
華
ラ
ー
メ
ン
。
ス
ー
プ
は
全
部
飲
ん

で
も
ら
う
。そ
の
後
ま
た
別
の
お
店
の
煮
干
し
ラ
ー

メ
ン
。
そ
の
後
は
ポ
ン
出
し
と
い
う
穴
に
糸
を
通

す
よ
う
な
細
か
い
作
業
を
体
験
。
旅
館
に
到
着
し

て
お
布
団
に
入
る
と
、横
に
は
お
酒
と「
人
間
失
格
」

が
置
い
て
あ
る
。
ひ
と
休
み
し
て
か
ら
ま
た
夕
食
。

食
事
に
は
何
で
も
醤
油
を
掛
け
る
。
翌
日
、
完
全

に
二
日
酔
い
で
も
、
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
の
で
朝

か
ら
雪
か
き
を
す
る
。コ
ン
テ
ク
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
。　
　

　

ど
れ
だ
け
普
通
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
組
み
合

わ
せ
て
い
く
こ
と
で
う
ま
く
い
く
。日
常
的
に
色
々

な
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
く
と
き
、
何
か
に
惹
か

れ
た
か
ら
ポ
チ
っ
と
押
し
て
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
の

詳
細
を
読
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
桜
の
花
び

ら
が
池
に
落
ち
る
と
花
筏
と
呼
ぶ
。
そ
れ
が
有
名

に
な
っ
て
青
森
に
２
７
０
万
の
人
が
来
る
。
青
森

だ
か
ら
来
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
風
景
が
見
ら
れ

る
か
ら
弘
前
に
来
て
い
る
。
不
便
で
も
人
は
来
る
。

地
名
で
観
光
客
は
呼
べ
な
い
。
そ
の
地
域
に
あ
る

も
の
を
商
品
化
す
る
こ
と
が
大
切
。

15
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東
北
ロ
ー
カ
ル
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
（
ペ
ー
ジ
下
参
照
）

　

こ
こ
か
ら
は
D
M
O
の
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

当
社
は
一
般
社
団
法
人
で
は
な
く
株
式
会
社
。
6

市
3
町
で
構
成
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
運
営
し
て

お
り
、
各
市
町
か
ら
の
負
担
金
は
貰
っ
て
い
な
い
。

立
ち
上
げ
の
時
は
み
ん
な
が
一
般
社
団
法
人
の
方

が
良
い
と
言
っ
て
い
た
が
半
年
か
け
て
説
得
し
た
。

山
田
さ
ん
に
は
有
識
者
と
し
て
組
織
立
ち
上
げ
の

後
押
し
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
最
終
的
に
知
事
が

O
K
を
出
し
て
く
れ
た
。

　

６
市
３
町
、
そ
れ
ぞ
れ
役
場
に
観
光
課
が
あ
り
、

観
光
協
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
予
算
を
持
ち
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
H
P
を
持
っ
て
い
る
。
一
つ

の
エ
リ
ア
と
し
て
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

2
0
1
8
年
か
ら
準
備
期
間
に
入
り
、
D
M
O
に

関
す
る
事
業
を
受
託
し
て
い
る
。
や
っ
た
こ
と
は
ま

ず
合
意
形
成
。
な
ぜ
観
光
地
域
づ
く
り
が
必
要
な
の

か
、
D
M
O
と
は
何
な
の
か
を
繰
り
返
し
話
し
て

も
ら
っ
た
。
地
元
の
人
、
市
役
所
、
漁
港
、
農
協
…

い
ろ
い
ろ
な
所
へ
話
に
行
っ
て
1
年
目
が
終
わ
っ

た
。
観
光
協
会
の
多
く
は
日
本
人
向
け
に
仕
事
を
し

て
い
た
が
、
自
分
た
ち
の
仕
事
を
取
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
自
分
た
ち
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
特
化
し
た
。

　

旅
行
博
に
も
行
っ
て
み
た
が
、
チ
ラ
シ
と
名
刺
が

な
く
な
る
だ
け
で
得
る
も
の
が
少
な
い
と
判
断
し
、

2
年
目
か
ら
は
や
め
た
。
決
裁
権
の
あ
る
方
と
会
っ

て
話
を
し
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
。
そ
の

会
社
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
く
。
そ

れ
で
関
係
性
を
築
い
て
い
く
よ
う
に
し
た
。

　

当
社
で
販
売
し
て
い
る
ツ
ア
ー
は
「
東
北

ロ
ー
カ
ル
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
」
と
い
う
名
前
で

や
っ
て
い
る
。
日
本
旅
行
を
利
用
す
る
リ
ピ
ー

タ
ー
向
け
で
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
前
は
６
割
近
く

が
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
っ
た
。
物
見
遊
山
の
ザ
王
道

で
は
な
い
も
の
を
求
め
て
、
そ
の
地
域
で
日
本

人
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
見
に
来
て
い

る
。
ヘ
リ
で
地
域
一
周
な
ど
、
す
こ
し
富
裕
層

向
け
の
内
容
が
多
い
。

　

東
北
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ（
ガ
イ
ド
）

を
育
成
し
、
社
内
で
も
い
る
し
、
外
で
も
育
成

し
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
概
念
等
を
理
解
さ
せ

る
研
修
を
受
け
た
う
え
で
、
有
償
ガ
イ
ド
と
し

て
契
約
し
て
い
る
。
私
を
含
め
た
３
名
は
２
種

免
許
を
持
っ
て
お
り
、
緑
ナ
ン
バ
ー
で
運
行
で

き
る
。
二
次
交
通
が
不
便
な
所
の
た
め
、
車
で

の
移
動
を
基
本
と
し
て
い
る
。

　

弊
社
の
ツ
ア
ー
商
品
を
売
る
際
、
真
っ
先
に

「
東
京
か
ら
90
分
」
を
ウ
リ
に
し
て
い
る
（
ペ
ー

ジ
下
地
図
）。
た
っ
た
90
分
で
仙
台
ま
で
来
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
90
分
あ
れ
ば
い
ろ
い

ろ
な
所
へ
行
け
る
し
、
90
分
の
移
動
で
あ
れ
ば

ほ
ぼ
ス
ト
レ
ス
な
く
移
動
で
き
る
。

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
を
呼
ぶ
に
し
て
も
、
ど

ん
な
人
を
呼
ぶ
の
か
。
ど
ん
な
フ
ォ
ロ
ワ
ー

を
抱
え
て
い
る
の
か
、
き
ち
ん
と
質
が
確
保
さ

れ
な
い
と
い
け
な
い
。
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に

P
R
す
る
の
か
。
知
事
が
台
湾
へ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
行
く
際
、
ア
ッ
プ
ル
で
は
な
く
東
北

R
I
N
G
O
と
し
て
P
R
し
て
い
る
。

　

光
を
入
れ
た
ら
輝
く
も
の
に
、
き
ち
ん
と
光

を
当
て
て
い
く
。
こ
れ
を
整
理
し
て
い
け
る
人

材
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

　　

D
M
O
は
た
だ
組
織
を
作
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
く
、
持
続
可
能
で
あ
る
こ
と
が

大
事
。
誰
が
責
任
を
持
っ
て
や
っ
て
い
く

の
か
、
も
重
要
だ
。

　

イ
ギ
リ
ス
と
日
本
大
使
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、富
裕
層
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ

た
。
ま
さ
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
含
め
て
、
こ
こ
か

ら
ド
ー
ン
と
行
く
予
定
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
コ
ロ

ナ
が
来
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
改
め
て
地
域
の
皆
さ
ん

と
商
品
造
成
を
始
め
た
。
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
が

や
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
あ
く
ま
で
と
の
地
域

の
人
が
や
り
た
い
こ
と
を
。

　

例
え
ば
バ
ス
。
地
域
の
方
が
20
名
乗
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
も
う
少
し
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
今

年
度
や
っ
て
い
る
。
年
に
何
回
か
、
必
ず
議
員

の
先
生
と
意
見
交
換
の
場
を
作
っ
て
い
る
。
議

員
の
先
生
に
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
た
だ
か
な

い
と
、
議
会
で
不
本
意
な
質
問
が
出
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
。
進
ん
で
や
り
た
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
正
し
く
理
解
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
。
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お
客
様
が
本
当
に
欲
し
い
も
の
。価
値
と
は
何
か
。マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
事
例
と
し
て
、
電
動
工
具
の
ド
リ
ル
を
買

う
人
は
ド
リ
ル
が
欲
し
い
の
で
は
な
く
、
穴
が
必
要
な
の

だ
と
言
う
例
え
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
穴
が
必
要
な
の
か
。

そ
の
穴
が
開
け
ば
千
枚
通
し
で
も
良
い
。
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト

を
買
う
人
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
欲
し
い
の
で
は
な
く
、
部
屋
を

き
れ
い
に
保
ち
た
い
か
ら
。
旅
行
に
行
く
顕
在
的
な
目
的

以
外
に
も
、
お
客
様
に
は
潜
在
的
な
欲
求
も
あ
る
。
例
え

ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
の
「
特
茶
」
を
買
う
人
は
、
体

脂
肪
率
を
減
ら
し
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
価
値
を
置
く
人

が
買
っ
て
い
る
。体
脂
肪
率
を
減
ら
す
助
け
に
な
る
な
ら
ば
、

そ
の
助
け
に
な
る
も
の
を
購
入
す
る
。安
さ
だ
け
で
は
な
い
。

　

こ
こ
に
い
る
全
員
が
昼
食
を
食
べ
る
こ
と
は
ニ
ー
ズ
だ

が
、
何
を
食
べ
る
か
は
ウ
ォ
ン
ツ
。
本
当
に
欲
し
い
も
の

し
か
選
ば
な
い
。
過
去
に
私
が
関
わ
っ
た
ツ
ア
ー
商
品

で
、
鳥
取
県
皆
生
温
泉
が
体
脂
肪
率
を
3
％
減
少
さ
せ
る

と
い
う
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
。
今
は
旅
行
会
社
の
独
占
販

売
チ
ャ
ネ
ル
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
当
時
は
爆
発

的
に
売
れ
た
。
こ
れ
は
元
々
の
資
源
を
生
か
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
。
皆
生
温
泉
の
効
能
の
特
徴
は
湯

冷
め
し
な
い
こ
と
、
代
謝
を
上
げ
ら
れ
る
こ
と
。
こ
れ
ら

を
活
か
す
の
に
ど
う
す
る
か
。
滞
在
中
は
低
カ
ロ
リ
ー
・

低
脂
肪
の
グ
ル
メ
だ
け
で
な
く
、
好
き
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
を
セ
ッ
ト
に
し
た
。
日
本
百
名
山
の

大
山
登
山
や
、
米
子
市
街
並
み
散
策
も
で
き
る
。
宿
泊
事

業
者
の
若
手
経
営
者
に
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
免
許
を
取
ら
せ
て
、
自
ら
体
験
ツ
ア
ー
を
案

内
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
グ
ル
メ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
今
で

も
一
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
が
、
旅
館
の
メ

ニ
ュ
ー
は
徹
底
し
た
カ
ロ
リ
ー
オ
フ
（
通
常
メ
ニ
ュ
ー

の
半
分
）
で
提
供
す
る
こ
と
に
成
功
。
シ
ェ
フ
も
カ
ロ

リ
ー
オ
フ
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
。

　

西
谷
さ
ん
は
地
域
の
様
々
な
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、

商
品
を
作
っ
て
い
る
。
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
皆
さ

ん
の
地
域
に
落
と
し
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
色
々
と

興
味
深
い
話
も
聞
け
た
の
で
は
な
い
か
。
青
森
県
の
短

命
県
体
験
ツ
ア
ー
等
、
逆
転
の
発
想
な
ど
も
参
考
に

な
っ
た
と
思
う
。

　

私
は
西
谷
さ
ん
が
10
年
ぐ
ら
い
前
に
ア
メ
リ
カ
か
ら

帰
っ
て
き
た
と
き
、
彼
の
相
談
に
乗
り
、
ツ
ア
ー
を

1
0
0
作
っ
て
み
た
ら
、
５
～
10
程
度
は
残
る
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。
彼
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
は
分
か
っ
て
い
た

か
ら
こ
そ
言
え
た
こ
と
。
残
っ
た
商
品
が
あ
っ
た
と
し
て

も
改
善
が
必
要
。
彼
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
話
が
白
熱
し
て

く
る
と
津
軽
弁
が
強
く
な
る
と
こ
ろ
。
そ
し
て
、
何
事
に

も
真
摯
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
だ
。

　

ミ
シ
ュ
ラ
ン
北
陸
の
初
版
（
富
山
、
石
川
、
金
沢
編
）

で
は
、
三
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
は
一
つ
だ
け
。
実
は
富
山

市
に
あ
る「
山
崎
」と
い
う
料
亭
。金
沢
で
は
な
か
っ
た
。　

　

当
時
、
地
域
性
と
い
う
一
番
大
事
な
要
素
が
金
沢
の

お
店
と
料
理
に
は
欠
落
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た
。
加
賀

百
万
石
の
加
賀
藩
の
お
ひ
ざ
元
な
ら
ば
武
家
料
理
の
は

ず
だ
が
、
出
て
く
る
の
は
京
風
の
料
理
が
多
い
。
そ
し

て
何
に
で
も
金
箔
を
乗
せ
る
。
そ
も
そ
も
加
賀
料
理
に

は
定
義
が
無
い
の
が
問
題
。
そ
の
点
、
富
山
の
料
亭
は

す
ご
く
地
域
性
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
。
昆
布
締
め
を
中

心
し
た
料
理
。
地
域
性
と
個
性
、
創
造
性
は
重
要
。

　

ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
の
評
価
基
準
で
景

観
が
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
。

住
民
の
地
域
に
対
す
る
意
識
が
表
れ
る
か
ら
。
地
元
へ

の
愛
着
度
が
景
観
に
も
影
響
す
る
。
ス
イ
ス
で
は
、
夏

に
な
れ
ば
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
の
花
を
自
発
的
に
飾
っ
て
い
る
。

景
観
が
悪
い
と
い
う
こ
と
は
お
客
様
を
大
事
に
し
て
い

な
い
こ
と
と
同
じ
と
判
断
さ
れ
る
。

　

当
初
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
反
応
を
示
し
た
の
は
女
性

グ
ル
ー
プ
。
中
に
は
A
N
A
の
客
室
乗
務
員
が
い

た
。
米
子
空
港
に
唯
一
乗
り
入
れ
て
い
る
エ
ア
ラ
イ
ン
。

A
N
A
の
客
室
乗
務
員
は
県
境
を
越
え
て
、
出
雲
大
社

に
良
縁
祈
願
に
行
く
人
が
多
く
、
こ
の
層
に
と
て
も
受

け
た
。
良
縁
祈
願
と
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
お

参
り
、
お
い
し
い
、
楽
し
い
体
験
が
三
日
間
で
き
る
。

　

旅
館
の
夕
食
の
事
例
。
ア
ワ
ビ
を
ウ
リ
に
し
よ
う
と

し
た
の
だ
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
と
、
多
く
の
お
客

様
は
ア
ワ
ビ
は
硬
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
贅
沢
な
ア
ワ
ビ
の
は
ん
ぺ
ん
を
作
っ
た
。
硬
い

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
に
や
わ
ら
か
く
し

て
提
供
す
る
。
特
に
高
齢
者
が
喜
ん
だ
。

　

エ
コ
ツ
ア
ー
の
例
と
し
て
は
、鳥
羽
の
「
蛍
と
海
ほ
た
る
、

ワ
イ
ン
の
夕
べ
ツ
ア
ー
」。
蛍
を
見
る
ツ
ア
ー
は
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
が
飛
ぶ
６
月
の
２
週
間
し
か
で
き
な
い
。
週
末
だ
け

の
ツ
ア
ー
だ
と
年
間
２
回
し
か
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
。
海
ほ

た
る
は
夏
中
見
ら
れ
る
の
で
子
供
向
け
の
ツ
ア
ー
も
あ
る

が
、
ワ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
し
て
対
象
を
平
日
も
参
加
し
て
く
れ

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
に
し
た
。
ご
夫
婦
は
伊
勢
志
摩
に

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
に
来
る
が
、
退
職
直
後
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
に
仲
良
く
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。
ツ
ア
ー

中
は
、
二
人
に
ラ
ン
タ
ン
を
一
つ
だ
け
渡
す
。
そ
う
す
る

と
二
人
の
距
離
が
縮
ま
る
。
演
出
の
仕
方
で
仲
良
く
な
る
。

行
政
か
ら
の
要
請
で
エ
コ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
事
例
。
海

と
山
の
繋
が
り
、
生
態
系
循
環
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
を
つ

く
り
、
旅
行
代
理
店
で
販
売
し
た
際
、
旅
行
代
理
店
が
新

聞
広
告
を
出
し
て
も
全
く
ツ
ア
ー
が
売
れ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
自
分
た
ち
独
自
で
広
告
を
打
っ
た
と
こ
ろ
、
大
ヒ
ッ

ト
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
旅
行
代
理
店
と
組
む
な
、

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
↓

売れる商品づくりとは❶

塾長 View
case1
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あ
る
か
ら
、
景
色
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
ラ
ン

チ
に
し
た
。
１
万
円
ラ
ン
チ
だ
と
最
低
で
も
原
価
を

３
０
０
０
円
程
度
は
使
え
る
。
今
ま
で
仕
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
現
地
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

作
れ
る
よ
う
に
な
り
、
料
理
人
も
よ
り
腕
を
振
る
う
。

高
単
価
の
も
の
に
な
る
と
、
お
客
様
へ
食
材
や
料
理

の
説
明
が
で
き
、
ス
タ
ッ
フ
側
も
や
り
が
い
が
出
る
。

お
客
様
も
嬉
し
い
。
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
が
で
き

る
。
店
舗
単
位
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
で
高
価
格

帯
の
商
品
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
三
角
形

の
面
積
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

私
が
青
森
県
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
し
て
い
た
時
。

B 

t
o 

B
の
企
画
ツ
ア
ー
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
三
越

ト
ラ
ベ
ル
を
選
ん
だ
。
外
商
の
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
た
。
贔
屓
客
の
ニ
ー
ズ
と
ウ
ォ
ン
ツ
を
引
き
出

し
て
も
ら
っ
た
。
２
泊
３
日
で
２
７
万
８
０
０
０
円
。

全
て
完
売
。
手
間
暇
を
か
け
、
高
付
加
価
値
ツ
ア
ー

に
し
た
。
例
え
ば
、
観
光
農
園
に
行
く
と
食
べ
放
題

が
多
い
が
、こ
の
ツ
ア
ー
で
は
一
組
毎
に
専
属
ス
タ
ッ

フ
を
付
け
て
案
内
し
、
お
客
様
が
選
ん
だ
１
本
の
木

の
中
で
一
番
お
い
し
い
リ
ン
ゴ
を
ス
タ
ッ
フ
が
選
定

し
て
食
べ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
や
っ
た
。
青

森
県
が
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
へ
視
察
に
来
た
の
は
、
一
番

の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
２
月
だ
っ
た
。
本
当
の

富
裕
層
を
見
て
も
ら
っ
た
結
果
。

　

北
海
道
松
前
で
は
、
津
軽
海
峡
マ
グ
ロ
丸
ご
と
一

本
プ
ラ
ン
。
富
裕
層
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
宣
伝
広

告
費
な
し
で
や
っ
た
。
マ
グ
ロ
一
本
、
好
き
に
食

べ
て
ほ
し
い
。
21
万
円
払
え
る
人
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
や
自
家
用
ジ
ェ
ッ
ト
で
旅
行

　

し
か
も
、
旅
行
代
理
店
の
広
告
は
、
森
の
恵
み
が
海

を
豊
か
に
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
全
く
伝
わ
っ
て

い
な
い
広
告
だ
っ
た
。
自
分
た
ち
が
作
っ
た
プ
ロ
ダ
ク
ト

だ
か
ら
こ
そ
、
一
気
通
貫
で
自
分
た
ち
の
手
で
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
も
し
な
い
と
う
ま
く
行
か
な
い
と
言
う
例
。

　

地
域
の
市
場
規
模
を
拡
大
す
る
に
あ
た
っ
て
の
仕
組

み
づ
く
り
の
例
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
高
付
加
価
値
化

し
て
い
か
な
い
と
市
場
も
大
き
く
な
ら
な
い
。
三
角
形

の
面
積
（
市
場
）
を
大
き
く
す
る
た
め
に
、
底
辺
を
左

右
に
広
げ
る
こ
と
（
大
量
生
産
、
薄
利
多
売
）
を
考
え

が
ち
だ
が
、
頂
点
を
上
に
伸
ば
す
こ
と
を
考
え
る
べ
き
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
大
き
く
し
な
い
と
多
様
な
階
層
も
出
来

な
い
。
せ
め
て
、商
品・サ
ー
ビ
ス
に
は「
松
竹
梅
」や「
特

上
・
上
・
並
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
必
要
。
同
業
他
社
が

多
い
ほ
ど
、
す
み
分
け
が
重
要
。

　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
時
に
北
海
道
運
輸
局
の
要
請
が
あ

り
、
予
算
ゼ
ロ
で
１
万
円
ラ
ン
チ
を
企
画
し
た
。
北
海
道

で
グ
ル
メ
と
い
う
と
、
安
さ
・
多
さ
、
素
材
勝
負
を
し
が

ち
。
客
単
価
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
と
量
を
倍
に
し
よ
う
と

す
る
。
当
時
、
百
万
人
都
市
の
中
で
１
万
円
ラ
ン
チ
が
な

い
の
は
札
幌
だ
け
だ
っ
た
。

　

商
品
化
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
地
元
か
ら
は
反
対
さ

れ
た
。
道
内
の
厳
選
し
た
５
つ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
１

日
１
組
ま
た
は
２
組
と
い
う
ト
ラ
イ
ア
ル
で
販
売
。
限

定
だ
か
ら
す
ぐ
売
り
切
れ
る
。
１
万
円
ラ
ン
チ
が
売

り
切
れ
て
も
、
次
の
８
０
０
０
円
、
６
０
０
０
円
、

４
０
０
０
円
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
く
と
、
高
い

も
の
か
ら
売
れ
て
い
く
。
レ
ス
ト
ラ
ン
全
体
の
売
上
増

に
成
功
し
た
。
こ
れ
も
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
重
要
。

な
ぜ
ラ
ン
チ
な
の
か
と
言
う
と
、
北
海
道
は
絶
景
が

す
る
よ
う
な
人
が
対
象
。
リ
ム
ジ
ン
で
移
動
す
る
の

で
、
二
次
交
通
と
か
は
関
係
な
い
。
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
の

ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
と
同
じ
な
の
で
、毎
日
は
売
れ
な
い
。

で
も
そ
う
い
っ
た
高
付
加
価
値
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
お
店
で
あ
れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
全
体
が
良
く
な
り
、
他

の
も
の
も
美
味
し
い
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
普
通
の
人
か

ら
も
そ
の
お
店
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

当
地
で
は
、
ア
ワ
ビ
弁
当
、
さ
く
ら
弁
当
よ
り
も
海

苔
弁
当
が
高
単
価
商
品
。
手
摘
み
海
苔
使
用
の
お
弁
当

が
一
番
高
い
の
に
売
れ
る
。
大
泉
洋
さ
ん
も
お
気
に
入

り
で
よ
く
注
文
し
て
い
る
と
い
う
。

　

重
要
な
の
は
人
材
育
成
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば

「
と
や
ま
観
光
塾
」
を
参
考
に
し
て
欲
し
い
。
宮
崎

県
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
完
全
コ
ピ
ー
し
た
。
多
様
な

コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ガ
イ

ド
コ
ー
ス
は
、
卒
塾
す
る
と
通
訳
案
内
士
の
資
格
が

貰
え
る
。
ま
た
、
富
山
県
は
「
休
ん
で
か
れ
宣
言
」

を
実
施
。
五
つ
星
評
価
の
取
り
組
み
も
あ
る
の
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
ほ
し
い
。

売れる商品づくりとは❷
JTIS SWISS 代表　山田桂一郎

塾長 View
case1

一番炎上した短命体験というツアー

「バゲ」というリンゴ畑でよく見かける軽トラ
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講演資料より　一部抜粋
© （ 株 ） イ ン ア ウ ト バ ウ ン ド 仙 台 ・ 松 島

一番炎上した短命体験というツアー

「バゲ」というリンゴ畑でよく見かける軽トラ

千葉県
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講演資料より　一部抜粋
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地方創生と連動したＤＭＯ養成塾④

○日　時：2021 年 1 月 20 日 ( 水 )　13 時 30 分 ～ 16 時
○会　場：かずさアカデミアホール２Ｆ「２０１会議室」

第 4  回

〇出席者：順不同

( 一社 ) 勝浦市観光協会、( 一社 ) 木更津市観光協会、（一社）南房総市観光協会、

鴨 川 観 光 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ( 株 )、（ 株 ） 近 畿 日 本 ツ ー リ ス ト 首 都 圏、

( 株 ) グリーンポート・エージェンシー、（有）コアコミュニケーション、

（株）ちばぎん総合研究所、( 一社 ) ツーリズムいすみ、成田商工会議所、

（株）成田空港交通、成田国際空港（株）、日東交通（株）、日本航空（株）、

（株）Flact、（公財）航空科学博物館、千葉県観光企画課、いすみ市水産商工課、

山武市わがまち活性課、館山市観光みなと課　（計２0 社、団体）

旅
行
者
目
線
に
立
っ
た

二
次
交
通
等

交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備

テーマ



2020-2021 34

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
二
次
交
通
に
つ
い
て
。

澁
谷
局
長
か
ら
も
お
話
が
あ
っ
た
が
、
本
日
は

外
部
か
ら
２
名
の
講
師
に
お
話
し
い
た
だ
く
。

ま
ず
は
お
ふ
た
り
の
話
を
聞
き
、
そ
の
後
、

質
疑
の
中
で
も
二
次
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
と
解
説
を
伺
い
た
い
。

　

私
か
ら
は
、
事
務
局
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト

で
も
あ
る
、「
ス
イ
ス
の
鉄
道
の
話
」
が
基

本
に
な
る
か
と
思
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心

に
あ
る
ス
イ
ス
は
、
最
近
に
な
っ
て
他
国
か

ら
の
路
線
が
ど
ん
ど
ん
伸
び
、
ス
イ
ス
を
横

断
す
る
路
線
が
増
え
て
い
る
。

　

連
邦
鉄
道
の
歴
史
は
ス
イ
ス
の
中
で
は
新

し
く
、
そ
れ
よ
り
１
０
０
年
以
上
前
か
ら
私

鉄
が
あ
る
。
現
在
で
は
、約
２
０
０
社
く
ら
い
。

ス
イ
ス
は
鉄
道
観
光
の
王
国
と
言
わ
れ
、
ス
イ
ス

の
面
積
は
九
州
く
ら
い
と
小
さ
い
が
、
鉄
道

路
線
自
体
は
九
州
の
２
倍
近
く
あ
る
。
ギ
ネ

ス
に
も
出
て
い
る
が
、
鉄
道
利
用
者
が
と
て

も
多
く
、
一
人
当
た
り
の
鉄
道
で
の
移
動
距

離
は
年
間
２
４
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
世
界

一
を
記
録
し
て
い
る
。（
詳
し
い
講
義
に
つ

い
て
は
34
ペ
ー
ジ
以
降
を
参
照
）

開会主催者あいさつ

成田空港活用協議会
澁谷事務局長

❶旅行者目線に立った
二次交通等交通アクセスの整備
ＪＴＩＣ . ＳＷＩＳＳ代表　
山田桂一郎

復興庁　復興五輪進チーム企画官
三重野　真代

京成電鉄株式会社　
グループ戦略部課長
林　祐悟

当日の
議事次第

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

J
T
I
S 

S
W
I
S
S
代
表
山
田
桂
一
郎
氏

引用：国土交通省 ホームページより
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な
ぜ
運
輸
省
に
観
光
局
が
あ
る
の
か
？
世
界

恐
慌
で
世
界
、
日
本
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
と

こ
ろ
か
ら
、
回
復
期
に
観
光
局
を
立
ち
上
げ
た
。

昔
か
ら
観
光
客
は
鉄
道
で
乗
り
入
れ
て
く
る
も

の
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
鉄
道
省
に
作
ら
れ
た

の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

自
分
の
地
域
が
ど
う
い
う
観
光
客
を
呼
び
た

い
の
か
、
そ
れ
に
は
ど
ん
な
宿
泊
施
設
が
ど
の

ぐ
ら
い
い
る
の
か
が
重
要
。
観
光
客
は
交
通
弱

者
。
街
中
に
観
光
客
を
め
ぐ
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
交
通
機
関
は
必
ず
必
要
。

　

京
都
市
は
、
も
と
も
と
観
光
客
か
ら
良
い
評

価
を
貰
っ
て
い
た
が
、
混
雑
が
酷
く
な
る
と
マ

イ
ナ
ス
評
価
も
増
え
て
き
た
。
交
通
が
観
光
客

の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
す
る
。
一
方
で
、
公

共
交
通
・
道
路
は
基
本
的
に
は
住
民
の
た
め
の

も
の
。
観
光
客
は
季
節
変
動
が
多
い
。
基
礎
自

治
体
と
交
通
事
業
者
と
の
関
係
性
が
構
築
で
き

て
い
る
か
も
重
要
。

　　

京
都
市
は
市
バ
ス
を
運
営
し
て
お
り
、
鉄
道

と
も
関
係
が
あ
っ
た
が
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と

の
関
係
性
が
良
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
観
光
客

に
と
っ
て
タ
ク
シ
ー
は
良
い
乗
り
物
で
あ
る
。

タ
ク
シ
ー
の
事
業
者
も
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
中
で
は
連
携
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
１
９
９
０
年
代
は
京
都
市
の
観
光
客
は
４
割
が

マ
イ
カ
ー
利
用
だ
っ
た
。
渋
滞
が
問
題
に
な
り
、

地域経済とDMO

【COLUMN】

専門家 DMO 論

観光の二次交通に係る個人的考察からみた、これから。

復 興 庁 復興五輪進チーム企画官　三 重 野 真 代

　

本
日
は
「
観
光
の
二
次
交
通
に
係
る
個
人
的
考

察
」
と
い
う
テ
ー
マ
。
ま
ず
簡
単
に
経
歴
を
紹
介

す
る
と
、私
は
も
と
も
と
国
土
交
通
省
の
職
員
で
、

現
在
は
復
興
庁
へ
出
向
し
て
い
る
。
観
光
庁
を
立

ち
上
げ
る
際
に
ち
ょ
う
ど
観
光
庁
へ
出
向
し
て
お

り
、
そ
の
際
に
山
田
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
。

　

京
都
市
へ
の
出
向
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
ち
ょ

う
ど
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
た
こ
ろ
。
着
任
直

後
に
京
都
市
が
世
界
一
の
表
彰
を
受
け
、
２
年

連
続
世
界
一
に
な
っ
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て

外
国
人
観
光
客
が
ど
ん
ど
ん
増
え
た
。
ち
ょ
う

ど
民
泊
が
問
題
に
な
っ
た
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
問
題
に
な
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。
国

交
省
に
戻
り
観
光
政
策
課
で
仕
事
を
し
て
い
た

際
に
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
政
策

と
し
て
立
ち
上
げ
た
。

　

本
日
の
講
演
の
多
く
は
、
京
都
市
出
向
時
と
、

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
話
。
今
回
は
個

人
的
な
意
見
や
経
験
を
踏
ま
え
た
話
が
中
心
と
な

る
。
資
料
の
一
部
は
配
布
資
料
に
は
入
れ
て
い
な

い
の
で
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

　　
「
観
光
に
お
い
て
交
通
は
重
要
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
京
都
市
へ
出
向
し
た
際
に
痛
感
し

た
。
ま
た
観
光
庁
立
ち
上
げ
の
際
、
な
ぜ
国
交

省
に
設
置
す
る
の
か
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。

観
光
公
害
が
問
題
に
な
っ
た
。
例
は
苔
寺
。
周

辺
道
路
に
観
光
客
が
押
し
寄
せ
た
た
め
、
今
で

は
苔
寺
は
事
前
申
し
込
み
制
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
促
す
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、
マ
イ
カ
ー
利
用
者
は

６
％
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
。

　

京
都
は
も
と
も
と
日
本
人
観
光
客
が
多
く
来

て
い
た
が
、
そ
こ
に
外
国
人
観
光
客
が
ど
っ

と
押
し
寄
せ
た
。
外
国
人
観
光
客
が
１
年
で

１
１
０
万
人
増
え
た
。
そ
こ
で
通
勤
通
学
の
バ

ス
に
市
民
が
乗
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
、

ま
た
タ
ク
シ
ー
も
ド
ラ
イ
バ
ー
が
英
語
を
話
せ

な
い
こ
と
に
よ
る
乗
車
拒
否
が
相
次
い
だ
。

　　

車
道
を
一
車
線
減
ら
し
て
歩
道
を
広
げ
、

ま
た
バ
ス
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
。
昔
は

市
バ
ス
の
１
日
乗
車
券
は
５
０
０
円
だ
っ
た

が
６
０
０
円
に
値
上
げ
し
た
。
民
泊
に
来
る

お
客
様
は
安
さ
を
求
め
て
い
る
。
宿
泊
費
を

安
く
す
る
た
め
に
民
泊
に
泊
ま
り
、
安
く
移

動
で
き
る
１
日
乗
車
券
を
利
用
し
た
い
人
が

多
い
。
混
ん
で
い
て
も
、
何
本
か
バ
ス
を
待

つ
こ
と
に
な
っ
て
も
バ
ス
を
利
用
す
る
。
そ

こ
で
バ
ス
の
１
日
乗
車
券
を
１
０
０
円
値
上

げ
し
、
地
下
鉄
の
１
日
乗
車
券
代
を
値
下
げ

し
た
。
ま
た
バ
ス
を
前
乗
り
後
ろ
降
り
に
変

更
し
、
遅
延
の
縮
小
に
貢
献
し
た
。

❶ 

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

       

政
策
の
背
景

❷ 

京
都
か
ら
気
づ
い
た
こ
と

市
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
業
界
の
関
係
性

「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
の
取
り
組
み



な
「
楽
し
さ
」、「
乗
る
こ
と
自
体
」
の
目
的
化
。
観

光
客
向
け
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
住
民
の
心
を
変
え
る
こ

と
も
。
観
光
モ
ビ
リ
テ
ィ
だ
か
ら
構
築
で
き
る
地
域

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
あ
る
。
技
術
が
進
み
コ
ロ
ナ
が

進
む
時
代
こ
そ
の
、
人
と
人
が
触
れ
合
え
る
場
所
。

グ
リ
ス
ロ
は
小
さ
な
乗
り
物
な
の
で
同
乗
者
の
距
離

が
近
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
促
進
さ
れ
る
。

　　

二
次
交
通
は
手
段
な
の
か
？
二
次
交
通
も
も
ち

ろ
ん
問
題
だ
が
、
い
く
ら
二
次
交
通
を
整
備
し
て

も
、
行
き
た
い
場
所
が
な
け
れ
ば
人
は
来
な
い
。

交
通
は
、
観
光
の
非
常
に
大
き
な
分
野
に
も
関
わ

ら
ず
、
観
光
関
係
者
だ
け
で
は
提
供
で
き
な
い
分

野
。
知
識
不
足
も
あ
る
が
、
分
か
ら
な
い
か
ら
踏

み
込
み
に
く
い
。

　

海
外
で
は
観
光
事
業
者
が
観
光
向
け
の
交
通
を

整
備
・
運
営
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
た
だ
日
本

で
こ
の
話
を
し
て
も
反
応
が
悪
い
。
観
光
客
の
二

次
交
通
は
生
活
交
通
と
重
複
す
る
が
、
住
民
が
必

要
と
す
る
交
通
と
観
光
客
が
必
要
と
す
る
交
通
は

違
う
。
交
通
事
業
者
に
何
か
頼
む
の
で
あ
れ
ば
、

交
通
事
業
者
側
の
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
し
て
動
い
て

い
た
だ
く
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
。
観

光
客
を
含
め
た
交
通
計
画
・
都
市
計
画
が
不
足
し

て
い
る
。
観
光
客
向
け
二
次
交
通
を
提
供
す
る
新

主
体
の
参
入
が
進
む
と
良
い
。
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
も
来
訪
者
を
対
象
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

観
光
協
会
や
民
間
が
交
通
事
業
に
参
入
す
る
こ
と

も
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
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❹ 

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

     

モ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

❺ 

観
光
モ
ビ
リ
テ
ィ
だ
か
ら
構
築

     

で
き
る
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

❻ 

二
次
交
通
が
あ
れ
ば

　

  

観
光
客
は
来
る
の
か
？

広
島
県
尾
道
市
等
の
事
例

　

タ
ク
シ
ー
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
フ
ォ
ー
リ

ン
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ク
シ
ー
」を
導
入
。
訓
練（
研

修
）
を
受
け
、「
フ
ォ
ー
リ
ン
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ

ク
シ
ー
」
乗
り
場
を
整
備
。
語
学
力
、
マ
ナ
ー
、

柔
軟
な
決
済
方
法
の
導
入
を
行
っ
た
。
こ
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
や
る
気
や
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
な
っ
た
。
ま
た
市
長
の
認

定
と
い
う
こ
と
で
、
交
通
事
業
者
は
な
か
な
か
市

長
認
定
を
貰
え
る
機
会
は
な
い
の
で
、
給
与
ア
ッ

プ
と
共
に
喜
ん
で
い
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
市
役
所
と
タ
ク

シ
ー
業
界
の
関
係
が
改
善
。
ま
た
タ
ク
シ
ー
会
社

の
垣
根
を
超
え
た
連
携
が
進
ん
だ
。
会
社
を
問
わ

ず
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
が
高
ま
っ
た
。
京
都
市
出
向

の
経
験
か
ら
の
考
察
と
し
て
、
住
民
と
観
光
客
の

両
立
の
難
し
さ
が
あ
る
。
交
通
事
業
者
に
と
っ
て

は
混
雑
す
る
方
が
儲
か
る
が
、
住
民
に
と
っ
て
は

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
増
大
す
る
観
光
客
へ
の
対
応

と
い
っ
た
な
か
で
、
地
域
が
提
供
で
き
る
楽
し

い
公
共
交
通
の
役
割
を
グ
リ
ス
ロ
が
担
え
る
の

で
は
な
い
か
。
グ
リ
ス
ロ
導
入
を
検
討
し
た
の

は
、
海
外
で
見
た
際
に
「
楽
し
い
乗
り
物
だ
な
」

と
感
じ
、
日
本
に
も
こ
う
し
た
乗
り
物
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
、
と
い
う
思
い
か
ら
だ
っ
た
。

（
グ
リ
ス
ロ
の
動
画
視
聴
）

　

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
以
下
グ
リ

ス
ロ
）
は
時
速
20
キ
ロ
ま
で
し
か
出
な
い
、
電

動
パ
ブ
リ
ッ
ク
モ
ビ
リ
テ
ィ
。
電
気
自
動
車
の

た
め
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少
な
い
。
移
動
速

度
が
ゆ
っ
く
り
な
た
め
、
観
光
に
ピ
ッ
タ
リ
。

ま
た
高
齢
者
も
運
転
し
や
す
い
。

　

な
ぜ
グ
リ
ス
ロ
に
よ
る
公
共
交
通
が
政
策
的

に
必
要
な
の
か
。
免
許
返
納
す
る
高
齢
者
や
、

　

グ
リ
ス
ロ
は
歩
く
よ
り
は
早
く
、
タ
ク
シ
ー
よ
り

は
遅
い
乗
り
物
。
平
成
30
年
か
ら
全
国
で
実
証
実
験

を
行
っ
た
。観
光
庁
や
国
交
省
が
実
証
実
験
を
行
な
っ

て
お
り
、
千
葉
県
内
も
松
戸
市
、
千
葉
市
、
四
街
道

市
で
実
施
。
グ
リ
ス
ロ
の
経
験
か
ら
の
考
察
。
移
動

に
は
本
源
的
な
移
動
と
、
派
生
的
移
動
が
あ
る
。
本

源
的
移
動
は
、
乗
る
こ
と
自
体
に
価
値
が
あ
る
と
い

う
こ
と
。
ゆ
っ
く
り
・
オ
ー
プ
ン
な
移
動
の
接
待
的

　　　　　　　　　　　　　　　
尾
道
市
が
中
心
と
な
り
、
交
通
事
業
者
等
を
集
め

て
実
現
。
バ
ス
で
は
お
客
様
と
の
会
話
が
少
な
か
っ

た
が
、
グ
リ
ス
ロ
は
地
域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
増
大
に
も
な
っ
て
い
る
。
尾
道
市
で
の
グ

リ
ス
ロ
は
観
光
客
向
け
に
始
ま
っ
た
も
の
だ
が
、
地

元
住
民
に
も
重
宝
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
宇
奈
月
温
泉

は
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
（
の
よ
う
な
観
光
地
）
を
目
指

し
て
、
地
域
バ
ス
を
電
動
に
変
え
た
。

軽自動車 小型自動車 普通自動車

グリーンスローモビリティとは

【グリスロの特長】
①Green･･･電動車を活用した環境に優しいエコな移動サービス
②Slow･･･景色を楽しむ、生活道路に向く、重大事故発生を抑制
③その他･･･同じ定員の車両と比べて小型、開放感がある、乗降しやすい 等

1

ｸﾞﾘｰﾝｽﾛｰﾓﾋﾞﾘﾃｨ：時速20km未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービス

※11人乗り以上の車両の運転には、中型自動車免許が必要になります。

４人乗り

４人乗り

４人乗り ７人乗り

６人乗り

５人乗り 10人乗り

11人乗り

18人乗り

軽自動車 小型自動車 普通自動車

グリーンスローモビリティとは

【グリスロの特長】
①Green･･･電動車を活用した環境に優しいエコな移動サービス
②Slow･･･景色を楽しむ、生活道路に向く、重大事故発生を抑制
③その他･･･同じ定員の車両と比べて小型、開放感がある、乗降しやすい 等

1

ｸﾞﾘｰﾝｽﾛｰﾓﾋﾞﾘﾃｨ：時速20km未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービス

※11人乗り以上の車両の運転には、中型自動車免許が必要になります。

４人乗り

４人乗り

４人乗り ７人乗り

６人乗り

５人乗り 10人乗り

11人乗り

18人乗り

引用：国土交通省 グリーンスローモビリティ概要　① Green→電動車を活用した環境に優しいエコな移動サービス（写真は一例）　
② Slow→景色を楽しむ、生活道路に向く、重大な事故発生を抑制　③その他→同じ定員の車両と比べて小型、開放感がある。乗降しやすい等

❸ 
タ
ク
シ
ー
業
界
で
の
取
り
組
み
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【COLUMN】

DMO 養成塾 専門家対談

JTIC. SWISS 
代表

山田桂一郎
京成電鉄株式会社　 
グループ戦略部課長

林 祐悟
日東交通　 
 代表取締役社長 

小宮 一則

京成グループ・日東交通における、
観光の取り組み事例の紹介

航空科学博物館を組み合わせた
もの。

個人的には、交通事業者の得意
分野は、①輸送インフラを保有
し、モビリティサービスを提供
していくこと。情報発信からお
客様の輸送まで、一気通貫なサー
ビス提供が可能。②情報発信力。
自社沿線、相互直通先、同業他
社等、面的なネットワークの広
がり。成田空港と各地を結ぶネッ
トワーク。
交通事業者の課題：①事業者間、
交通モード間の更なる連携強化
②小回りがどちらかと言うと苦手
③様々なユーザーへの分かりやす
い情報提供④ ICTや新しい技術・
概念への対応

交通関係者は苦手意識があるの
かと感じており、もう少し積極
的に取り組んでいければと思っ
ている。

当日は、企業概要、成田空港
の動向についての話がありま
した。訪日外国人・成田空港航
空旅客数は 2019年度に過去
最高。その影響により、京成
グループも大きく成長してき
た。成田空港輸送の歩み。ス
カイライナーについての紹介。
2019年 10月のダイヤ改正に
より、終日ほぼ 20分間隔で運
転。京成グループの高速バス
ネットワーク。成田空港発着、
千葉駅周辺発着、東京駅発着
の路線がメイン。インバウン
ド需要の取り込みのため、海
外旅行博への出展等も積極的
に行なってきた。

林 氏 企画乗車券を通じた需要
喚起。「下町日和きっぷ」や「な
りたうなチケ」。Greater Tokyo 
Passは訪日旅行者向けの企画乗
車券。関東には私鉄の周遊パス
がないという声を受けて、協議
会を立ち上げて出来上がったも
の。短い時間で立ち上げたため
お金もチープなものだったが、
現在では ICカードにも対応した
ものとなっている。現在は概ね
1都 3県をカバーしている。本日
の参加者にも多くいらっしゃる
房総エリアは残念ながらカバー
されていないが、範囲が広がる

ことで訪日外国人の方の利便性
向上にもつながることから、個
人的にはより範囲が広がればい
いなと思っている。京成四ツ木
駅、キャプテン翼とのコラボや、

「京成桜駅」としたプロモーショ
ンの紹介。

「のりもの好き集まれ！ナリタの
のりもの大満喫ツアー」。コロナ
禍でなかなか出かけられない中、
鉄道ファンをターゲットにした
イベントを実施。旧成田空港駅

（東成田駅）、スカイライナー、
JETの遊覧飛行、成田空港交通、

山田氏　 京成電鉄の取り組みを
ご紹介いただいた。私は電源が
あると言う理由だけで成田空港
への移動にスカイライナーをよ
く利用している。意外と単純な
ことだが、ビジネスマンや私の
ようなノマドなどは車内でのビ
ジネス環境にとても価値を感じ
る。些細なことであったとして
も、お客様に必要なものを提供
することは価値となる。

Greater Tokyo Passについて、
お伺いします。例えば、これが

「Greater千葉 Pass」「房総 Pass」
などとなった時、どんな方に、ど
んな風にご活用いただきたいか、
イメージはありますか？

小 宮 氏　当社はバス会社であり、
東京湾アクアラインを活用した都
市間バス路線を主に運航していま
す。数年前から利用者数は踊り場
に来ており、元々地元からの認知
度・利用度は高かったが、千葉か
らの需要ばかりで、県外からの誘
客に課題を持っていました。

山 田 氏　 交通機関は、移動手段
なのか、それとも目的なのか。私
はバスでの移動そのものを楽しみ
として目的にすることも大事だと
考えるが、まずは移動先となる地
域に旅の明確な目的が必要ではな
いか。その旅先にある観光施設や
宿泊施設、飲食店、体験などがと
ても重要。

林氏　千葉はアクアラインを使
うと東京が意外と近い。感覚
的に遠いイメージがあるかと
思うので、商品があることで
アピールのきっかけになれば。
また房総半島は深いので、1泊
する価値も十分にあるのでは
ないかと思います。

山田氏　このようなパスができ
た場合、皆さんや DMOが高付
加価値な商品・サービス化と共
にパスを積極的に活用しない
と全体的に上手く機能しなく
なる可能性があります。

このかずさアカデミアパークも同
様。まずは地域の皆様が利用し、
その良さを発信する。その先にお
客様が存在している。

今日は「グリスロ」の話もあった
が、域内をスローな移動で楽しむ
旅には可能性を感じる。移動ス
ピードが速くなると見落とすもの
が多くなり、ゆっくりなほど五感
への情報が多くなる。

成田国際空港と京成電鉄、
京成電鉄グループについて
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能
）
を
販
売
開
始
。「
ス
イ
ス
ホ
リ
デ
ー
チ
ケ
ッ

ト
」
は
特
定
エ
リ
ア
へ
の
往
復
フ
リ
ー
乗
車
券
+

鉄
道
、
バ
ス
、
船
舶
の
無
料
乗
車
券
5
枚
付
き
。

１
９
５
０
年
代
に
は
「
ス
イ
ス
ホ
リ
デ
ー
カ
ー
ド
」

鉄
道
、
バ
ス
、
船
舶
乗
り
放
題
を
導
入
。
１
９
８
９

年
に
は
外
国
人
旅
行
者
専
用
の
「
ス
イ
ス
パ
ス
」
を

発
行
。
鉄
道
、
バ
ス
、
船
舶
、
都
市
交
通
（
市
町
村

運
営
の
バ
ス
、
ト
ラ
ム
等
）
も
乗
車
可
能
に
な
る
。

　　

２
０
１
０
年
に
ス
イ
ス
ト
ラ
ベ
ル
シ
ス
テ
ム
株
式

会
社
設
立
。
２
０
１
１
年
か
ら
事
業
を
開
始
し
、
世

界
中
に
「
公
共
交
通
機
関
を
用
い
た
ス
イ
ス
旅
行
」

の
販
売
に
着
手
。
２
０
１
５
年
に
「
ス
イ
ス
ト
ラ
ベ

ル
パ
ス
」
を
中
心
と
す
る
外
国
人
旅
行
者
向
け
の
乗

車
券
・
パ
ス
の
販
売
。
利
用
範
囲
は
ス
イ
ス
ト
ラ
ベ

ル
シ
ス
テ
ム
に
分
担
金
を
支
払
っ
て
い
る
2
5
0
社

超
の
公
共
交
通
事
業
者
が
運
営
す
る
鉄
道
、
バ
ス
、

船
舶
の
す
べ
て
の
路
線
に
お
い
て
乗
車
券
と
し
て

使
用
可
能
。　

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
20
程
あ
り
、
過
去
の
販
売
実

績
（
売
上
）
と
将
来
に
お
け
る
伸
び
率
の
予
測

の
双
方
で
判
断
。
現
在
、
21
か
国
が
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
、
重
要
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

最
優
先
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、

イ
ン
ド
、ア
メ
リ
カ
。
各
国
の
旅
行
会
社
や
ツ
ア
ー

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の
認
知
と
当
該
国
に
お
け
る
露

出
が
高
ま
る
こ
と
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
各
国
の

旅
行
関
連
の
博
覧
系
へ
の
出
展
や
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ

プ
（
下
見
招
待
旅
行
）
も
重
視　

　

今
日
は
二
次
交
通
が
テ
ー
マ
。
ス
イ
ス
の
鉄
道
の

話
を
中
心
に
進
め
た
い
。
ス
イ
ス
の
鉄
道
と
い
う
と

「
世
界
の
車
窓
か
ら
」
の
イ
メ
ー
ジ
か
も
し
れ
な
い
。

ス
イ
ス
の
鉄
道
網
は
国
内
の
隅
々
ま
で
縦
横
無
尽
に

通
っ
て
い
る
。
ス
イ
ス
の
鉄
道
会
社
は
２
０
０
社
ほ

ど
あ
る
。
ス
イ
ス
の
面
積
は
４
万
１
千
平
方
キ
ロ
。

九
州
と
同
じ
ぐ
ら
い
だ
が
、
鉄
道
路
線
は
九
州
の
約

２
倍
に
も
な
る
。

　　

ス
イ
ス
で
は
自
家
用
車
を
持
っ
て
い
る
人
も
多
い

が
、
鉄
道
で
の
一
人
当
た
り
の
移
動
距
離
が
世
界
一
で
、

年
間
約
２
４
０
０
キ
ロ
。
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
に
は
、

最
も
標
高
の
高
い
（
3
4
5
4
ｍ
）
鉄
道
駅
が
あ
る
。

一
日
あ
た
り
の
乗
客
数
は
２
０
１
９
年
で
約
１
３
０
万

人
。
切
符
販
売
数
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
が

２
０
１
９
年
か
ら
半
数
を
超
え
た
。

　　

ス
イ
ス
連
邦
鉄
道
に
つ
い
て
。
ス
イ
ス
在
住
者
は

安
価
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
交
通
渋

滞
を
防
ぐ
目
的
で
も
鉄
道
利
用
を
促
進
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
、
都
市
幹
線
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
構
想
が

持
ち
上
が
っ
た
。
ス
イ
ス
で
は
２
０
０
４
年
に
全
国

幹
線
鉄
道
ダ
イ
ヤ
シ
ス
テ
ム
（
パ
タ
ー
ン
ダ
イ
ヤ
）

を
導
入
し
た
。
乗
換
利
便
性
を
高
め
た
ダ
イ
ヤ
編
成

と
な
り
、ハ
ブ
駅
は
大
体
定
時
（
毎
時
０
分
、3
0
分
、

1
5
分
。
4
5
分
な
ど
）
に
発
車
し
、
そ
れ
に
合
わ

せ
た
乗
換
ダ
イ
ヤ
が
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

１
９
３
０
年
代
か
ら
外
国
人
旅
行
者
も
利
用
可

能
な
鉄
道
パ
ス
（
複
数
の
公
共
交
通
機
関
で
利
用
可

　

個
人
観
光
客
が
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
ス
イ
ス

ト
ラ
ベ
ル
シ
ス
テ
ム
（
以
下
S
T
S
）
に
よ
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ー
ル
ス
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
中
小

鉄
道
事
業
者
の
財
務
基
盤
が
弱
く
、
自
社
予
算
で

は
国
外
向
け
P
R
活
動
が
困
難
な
中
小
鉄
道
会
社

の
方
が
大
き
い
。
S
T
S
が
包
括
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
セ
ー
ル
ス
を
行
う
こ
と
で
、
単
独
で
は
実
現

不
可
能
な
規
模
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開
が
可
能
。

　　
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
と
の
連
携
。
連
邦
政
府
か
ら

の
委
託
事
業
費
が
年
間
5
2
8
3
万
ス
イ
ス
フ
ラ

ン
。「
戦
略
的
プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
、

金
銭
的
な
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
財
や
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
現
物
代
替
も
可
能
。
S
T
S
は
鉄
道
を
中

心
に
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
移
動
を
提
供
。
政
府
観

光
局
の
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
「
公
共

交
通
機
関
を
用
い
た
ス
イ
ス
旅
行
」
を
幅
広
く
セ
ー

ル
ス
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
も
多
い
た
め
、
実
質
的

な
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
。

　　

ス
イ
ス
ト
ラ
ベ
ル
パ
ス
は
特
典
が
多
い
。
利
用

期
間
中
は
、
電
車
、
バ
ス
、
ボ
ー
ト
が
無
制
限
で

乗
り
放
題
。
プ
レ
ミ
ア
ム
・
パ
ノ
ラ
マ
列
車
も
乗

り
放
題
（
座
席
予
約
料
金
・
追
加
料
金
が
適
用
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
）。
9
0
以
上
の
市
町
村
内
の
公

共
交
通
機
関
も
乗
り
放
題
。
５
０
０
以
上
の
博
物

館
に
も
入
場
可
能
。
山
へ
の
登
頂
料
金
も
一
部
含

ま
れ
る
。
ス
イ
ス
ト
ラ
ベ
ル
パ
ス
は
海
外
か
ら
の

旅
行
者
の
み
利
用
可
能
。
ス
イ
ス
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
居
住
者
は
購
入
不
可
。

スイスから学ぶ交通
JTIS SWISS 代表山田桂一郎氏

塾長 View
case2
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普
通
車
両
の
１
階
は
サ
イ
レ
ン
ト
ル
ー
ム
、
２
階
部

分
で
は
携
帯
電
話
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
向
き
に
な
っ
て
い
る
。

　　

ス
イ
ス
ポ
ス
ト
バ
ス
。
元
々
は
郵
便
を
運
ぶ
バ
ス

だ
っ
た
が
、
旅
客
も
乗
れ
る
。
ま
た
自
転
車
も
運
べ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
も
利
用

さ
れ
て
い
る
。
峠
便
は
多
く
て
も
運
航
は
１
日
３
便

程
度
。
調
査
し
た
結
果
、
お
客
様
の
利
用
が
多
い
時

間
帯
だ
け
で
運
行
し
て
い
る
。

　

自
動
運
転
バ
ス
。
ス
マ
ー
ト
シ
ャ
ト
ル
。
最
高
時

速
45
キ
ロ
、
最
大
収
容
人
数
15
人
。
ス
イ
ス
で
は
実

用
レ
ベ
ル
。

　　

ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
。
ス
イ
ス
政

府
観
光
局
の
H
P
に
は
日
本
語
版
も
あ
る
。も
っ

と
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
も
ス
ロ
ー
で
快
適
な

旅
行
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
取
り
組
み
。

ス
イ
ス
政
府
機
関
や
民
間
企
業
な
ど
が
協
力
。

公
共
交
通
機
関
の
と
の
連
携
に
よ
り
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
を
使
っ
た
人

力
で
の
移
動
そ
の
も
の
を
楽
し
む
旅
を
全
国
的

な
取
組
と
し
て
提
供
。
専
用
サ
イ
ト
で
英
語
、

ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
で
情

報
を
網
羅
。
自
転
車
な
ど
で
移
動
し
た
際
の
宿

泊
施
設
の
案
内
な
ど
、
旅
行
者
な
ど
へ
の
情
報

提
供
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
も
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。
ル
ー
ト
を
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
し
て
く

れ
る
旅
行
会
社
も
あ
る
。

　

パ
ス
の
種
類
は
４
種
。
３
日
間
、４
日
間
、８
日
間
、

1
5
日
間
。
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
個
人
客
の
利
用

が
多
い
。
パ
ス
の
日
数
が
ス
イ
ス
の
宿
泊
と
イ
コ
ー

ル
の
旅
行
者
が
多
い
。
ス
イ
ス
ト
ラ
ベ
ル
パ
ス
フ
レ
ッ

ク
ス
も
４
種
（
日
程
は
同
上
）。
連
続
で
長
期
滞
在
す

る
よ
う
な
人
の
利
用
が
多
い
。
ユ
ー
ス
料
金
が
あ
る
。

16
歳
未
満
の
子
供
と
一
緒
の
場
合
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

カ
ー
ド
の
購
入
も
可
能
。
ス
イ
ス
ハ
ー
フ
フ
ェ
ア
カ
ー

ド
（
半
額
カ
ー
ド
）。
使
用
開
始
日
か
ら
１
ヶ
月
有
効
。

　　

ス
イ
ス
ト
ラ
ベ
ル
ガ
イ
ド
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

あ
る
。
非
常
に
使
い
勝
手
が
よ
く
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
チ
ケ
ッ
ト
を
ア
プ
リ

上
で
購
入
す
る
と
、
請
求
時
に
は
最
安
値
で
引
き
落
と

さ
れ
る
。
G
P
S
で
区
間
を
間
違
え
る
こ
と
が
な
い
。

経
路
検
索
ア
プ
リ
も
あ
り
、
こ
こ
か
ら
こ
こ
ま
で
行
き

た
い
と
画
面
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
、
そ
の
ま
ま
経
路
を

検
索
し
て
く
れ
る
。
こ
の
パ
ス
で
施
設
の
入
場
も
で
き
、

い
く
つ
か
の
ス
キ
ー
場
で
は
ス
キ
ー
パ
ス
に
も
な
る
。

国
全
体
が
包
括
的
に
M
a
a
S
事
業
を
や
っ
て
い
る
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
。
ア
プ
リ
上
で
の
観
光
情
報
も
充
実
し

て
い
る
。
旅
行
者
の
利
便
性
を
十
分
に
果
た
し
、
情
報

発
信
ま
で
や
っ
て
く
れ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
た
だ

の
行
動
履
歴
だ
け
で
な
く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル

と
し
て
最
大
限
の
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　　

ス
イ
ス
の
鉄
道
に
つ
い
て
。
ほ
ぼ
全
て
の
鉄
道
で

自
転
車
は
そ
の
ま
ま
持
ち
込
め
る
。
2
階
建
て
車
両

の
先
頭
か
最
後
尾
に
は
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。

●
公
共
交
通
機
関
の
存
在
意
義
は
？

●
お
客
様
に
と
っ
て
、
必
要
性
は
ど
こ
に
？

●
地
域
・
社
会
に
と
っ
て
の
必
要
性
は
？

●
そ
も
そ
も
利
用
す
る
目
的
は
何
？

●
各
交
通
機
関
の
役
割
分
担
は
？

●
公
共
交
通
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
？

●
ど
う
し
て
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
か
？

●
将
来
性
は
あ
る
の
か
？
（
基
本
的
に
移
動
手
段

で
し
か
な
く
な
っ
て
い
な
い
か
）

●
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
利
用
客
）
は
誰
か
？

　

お
客
様
あ
っ
て
の
交
通
機
関
。
乗
る
こ
と
が
楽

し
み
な
の
か
、
乗
っ
た
先
に
楽
し
み
が
あ
る
の
か
。

移
動
手
段
と
し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
な
ら
、
目
的

地
と
な
る
地
域
に
対
し
て
お
客
様
が
そ
の
地
へ
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
明
確
な
理
由
、
目
的
、
必

然
性
が
な
け
れ
ば
利
用
さ
れ
な
い
。
ぜ
ひ
、
色
々

な
市
場
に
合
わ
せ
た
公
共
交
通
機
関
の
あ
り
方
を

考
え
て
ほ
し
い
。
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地方創生と連動したＤＭＯ養成塾⑤

○日　時：2021 年 2 月 9 日 ( 火 )13 時 30 分 ～ 16 時
○会　場：かずさアカデミアホール 2 Ｆ「202 会議室」

第 5  回

〇出席者：順不同

（ 一 社 ） 南 房 総 市 観 光 協 会、 平 山 建 設 ( 株 )、（ 公 財 ） 航 空 科 学 博 物 館、

館山市 観光みなと課、（有）コアコミュニケーション、木更津市 観光振興課、

（ 一 社 ） 勝 浦 市 観 光 協 会、 勝 浦 市　 商 工 観 光 課、 い す み 市 水 産 商 工 課、

（一社）木更津市観光協会、（株）Flact

【 リ モ ー ト 参 加 者 】 鴨 川 観 光 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム（ 株 ）、 成 田 商 工 会 議 所、

成 田 国 際 空 港（ 株 ）、 千 葉 県 観 光 企 画 課、 山 武 市　 わ が ま ち 活 性 課、

（株）グリーンポート・エージェンシー、成田空港交通（株）　（計１８社、団体）

専
門
人
材
の
確
保
と

人
材
育
成
に
よ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発

テーマ



【COLUMN】

気仙沼市での人材獲得事例

マーケティング 地域観光戦略推進 業務・IT整備 事業管理

コ ア 能 力

論 理 的 思 考

ビ ジ ネ ス 基 礎 ス キ ル (Officeツールなど）

プロフェッショナリズム・基本動作

調査・分析 戦略策定 地域観光資源管理
KPI管理

商品造成 チェンジマネジメント

マーケティング企画

マーケティング実行
顧客管理 (CRM)・活用

事例収集・インタビュー

研修設計・指導

業務分析・設計

経理・会計

労務・人事

制度設計(人材活用 )等

法務 (経営管理 )等

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト

2020-202141

開会主催者あいさつ

成田空港活用協議会
澁谷事務局長

❶ 専門人材の確保と人材育成
によるコンテンツ開発

ＪＴＩＣ . ＳＷＩＳＳ代表　
山田 桂一郎

観光庁観光地域振興部観光資源課
新コンテンツ開発推進室長
中谷 純之

当日の
議事次第

　
今
回
は
、
前
半
は
人
材
育
成
に
テ
ー
マ
を
絞
っ
た

話
。後
半
は
中
谷
さ
ん
と
皆
さ
ん
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
。
皆
さ
ん
が
す
ぐ
に
実
用
化
で
き
る
話
も

し
た
い
と
思
う
。

　

中
谷
さ
ん
か
ら
は
、
一
度
来
て
い
た
だ
い
た
お

客
様
を
ど
の
よ
う
に
リ
ピ
ー
タ
ー
と
す
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
当
地
・
当
社
だ
か
ら
こ
そ

提
供
可
能
な
価
値
あ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
具
体
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
話
を
し
て
頂
く
。

結
果
的
に
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
顧
客
生
涯
価
値
に
結

び
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
。
皆
様
が
必
要
と
す
る
人
材
の
育
成
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
推
進
体
制
、
二
次
交
通
の
あ

り
方
な
ど
、
一
つ
で
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
頂

き
た
い
。

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

J
T
I
S 

S
W
I
S
S
代
表
山
田
桂
一
郎
氏

山 田 氏　気仙沼では、クルー

シップによるマーケティング

データをデジタルで集めるだけ

でなく、マネジメントデータ収

集のために高校生がアンケート

調査を担当している。導入初期

に専門家から習ったノウハウを

高校生が引き継いで活かしてい

る。アンケート結果の集計、デー

タの活用については DMOが担

当。調査会社を使うとお金がか

かる。地域で継続させる方法を

考えていくことが重要。

DMOとしての業務遂行のため、

以下 4タイプの人材の採用や教

育をする必要がある。

かと思っている。プロジェクトを

進める前に、必ず戦略を決める。

今後、生産性・付加価値を上げ

ていくために業務そのものの推

進のためにどのような DXを活用

していくのか。

最後の事業管理については、

DMOが物理的に大きくなるだ

けでなく、仕事の領域が広がる

ほど、事業管理も重要になる。

Ｉ T人材を雇う等もあるが、資

金メカニズムの知見や経験のあ

る人材がいないといけない。い

ずれにしても採用するだけでな

く、教育をしっかりと進める必

要がある。

①マーケティング人材

②地域観光戦略推進人材

③業務・IT整備人材

④事業管理人材

私が関わった DMOは、地域か

ら広域 DMOまで多種多様だが、

どの DMOであれ最低限の業務

遂行のためには上記の人材が必

要と考えている。マーケティン

グについてはこれまでも話をし

ているが、今回は戦略的なとこ

ろにフォーカスしたい。戦略を

決めることはマーケティングで

はとても重要。戦略を間違うと

どれだけ良い戦術や手段があっ

ても失敗する。ダメな DMOに

決定的に欠けているのではない

ＤＭＯに必要となる人材の要件・

具備すべきスキル（能力 ×領域図

A参照）。このスキルを持ってい

る人を雇う、もしくは育てるこ

とが求められるが、これで十分

だと思うか？専門能力と共に、

コア能力として、論理的思考、

ビジネス基礎スキル、プロフェッ

ショナリズム、基本動作も必要。

併せて、人としての知性・教養

も考慮しないといけない。

ミッションと共に求める結果・

成果を決めてから、マーケティ

ング戦略を具体化することが求

められる。

DMO に必要となる人材の要件 具備するべきスキル

能力

専 門 能 力

領域

DMO機能拡充には、以下のスキルを具備する人材採用・教育を進めることが肝心。

能力×領域図 A
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千
葉
県
内
に
は
登
録
D
M
O
・
候
補
D
M
O

法
人
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
に
関
す
る
取
り
組

み
や
、
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
推
進
室
と
い
う
こ
と
で
、

新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
り
出
す
こ
と
が
需
要
な

部
署
。
人
材
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
を
し
て
い
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発

に
お
け
る
コ
ー
チ
ン
グ
、
事
例
・
課
題
意
識
を
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

政
府
目
標
及
び
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
に
お
け
る
課

題
。
地
域
で
何
か
を
や
ろ
う
と
し
た
と
き
、
日
本

政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
や
ろ
う
と
し
て

い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
が
「
明
日
の
日
本
を
支

え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
は
2
0
2
0
年
に
4
0
0
0
万
人
を
目

指
し
て
い
た
。
元
々
人
数
で
の
目
標
値
を
設
定
し

て
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
観
光
は
経
済
活
性
化
、

地
方
創
生
の
目
線
で
取
り
組
む
べ
き
と
の
指
摘
か

ら
、
昨
今
は
旅
行
消
費
額
が
有
識
者
か
ら
は
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
今
日
あ
ま
り
触
れ

る
こ
と
は
な
い
が
、「
旅
行
者
の
6
割
程
度
を
リ

ピ
ー
タ
ー
に
」と
い
う
目
標
も
あ
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー

ほ
ど
地
方
へ
来
訪
し
て
い
る
。
外
国
人
の
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
す
た
め
に
は
地
方
の
魅
力
を
高
め
る

必
要
が
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
地
方
へ
誘
致
す
る
伸
び

代
は
あ
る
。
訪
日
外
国
人
が
東
京
に
宿
泊
し
て
い

る
割
合
は
25
％
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
東
京
に
来
る
人
は

10
人
に
１
人
、
旅
行
者
は
4
人
に
1
人
が
東
京

に
泊
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
訪
日
外
国
人
が

減
少
し
、
日
本
人
旅
行
消
費
額
が
コ
ロ
ナ
で
改
め

て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

2
0
3
0
年
ま
で
に
訪
日
外
国
人
6
0
0
0
万

人
、
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
15
兆
円
と
い
う
目

標
が
あ
り
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
戦
略
が
立

て
ら
れ
て
い
る
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
課
題

が
あ
る
の
か
。
平
成
30
年
度
、
1
人
当
た
り
の
旅

行
消
費
額
を
増
や
し
、
モ
ノ
消
費
か
ら
コ
ト
消
費

へ
の
シ
フ
ト
が
必
要
、
ま
た
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ

の
造
成
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
造
成
の
補

助
を
国
が
行
う
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
方
公

共
団
体
や
民
間
事
業
者
が
連
携
す
る
こ
と
が
重
要

だ
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
だ
け
で
な
く
、
地
方
と

し
て
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
受
け
入
れ
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
も
D
M
O

に
求
め
ら
れ
る
役
割
。
D
X
に
関
心
が
あ
る
方
も

い
る
か
と
思
う
が
、
事
業
を
や
り
っ
ぱ
な
し
で
は

な
く
、
そ
の
後
の
自
走
化
や
継
続
性
が
担
保
さ
れ

て
い
る
か
が
重
要
。

D
M
O
に
関
す
る
人
材
育
成
の
支
援

　　

観
光
立
国
の
た
め
に
D
M
O
が
非
常
に
大
事
で
あ

り
、そ
の
た
め
に
内
閣
府
補
助
事
業
「
地
方
創
生
カ
レ
ッ

ジ
」
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
D
M
O
の
取
り
組

み
事
例
集
も
文
書
化
し
、
観
光
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

乗
せ
て
い
る
ほ
か
、
D
M
O
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

を
掲
載
し
て
い
る
。
組
織
形
成
を
し
な
が
ら
人
材
育
成

し
て
い
る
と
い
う
基
本
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら
な
い
。

　
E
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
文
書
を
見
る
だ
け
で
は
足
ら

な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
専
門
人
材
を
派
遣

し
た
り
、
中
核
人
材
を
育
成
し
た
り
す
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
最
先
端
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
、
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
事
業
。
自
走
化
し
て
い
く
こ
と
、

D
M
O
と
の
連
携
が
必
要
と
の
指
摘
を
受
け
、コ
ー

チ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。自
分
の
事
業
で
は
、

お
金
を
出
す
と
と
も
に
口
も
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

必
ず
し
も
当
初
計
画
通
り
実
施
い
た
だ
く
こ
と
を

求
め
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
お
伝
え
し
て
い
る
。　

　

ど
の
よ
う
な
事
業
か
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
、
令
和
元
年
度
は
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
事
業

を
実
施
し
、
令
和
2
年
度
は
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
の
活

用
に
よ
る
新
た
な
時
間
市
場
の
創
出
に
取
り
組
む
。

文
化
庁
・
観
光
庁
が
連
携
し
、
一
定
の
エ
リ
ア
で
、

夜
間
・
早
朝
に
地
域
の
観
光
資
源
の
フ
ル
活
用
。
地

域
に
お
け
る
夜
間
早
朝
の
回
遊
性
を
高
め
、
訪
日
外

国
人
旅
行
消
費
額
の
増
加
や
更
な
る
長
期
滞
在
に

繋
げ
る
。
実
証
事
業
の
実
施
に
お
い
て
は
、
事
業
の

自
走
化
及
び
他
地
域
へ
の
横
展
開
を
図
り
、
事
業
実

施
者
に
対
し
、
外
部
有
識
者
が
事
業
運
営
態
勢
・
事

業
内
容
・
P
R
手
法
等
を
コ
ー
チ
ン
グ
。
二
次
交

通
を
含
め
て
、
そ
の
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
点
か
ら

面
へ
の
魅
力
を
創
出
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
人
は
会
社
の
お
金
・
自
分
の
お
金
を
ど

こ
で
使
っ
て
い
た
だ
く
か
、
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
だ
け
で

な
く
モ
ー
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
も
使
え
る
よ
う
に
し
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

地域経済とDMO

【COLUMN】

専門家 DMO 論

リピーターが来訪する地域づくり。外国人リピーターを増やす
ためにはどのようなコンテンツ開発が必要なのか。

観 光 庁 観 光 地 域 振 興 部 観 光 資 源 課 新 コ ン テ ン ツ 開 発 推 進 室 長  中 谷 純 之

❶ 

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
の
た
め
の

       

コ
ー
チ
ン
グ
理
論

❷ 

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
室
の

        

位
置
づ
け
と
取
り
組
み 

ナイトタイムエコノミー推進の
イメージまちづくりの観点は左図の通りです

D
M
O
の
改
革

最
先
端
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
事
業
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❸ 
ど
の
よ
う
な
コ
ー
チ
ン
グ
が
必
要
？

　

ど
の
よ
う
な
コ
ー
チ
ン
グ
を
し
て
い
る
か
は

事
業
に
よ
っ
て
異
な
る
。
事
業
の
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
が
継
続
性
の
高
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
。

今
年
度
は
国
の
お
金
と
人
で
や
る
が
、
そ
の
先

自
分
た
ち
で
や
れ
る
か
、
コ
ー
チ
ン
グ
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
着
地
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
あ
る
か
。

賛
否
両
論
あ
る
か
と
思
う
が
私
は
必
要
だ
と

思
っ
て
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
は
地
域
に
眠
る
観
光

資
源
の
活
用
、
と
い
う
の
が
一
番
だ
と
思
う
。

コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
の
キ
モ
は
個
々
だ
と
思
っ
て

い
る
。
そ
し
て
そ
の
プ
ロ
マ
ネ
も
行
っ
て
い
る
。

【COLUMN】
成功事例
山梨県富士吉田市
大分県別府市
新潟県長岡市など
各地域の事例

ナイトタイムエコノミー推進の
イメージまちづくりの観点は左図の通りです

DX の予算を、新規で10 億円計上し
ている。特許申請をするレベルの技
術による観光コンテンツの開発。国
際観光旅客税ができてから、補助
金の申請書類をきれいに整えて申請
してくる補助金おじさんがいるが、
そういう人には向かない事業。こち
らは2021 年2 月15 日まで申請を
募っている。

5Gを開発する事業ではなく、5Gを
活用した技術の開発が今は求めら
れている。他産業で使われている
技術を観光に転用したりするもの。
今はやっているオンラインツアーの
９割は、すぐ消えるだろう。

観光需要を創出するためのオン
ラインツアーであることが重要。
消費を喚起し、観光地に誘客でき
る内容にしないと、アフターコロ
ナでは通用しない。こちらも近
いうちに公開予定。

多角的な人材育成の確保。人材育
成の課題は質の不足と量の不足。
観光産業をけん引する経営人材、
地域の観光を担う中核人材、即戦
力とある現場の実務人材の育成、
そして時代の観光産業を担う子供
たちへの観光教育が必要。

これら４層について説明すると、
経営人材の育成は観光 MBAを設
け、一橋大学、京都大学で授業を
行なっている。地域の中核人材の
育成は、観光産業の経営力強化や
生産性向上により持続可能な観光
地域づくりを目指すもの。現場の
実務人材について、地域でまと
まって勉強することは非常に重
要。なお、宿泊施設では、「中抜け」
という勤務形態が、給与水準や働
きやすさの点で課題がある。

次代を担う人材への教育。観光と
名の付く学部が現在少しずつできて
きたが、観光業は元々とてもすそ野
が広い業界。文系理系問わず関わり
があるため、様々な切り口から観光
教育が始まっているのはすごく良い。

山梨県富士吉田市

ナイトタイムエコノミー：
河口湖に宿泊している方を富士
吉田市に呼び込むためにバスを
運行。既存の味わい深いお店を
活かしたもの。また富士急ハイ
ランドとコラボし、お化け屋敷
のアトラクションの一部を楽し
めるようにもしている。

大分県別府市

ナイトタイムエコノミー：
夜の地獄めぐりと地獄の夜。昼
に人が集まっている場所に、夜
も滞在してもらおうということ
でコーチングした。

新潟県長岡市：
山古志での夜の花火。

奈良県天川村：
もともとは OL向けの天の川カ
フェを作るという企画だったが、
最後に逆さづりになるような内
容に変えた。カフェだとお茶代
しか落ちない計画を、体験型に
することで欧米の方にも受けた。

18時から翌日朝６時までの活動を指します。地域
の状況に応じた夜間の楽しみ方を拡充し、夜ならで
はの消費活動や魅力創出をすることで、経済効果を
高めることを目標とする。

引用：国土交通省 ホームページより

詳しくは次ページより
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【COLUMN】

DMO 専門家✖️経営者対談

JTIC. SWISS 
代表

山田桂一郎

有限会社コアコミュニケーション
代表取締役

児玉 秀一

株式会社 Flact
代表取締役

三井紀人

どのような専門人材が欲しいのか、どのように専門人材を獲得するのか。

山 田 氏  今回、当初は「専門人
材の確保」というテーマをいた
だいていたが、事務局と相談し
たなかで内容を「人材育成」に
も広げさせていただいた。専門
人材の確保だけにすると、専門
家を雇うためのお金の話だけに
なってしまう。高度な専門スキ
ルを持っている人を雇えば良い
わけではない。今後、どのよう
な人を育てていくかということ

山田氏 それぞれ欲しい人材は、
違ってくるものと思う。必要
な人材は違うし、その組織に
合った人材が必要。DMOを法
人化する際、マーケッターを
一人雇うように定められてい
る。日本では、マーケッター
1人雇ってマルチで働くことを
求められたりもする。

「マーケティングリサーチ」と
いう話も出ていた。デジタル
マーケティング・データサイエ
ンスなど様々なマーケティング
用語と必要なスキルがあるが、
マーケティングには最低限の統
計学の知識が必要。「この世で
一番おもしろい統計学」という
本がある。このマンガ本だけで
もいいから、ぜひ読んでみてほ
しい。中谷さんのお話にもあっ
たが、マーケティングを行う中
で、データ（数字）を使いこな
せていないことが多すぎる。

            地域柄があるが、わが
地域（館山）ではトップワーク
をしてくれる人だと思う。色々
なコンテンツがあり、各社頑張
れば現場はできる。プロデュー
シングができる人が欲しい。

           　会社を一人でやって
いるので、物事を同じ目線で
やれる人が欲しい。プレイン
グマネージャーのような人が
欲しい。

を考えることが重要。自分が関
わった地域も事業化から徐々に
育成の方に重点をシフトさせて
いる。皆さんに必要な専門人材
の前に、必要な専門領域とは
何か？マネジメント？マーケ
ティング？経営人材が欲しいの
か、中核人材が欲しいのか、実
務人材が欲しいのか。どの領域
のどんな人が欲しいのか。

マーケティングを実施すると
言いながら、情報発信だけで
終わりになりがちである。

専門人材も育てることが目的
ではなく、育てた後、その先
の目的が重要。観光庁では観
光資源課を中心に人材育成を
推進してきた。専門家人材の
派遣に予算を付けている。天
下りの人の人件費に使って
いるところもあるが、上限
1500万円という予算があれ
ば、それなりに優秀な人に来
てもらえる。ただし 3年間の
期間限定なので、その期間中
にその人が人材育成をするこ
とが肝。派遣された専門家に
業務を任せてしまうだけだ
と、その人がいなくなった後
に何も残らなくなってしま
う。その人を使ってどのよう
に人材育成するかが大事。

館山市移住プロモーション、
広告物制作などを行っている

「コミュニケーション」事業。

航空業界の人手不足問題を
解決すべきサイトを発足・
活動している。
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【COLUMN】

日本各地での人材育成事例

【CASE1】

【CASE4】

【CASE2】

【CASE5】

【CASE3】

【CASE6】

とやま観光未来創造塾

こうち観光カレッジ

観光みやざき創生塾

てしかが観光塾

和歌山大学 南紀熊野観光塾

うれしの未来づくり塾

山 田 氏　もっとも重要なこと
は「人材育成」。「とやま観光塾」
では、卒塾生が現役生のメン
ターやコーチングの役割を果た
せるようになったことも成果と
して大きい。その後、宮崎県で
も「観光みやざき創生塾」とし
て、富山のプログラムを完コ
ピして人材育成塾を開講してい
る。宮崎では、いい形で中核人
材が育ってきているが、経営人
材も育ってこないと、中核人材
の提案が上手く動かない。和

北陸新幹線開業後も富山県が「選ばれ続ける
観光地」となるため、「とやま観光新時代」
に向けておもてなし力の向上を図り、次世代
の観光を担う人材を育成するため 2011年に
スタート。とやま観光未来創造塾 認定ガイ
ド実技試験、上級認定ガイド実技試験なども
実施。

【開催時期】 毎年夏頃
【参加者】 社会人、学生

国立大学法人高知大学次世代地域創造セン
ターにより観光地域づくりを学び観光分野
で活躍できる人材の育成を目的としたプロ
グラム。海外と日本国内で活躍する、観光
業界の実践者による講義とグループワーク
を組み合わせで即戦力を育てる。

【開催時期】 毎年秋頃
【参加者】 観光のイノベーションを推進
しようとする社会人、学生

宮崎県が、観光客に選ばれる観光地となる
よう、5年、10年後に宮崎県ならではの魅
力的な観光地づくりを牽引する人財を育成
するために宮崎県の事業として 2016年に
スタート。観光地づくりに興味がある方、
観光事業の課題を解決したい方など幅広い
層を受け入れている。

【開催時期】 毎年夏頃
【参加者】 社会人、学生

てしかがえこまち推進協議会では、観光を
基軸としたまちづくりに活躍する人材の育
成を目的に 2008年度より「てしかが観光
塾」を開催。観光のまちづくり、観光の学
問的研究、観光の現場で活躍している方々
を講師に迎え、その事例紹介やノウハウの
伝授などをセミナー形式で、地域の観光振
興を担う人材の育成を進めている。

【開催時期】 毎年秋頃
【参加者】 社会人、学生

単に観光を基軸とした地域づくりの先進的な
事例を学ぶだけでなく「南紀熊野地域」が抱え
る諸問題・課題を共有し、顧客に選ばれ続ける
地域になるための方策を探るワークショップ
やセミナーでの意見交換など、塾を通じて各
地で活躍されている方々の新たな繋がりと交
流の輪を広げることで地域活性化を推進。

【開催時期】 毎年夏頃
【参加者】 社会人

2021年開講。和歌山大観光学部と観光振
興に関する連携協定を締結し、国立大で
初めて観光学部を設置。学術的研究に加
えて観光地での実践にも取り組み、嬉野
市も研究フィールドとなる。塾が目指す
目標に「世界に自慢できる地域や生活文化
づくり」を掲げている。

【開催時期】 2021年新開講
【参加者】 社会人、学生

稼いでいるガイドが行っている。
ガイドとして仕事が成り立つ
のか、不安に思う人もいるか
もしれないが、実力を身につ
ければ自立して食えている人
がたくさんいる。こういった
第一線で働く講師からは、ガイ
ド業についてだけでなく、経営
面の話も聞ける。協会では、人
材育成をプログラムにすること
で、講師を一人ずつ要請するよ
りもコスト面、運営面でも効率
化している。

歌山大学には、国立で唯一の
観光学部がある。私が担当し
ている「南紀熊野観光塾」。こ
ちらは社会人向けの講座だが、
経営人材も育成している。

私が理事と運営委員を務める
「日本エコツーリズム協会」で
も、ガイド・プロデューサーの
養成講座がある。その地域で実
施するため、ローカルコミット
できる作りになっている。講師
は現場で活躍している実際に

児童・生徒によるボランティア
ガイドを行うところもある。多
くのボランティアガイドは本人
の満足が優先になり、旅行者の
満足にはつながらないことも多
い。そうしたなかの解決策とし
て、「児童・生徒によるボラン
ティアガイド促進事業」が観光
庁によって推進されて来た。子
供たちが離島でガイドしたり、
厳島神社では中学生が英語でガ
イドをし、中学生の英語の成績
も良くなる効果もあった。

2020-202149

北陸

四国

九州

北海道

近畿

九州



2020-2021 50

　

ど
う
い
う
人
材
が
欲
し
い
か
？

山
田
氏  

ま
ず
は
ど
こ
の
地
域
も
事
業
者
も
、
そ
の

問
い
に
自
ら
答
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
い
と

い
け
な
い
。
中
に
は
、
自
分
の
分
身
が
欲
し
い

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
と
思
う
。
時

間
と
手
が
足
ら
な
い
時
、
私
も
分
身
が
欲
し
く

な
る
。
具
体
的
に
組
織
に
ど
の
よ
う
な
人
材
が

必
要
な
の
か
を
明
確
に
す
る
。
そ
し
て
、
必
要

な
人
材
を
雇
う
だ
け
で
な
く
、
育
成
も
す
る
こ
と

が
重
要
だ
。

　
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
い
う
言
葉
を

　
　
　

使
い
が
ち
と
い
う
ご
意
見
に
つ
い
て

山
田
氏  

私
は
区
別
し
て
使
っ
て
い
る
。
本
来
の

言
葉
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
は

「
資
源
・
素
材
」
の
こ
と
だ
。
コ
ン
テ
ン
ツ
を
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
に
ま
で
昇
華
さ
せ
た
も
の
を
プ

ロ
ダ
ク
ト
と
言
っ
て
い
る
。

　　

コ
ン
サ
ル
に
騙
さ
れ
る
問
題
に
つ
い
て

中
谷
氏  

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
す
る
対
象
（
新
し
く
企
業

創
設
や
起
業
家
な
ど
へ
の
支
援
・
育
成
）
に
つ
い
て
、

落
下
傘
的
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
大
手
が
地
方

に
行
っ
て
、
マ
ー
ジ
ン
だ
け
と
っ
て
き
て
し
ま
う
状

況
は
打
破
し
な
い
と
い
け
な
い
。
専
門
家
の
派
遣
事

業
は
、
是
非
と
も
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　

必
要
な
プ
ロ
意
識

中
谷
氏  

最
低
限
の
知
性
・
教
養
。
ご
も
っ
と
も

だ
と
思
う
。
人
材
育
成
の
た
め
の
人
材
育
成
も

多
す
ぎ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
の
た
め
の
コ
ン

テ
ン
ツ
造
成
も
多
す
ぎ
る
。

　　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
つ
い
て

中
谷
氏  

通
訳
案
内
士
の
問
題
。
こ
れ
ま
で
通
訳

案
内
士
で
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
も
あ
っ
た
が
、

現
在
は
規
制
緩
和
が
な
さ
れ
、
資
格
が
な
く
て

も
同
等
の
仕
事
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

こ
で
必
要
な
も
の
は
お
客
様
の
満
足
。
し
ょ
せ

ん
言
葉
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
し

か
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
ガ
イ
ド
業
は
そ
の
地
域
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
も
の
。
通
訳
案
内

士
の
試
験
そ
の
も
の
が
現
実
の
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ

に
あ
ま
り
合
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
観
光

庁
の
資
格
試
験
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
強
く
興

味
が
あ
る
。

　

ガ
イ
ド
と
い
う
人
は
中
心
的
な
役
割
を
見
出

す
人
。
観
光
資
源
が
一
つ
で
も
あ
っ
て
、
そ
れ

を
呼
び
込
め
る
ガ
イ
ド
が
い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

で
商
売
は
成
立
す
る
。
取
組
の
主
催
者
は
熱
い

思
い
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
規
模
の
経
済

で
広
げ
ら
れ
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。

安
い
ツ
ア
ー
に
内
包
さ
れ
て
終
わ
っ
て
し
ま
う

と
も
っ
た
い
な
い
。

　

こ
の
10
年
ぐ
ら
い
で
活
躍
す
る
ガ
イ
ド
は
増

え
て
き
て
い
る
。
上
手
い
ガ
イ
ド
は
英
語
力
で

は
な
い
所
で
勝
負
し
て
お
り
、
市
場
で
上
手
く

揉
ま
れ
て
き
て
い
る
。
ガ
イ
ド
が
お
す
す
め
に

よ
る
経
済
効
果
は
か
な
り
あ
る
。
ガ
イ
ド
が
お

す
す
め
す
る
商
品
や
地
場
産
品
を
客
は
購
入
す

る
。
き
ち
ん
と
し
た
プ
ロ
ガ
イ
ド
が
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
あ
る
と
、

そ
こ
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
い
る
と
、
消
費
者

の
留
保
価
格
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
に
は
下

が
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
留
保

価
格
が
下
が
る
と
、
本
当
の
価
値
ま
で
棄
損
さ

れ
て
し
ま
う
と
い
う
悪
循
環
が
起
こ
る
。
よ
く

日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
比
べ
て
ガ
イ
ド

へ
の
支
払
金
額
が
少
な
い
（
半
分
程
度
）
と
言

わ
れ
る
が
、
お
客
様
が
正
当
な
対
価
を
支
払
う

よ
う
に
な
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
。

　
　

　

ガ
イ
ド
に
こ
ん
な
に
熱
を
入
れ
て
話
し
て

い
る
の
は
、
ガ
イ
ド
を
ガ
イ
ド
と
し
て
存
続

さ
せ
た
り
、
ガ
イ
ド
を
組
み
込
ん
だ
ツ
ア
ー

を
作
れ
た
り
す
る
か
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
た
め
。
お
客
様
中
心
に
な
れ
る
ガ
イ
ド
で

あ
る
必
要
が
あ
る
。
お
客
さ
ん
に
応
じ
て
臨

機
応
変
に
対
応
で
き
る
か
、
本
人
の
気
質
に

よ
る
部
分
も
大
き
い
の
で
難
し
い
が
、
そ
う

し
た
要
素
も
重
要
。

山
田
氏 　

ガ
イ
ド
に
こ
ん
な
に
熱
を
入
れ
て
話

し
て
い
る
の
は
、
地
域
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
ガ
イ
ド
を
組
み
込
む
と
様
々
な
効
果
に
繋

が
る
か
ら
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
を
ガ
イ
ド
と
し
て

存
続
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、
ガ
イ
ド
を
組

み
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
ツ
ア
ー
を
作
る
方
が
重

要
で
あ
り
、
実
際
に
売
れ
る
も
に
な
る
。

　
ま
と
め

山
田
氏 　
ガ
イ
ド
は
お
客
様
中
心
主
義
で
あ
る

こ
と
が
基
本
だ
。
お
客
様
の
フ
ェ
ー
ズ
に
応

じ
て
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

お
客
様
の
興
味
を
引
き
出
す
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
本
人
の
性
格
や
性
質

に
よ
る
部
分
も
大
き
い
の
が
、
要
素
と
し
て

は
重
要
で
あ
る
。

中
谷
氏　
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
を
学
ぶ
こ
と
が
人
材
育
成
に
お
い
て
は
非

常
に
重
要
。
今
回
D
X
の
授
業
で
も
技
術
開
発

を
強
く
押
し
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
る
た
め
の
技
術
革

新
を
し
て
、
次
年
度
以
降
の
特
許
出
願
に
繋
げ

る
等
、
こ
の
よ
う
な
ナ
レ
ッ
ジ
を
示
し
、
完
成

品
を
見
せ
る
だ
け
で
な
く
プ
ロ
セ
ス
を
見
せ
て

い
く
こ
と
も
重
要
。

山
田
氏
・
中
谷
氏
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
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山
田
氏 　

ガ
イ
ド
に
こ
ん
な
に
熱
を
入
れ
て
話

し
て
い
る
の
は
、
地
域
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
ガ
イ
ド
を
組
み
込
む
と
様
々
な
効
果
に
繋

が
る
か
ら
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
を
ガ
イ
ド
と
し
て

存
続
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、
ガ
イ
ド
を
組

み
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
ツ
ア
ー
を
作
る
方
が
重

要
で
あ
り
、
実
際
に
売
れ
る
も
に
な
る
。

　
ま
と
め

山
田
氏 　
ガ
イ
ド
は
お
客
様
中
心
主
義
で
あ
る

こ
と
が
基
本
だ
。
お
客
様
の
フ
ェ
ー
ズ
に
応

じ
て
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

お
客
様
の
興
味
を
引
き
出
す
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
本
人
の
性
格
や
性
質

に
よ
る
部
分
も
大
き
い
の
が
、
要
素
と
し
て

は
重
要
で
あ
る
。

中
谷
氏　
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
を
学
ぶ
こ
と
が
人
材
育
成
に
お
い
て
は
非

常
に
重
要
。
今
回
D
X
の
授
業
で
も
技
術
開
発

を
強
く
押
し
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
る
た
め
の
技
術
革

新
を
し
て
、
次
年
度
以
降
の
特
許
出
願
に
繋
げ

る
等
、
こ
の
よ
う
な
ナ
レ
ッ
ジ
を
示
し
、
完
成

品
を
見
せ
る
だ
け
で
な
く
プ
ロ
セ
ス
を
見
せ
て

い
く
こ
と
も
重
要
。

Q. 勝浦市観光協会・山口氏

訪日グルーバルキャンペーンをやって
いる。アドベンチャー勝浦、コンテン
ツ養成事業をこの 3月までやっている。
ガイドのハードルがとても高くて、現
状のガイドはボランティアガイドに近
いが、訪日外国人向けのツアーの磨き
上げを行なっている。フィードバック
では、モニターから、フレンドリーで
あること、詳細が分かる英語版の何か
が欲しい、その町のガイドでないと分
からないようなものを紹介してほしい
という話が合った。勝浦では半日・1日
でも 1000円程度しか料金を取ってい
ないが、きちんと儲けていくことを考
えた場合、どのぐらいのガイドフィー
を取っていったらよいと思うか。

A. （山田氏 回答）
ガイド料金の相談はよく受けているが、
2時間程度のツアーであれば、最低 2000
円は取れないといけない。ツアーをエン
ターテイメントと考えたら、映画館以上
の料金を取ってほしい。高価格帯の方が
人気がある。日本でも最近は高価格帯の
方が人気。日本のガイドは海外と比較し
て安過ぎ、質の向上も求められている。
相場観が大事。相場観を探るときには、
どこの国や地域でどのようなツアー内容
と料金で販売しているか比較してみれば
よい。外国でも同じようなツアーがある
ので比較してほしい。今はインターネッ
トで他地域のツアーとの比較もしやすい
ので参考にしやすい。また、私も現場が
好きでスイスでは今でもガイドをやって
いるが、どれだけガイドの実収入になる
のかを考えると、日本はまだまだ仕組み
を整える必要があるかと思う。

A. （中谷氏 回答）
動向調査は、それ自体が目的ではなく、
そのデータを基に、現状を把握し、検
討を行うためのもの。観光協会として
取り組りむ、あるいは加盟している施
設の人たちにデータを還元し、加盟店
から負担金を集めてはどうか。

Q. 勝浦市観光協会・西村氏

色々お話を聞く中で、宮崎の創生塾の
話があった。良いことをやっていても
なかなか前に進まない。そうした経験
は皆さまもあったかと思うが、どのよ
うにされているのか。巻き込み方の参
考事例等あればお聞かせいただきたい。

A. （中谷氏 回答）
地域での連携では、地方公共団体との
連携も重要。様々な分野に横串を入れ
ることの重要性は認知されつつある一
方、ある対象に対して異なる立場で取
り組まれている層に、縦串を入れるこ
とも重要。例えば、ある地域でのプロ
ジェクトで、地方公共団体、DMO、文
化財を保有するお立場に連携を促すた
めに、自分が現地にお邪魔して、誤
解や軋轢を解いたという事例がある。 

A. （山田氏 回答）
税金を使って役所が責任をもって対応で
きることもある。様々な主体の巻き込み
方や地域との一体感を考慮すると役所の
人は平等性を考えてしまうかもしれない
が、観光は経済政策なので「公正なえこ
ひいき」として取り組んでほしい。先程、
観光庁の「児童生徒によるボランティア
ガイド推進事業」にも触れた。子ども達
と共に地域の将来に寄与する事例は表向
きだれも反対できない。経済と関係が無
い活動ではあるが、子ども達の活動を中
心に地域を巻き込んでいくということも
大事ではないか。

Q. 成田国際空港株式会社（NAA） 
     阿部氏

空港でもボランティアガイドを行なって
いるが、最終的にはインセンティブは報
酬なのか。

A. （中谷氏 回答）
日本はチップ制度がないわけだが、その
場での直接的な報酬がモチベーションな
のかというのも疑問ではある。短期的な
報酬は目に見えないかもしれないが、戦
略的に臨まなければ、淘汰されたり、ガ
イドそのものの価値が棄損してしまうの
ではないか。

A. （山田氏 回答）
今大事なのはお客様からの評価。ガイド
にプライドを持ってもらうためにも、ア
ンケート等で評価を測り、フィードバッ
クすることは重要。ガイド本人に評価を
見せることで客観的に判断することが重
要ではないか。

Q. 更津市観光協会・野口会長

外部人材登用における人件費の1500万
円はどちらに申請するのか。

A. （中谷氏 回答）
仕組みとしては有識者に観光庁が支払
い、講師を派遣するもの。

A. （山田氏 回答）
講師の中には、この制度を使いたくない
という有識者がいることも認識しておい
てほしい。確か、この制度は来年度もあ
るかと思うので、是非この制度をご利用
いただきたい。他にも、単発の専門家派
遣事業もある。

DMO 養成塾 第 5 回 質疑応答
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地方創生と連動したＤＭＯ養成塾⑥

○日　時：2021 年 3 月 26 日 ( 金 ) 13 時 30 分 ～ 16 時
○会　場：かずさアカデミアホール 2 Ｆ「201 会議室」

第 6 回

〇出席者：順不同

（一社）勝浦市観光協会、勝浦市 商工観光課、( 一社）南房総市観光協会、

（一社）木更津市観光協会、アクアラインイースト観光連盟、Orange（株）、

館 山 市 観 光 み な と 課、（ 株 ）JTB、 千 葉 県 立 房 総 の む ら、（ 株 ）Flact、

（公財）航空科学博物館、（有）コアコミュニケーション、いすみ市 水産商工課、

（株）グリーンポート・エージェンシー、成田国際空港（株）

【リモート参加者】

鴨川観光プラットフォーム（株）、成田商工会議所、（株）ちばぎん総合研究所、

成田空港交通（株）　（計１９社、団体）

日
本
版
持
続
可
能
な

観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

取
り
組
む
べ
き

７
つ
の
理
由

テーマ
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開会主催者あいさつ

成田空港活用協議会
澁谷事務局長

❷ 観光資源の磨き上げと
受入態勢～現状と課題・その解消～

観光庁　観光地域振興部長
村田茂樹

地域の多様な関係者を巻き込みつつ、科学的アプローチを取り入れた
観光地域づくりを行う舵取り役となる法人

DMO = Destination Management / Marketing Organization
観光地域づくり法人 (DMO) を中心とし、地域の関係者が主体的に参画した体制を構築

観光地域づくりの司令塔

当日の
議事次第

　

宿
泊
業
等
へ
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
、
と
て
も

大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。
資
金
繰
り
も
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
資
金
繰
り
支
援
の
給
付

を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
数
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
関
係
業
界
へ
の
影
響

調
査
を
見
て
も
、
大
変
厳
し
い
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
感
染
拡
大
防
止
と
観
光
需
要
回

復
の
た
め
の
政
策
プ
ラ
ン
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。
感
染
拡
大
防
止
の
徹
底
と
G
o
T
o

の
延
長
、
国
の
支
援
に
よ
る
ホ
テ
ル
、
旅
館

の
支
援
、
国
内
外
の
観
光
客
を
惹
き
つ
け
る

滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
、
観
光
地
等
の
受

け
入
れ
環
境
整
備
等
。

　

 

G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
事
業
は
、
２
０
２
０

年
7
月
か
ら
始
ま
っ
た
旅
行
を
支
援
す
る
事

業
。
高
級
旅
館
の
支
援
策
と
い
う
声
も
あ
っ
た

が
、
1
人
1
泊
あ
た
り
の
金
額
に
割
り
戻
す

と
、
必
ず
し
も
高
級
旅
館
ば
か
り
と
い
う
状
況

で
は
な
い
。
補
正
予
算
で
さ
ら
に
予
算
を
積
み

増
し
て
お
り
、
G
o
T
o
再
開
と
な
っ
た
折

に
は
、
支
援
を
拡
充
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
の
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
を
通
じ
た

域
内
連
携
促
進
事
業
。
こ
ち
ら
に
も
予
算
を

50
億
円
つ
い
て
い
る
。

地域経済とDMO

【COLUMN】

専門家 DMO 論

観光庁が取り組む地域振興の具体的な政策について。

観 光 庁 　観光地域振興部長　 村 田 茂 樹

❶ 

G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
事
業

ＪＴＩＣ . ＳＷＩＳＳ代表　
山田桂一郎

観光地域づくり法人 (DMO)

地方誘致・旅行消費拡大

・観光振興計画の策定
・インフラ整備
（景観・道路・空港・港湾等）
・観光教育 ・交通政策
・各種規制との調整
・各種支援措置

関係者による観光地域づくりの
現場を効率的に動かしていくため

のプロジェクト・マネジメント

・二次交通の確保
・周遊企画乗車券の設定

・観光地域づくりへの理解
・市民ガイドの実施

・体験滞在型の観光
コンテンツの整備

・文化財の活用
・多言語解説の整備・ふるさと名物の開発

・免税店許可の取得

・農業体験プログラムの提供
・６次産業化による商品開発
・農泊の推進

・公園内のコンテンツ
の磨き上げ、
受入環境整備

・個別施設の改善
・品質保証の導入

・「地域の食」の提供
・多言語化、ムスリム対応

交通事業者
文化財

商工業

農林漁業

国立公園

宿泊施設 飲食店

アクティビティ

地方公共団体

地域住民

観光地域づくり法人 (DMO)
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観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は
ご
存
知
の
内
容

も
多
い
か
と
思
う
が
、
課
題
は
、
以
下
の
通
り
。

①
宿
泊
、
交
通
、
農
林
漁
業
等
の
関
連
事
業
者

や
地
域
住
民
等
の
多
様
な
関
係
者
の
巻
き
込
み

が
不
十
分
。

②
来
訪
客
に
対
す
る
継
続
的
な
デ
ー
タ
の
収
集
・

分
析
が
不
十
分
。

③
顧
客
視
点
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
）
の
発
想
に
立

脚
し
た
戦
略
策
定
が
不
十
分
。

④
サ
ー
ビ
ス
等
の
開
発
及
び
品
質
管
理
（
改
善
）

が
不
十
分

⑤
効
果
的
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
が
不
十
分
。

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
部
分
を
地
域
で
担
う
法
人
が

不
可
欠
と
い
う
こ
と
で
、
D
M
O
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。ど
の
関
係
者
と
の
関
係
も
非
常
に
重
要
。

①「
D
M
O
」
を
中
心
と
し
て
観
光
地
域
づ
く
り
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
多
様
な
関
係
者
の
合
意
形
成
。

②
デ
ー
タ
の
継
続
的
な
収
集
、
戦
略
の
策
定
、

K
P
I
の
設
定
・
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
確
立
。

③
関
係
者
が
実
施
す
る
観
光
関
連
事
業
と
戦
略
の

整
合
性
に
関
す
る
調
整
・
仕
組
み
づ
く
り
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
。

④
法
人
格
の
取
得
、
責
任
者
の
明
確
化
、
デ
ー
タ

収
集
・
分
析
等
の
専
門
人
材
の
確
保
。

⑤
安
定
的
な
運
営
資
金
の
確
保
。

①
役
割
の
明
確
化

②
各
層
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
の
役
割
及
び

役
割
分
担
の
整
理

③
登
録
要
件
の
厳
格
化

④
更
新
登
録
制
の
導
入
、

⑤
国
の
支
援

　　

D
M
O
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
人
材
育
成
等
「
体

制
強
化
に
対
す
る
支
援
」、
優
良
事
例
の
紹
介
・
ノ

ウ
ハ
ウ
提
供
と
い
っ
た
「
情
報
提
供
支
援
」、
政
策

効
果
の
高
い
事
業
等
へ
の
「
事
業
に
対
す
る
支
援
」。

　　

重
点
支
援
D
M
O
と
は
、
先
駆
的
な
観
光
地
域

づ
く
り
法
人（
D
M
O
）で
あ
っ
て
、
意
欲
と
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
、
地
域
の
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
や
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
等
の
着
地
整
備
を
最

優
先
に
取
り
組
む
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（「
重
点

支
援
D
M
O
」）
を
選
定
し
、
重
点
的
に
支
援
。

●
具
体
的
な
D
M
O
事
例

①
田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー

②
気
仙
沼
地
域
戦
略
：
地
域
も
巻
き
込
み
な
が
ら

ク
ル
ー
カ
ー
ド
を
運
用
し
、
顧
客
か
ら
得
た
情
報

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
戦
略
的
な
観
光
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

③
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

●
地
域
の
事
例
／
岐
阜
県
飛
騨
市
の
取
り
組
み

（
S
a
t
o
y
a
m
a 

e
x
p
e
r
i
e
n
c
e
）、

栃
木
県
大
田
原
市
の
取
り
組
み
、
新
潟
県
三
条
市
・

燕
市
の
取
り
組
み
、
長
野
県
南
木
曽
町
の
取
り

組
み
、
な
ど
。

　

ど
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
、
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
る
の
は
、大
量
生
産
・
大
量
消
費
か
ら
、パ
ー

ソ
ナ
ル
な
商
品
へ
。
適
正
な
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
。

世
界
的
に
見
て
妥
当
な
金
額
設
定
に
し
て
い
く
。

い
い
も
の
だ
か
ら
良
い
値
段
、
と
い
う
発
想
に
。

そ
の
他
、
世
界
的
な
検
索
・
予
約
サ
イ
ト
で
の

早
期
ブ
ッ
キ
ン
グ
へ
の
対
応
。
朝
や
夜
の
対
応
。

合
間
の
時
間
で
設
け
て
い
く
こ
と
。
地
産
地
消
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
訪
日
意
向
に
つ
い
て

　

日
本
は
2
0
3
0
年
ま
で
に
年
間
の
訪
日
旅

行
者
6
0
0
0
万
人
を
目
指
し
て
い
る
。
公
益

財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
（
J
T
B
F
）
と
日
本

政
策
投
資
銀
行
（
D
B
J
）
が
実
施
し
た
訪
日
外

国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
コ
ロ
ナ
終
息
後
の
旅

行
意
向
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
ア

ジ
ア
に
お
い
て
は
日
本
が
ト
ッ
プ
。
衛
生
面
や

清
潔
さ
を
期
待
し
た
い
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。

　

国
際
民
間
航
空
機
関
（
I
C
A
O
）
が
示
す

回
復
シ
ナ
リ
オ
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ば
、

海
外
旅
行
を
検
討
す
る
人
が
増
え
て
く
る
と
い

う
調
査
結
果
が
出
て
い
る
。
ま
た
ど
の
よ
う
な

地
域
か
ら
需
要
が
回
復
す
る
か
と
い
う
分
析
で

は
、
自
然
豊
か
な
場
所
や
、
近
距
離
か
ら
回
復

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　　

❷ 
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
D
M
O
）

❸ 

日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
取
り
組
む
べ
き
７
つ
の
理
由

①
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光
客
に

　

旅
行
先
と
し
て
の
選
択
可
能
性
が
高
ま
る
。

②
世
界
標
準
に
即
し
た

　

持
続
可
能
な
観
光
地
と
な
れ
る
。

③
持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
。

④
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
限
ら
ず
自
然
・

　

文
化
遺
産
保
護
等
の
課
題
対
応
も
可
能
に
。

⑤
S
D
G
ｓ
の
流
れ
に
も
対
応
し
た

　

観
光
地
と
認
識
さ
れ
る
。

⑥
取
り
組
み
支
援
ツ
ー
ル
も
充
実
。

⑦
思
い
の
外
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
い
。

　　

お
伝
え
し
た
か
っ
た
一
番
の
こ
と
は
、
観
光

地
域
づ
く
り
の
一
番
の
主
役
は
地
域
の
方
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
国
と
し
て
も
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
現
場
の
皆
さ
ん
を
支
え

る
こ
と
が
自
分
た
ち
の
役
割
で
あ
り
、
厳
し
い

時
代
だ
が
共
に
連
携
し
て
色
々
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
観
光
の
推
進

　

元
々
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
問
題

や
マ
ナ
ー
違
反
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
、
と

い
う
視
点
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
版
の
持
続

可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
た
。

D
M
O
の
登
録
制
度
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
主
な
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
）

重
点
支
援
D
M
O
と
は

D
M
O
登
録
の
要
件
は
以
下
の
通
り
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Q. 　 （南房総市観光協会）

観光客の動向調査について、年末から
3月中旬にかけて海ほたるや観光地で
wi-fiを使っての動向調査を行った。こ
れからも継続していきたいと思ってい
るがどうしたら良いか。

A.    （観光庁 回答）

動向調査は検討把握するためのもの。
誰が中心となってやるか。統一的なも
のはないかと思うが、観光協会として
取り組むべきでは？あるいは加盟して
いる施設の人たちにデータを還元し、
加盟店から負担金を集める、あるいは
市役所に支援を求めては。

A.    （山田氏 回答）

広域で得たデータをどのように活用す
るかによるのではないか。目的による。
もう少し何のためにやっているかを考
えた方が良い。

Q. 　（南房総市観光協会）

地域住民の巻き込み方について。地域
住民に当事者意識を持ってもらうには
どうしたら良いか。

A.    （山田氏 回答）

誰もが、肩書を外せば地域の住民。当
事者意識を持った人たちからスタート
すればよい。誰でも良いから仲間にす
るのは危険なことがある。

Q. 　 （勝浦市観光協会）

自主財源の確保と自走について。DMO
の自走とはどのような意味か。人件費
や家賃まで考慮すると、地方の小さな
DMOは厳しい。一方で有料コンテンツ
を販売するにはシステムの構築や旅行
会社への手数料も払わねばならず、規
模の小さな DMOは今後どのような方
向性を目指していけば良いか。

A.    （山田氏 回答）

行政が負担するところ、DMOが負担す
るところの整理をしても良いのではな
いか。委託業務内容にもよる。

Q. 　（勝浦・山口さん）

私は DMOの目的は地域内の経済循環
だと思っている。観光庁の地域内経済
循環支援について、予算を DMO単位
で落としていただき、地域で使えるよ
うになればいい。また南房総地域での
連携を強化できるよう、関東運輸局さ
んの支援を求めたい。

A.  （観光庁 回答）

地域の連携を求めていくことは重要。
ただ関東運輸局が上からハンドリング
するというのは違うと思うので、地域
が他の地域にアプローチしていく方が
良いのではないか。何か困難に直面し
た場合に間に入るのは分かるが、まず
は地域でやってほしい。

Q. 　 （南房総市観光協会）

旅行者目線に立った二次交通。公共交
通はどうしても住民目線になりがち。
南房総の場合、道の駅まで公共交通で
来ても、その先のアクセスがない。

A.    （観光庁 回答）

具体的な話の背景が分からない状況で
はあるが、道の駅以外にも観光施設が
あるが、そこへのバスでのアクセスが
できないということか？本当に需要が
あるならばバス会社に頼めばよいので
はないかと思うが…。そうでないなら
ば、地元の思いであって本当のアクセ
スにはなっていないのではないか。

A.    （山田氏 回答）

利用者側からの声を受けての対応でも
良いのではないかと思う。ニーズがあ
るのかどうかわからない。

Q. 　（南房総市観光協会）

全国に JNTOが観光案内所を設けてい
るが、あまり地域連携ができていない。

A.    （観光庁 回答）

東京の案内所で南房総の案内をしたい
というイメージか？（そうである。）確
かに横の連携についてはあまり聞いた
ことがないかもしれない。観光庁の中
で、また JNTOともそのような話をし
ていきたいと思う。

DMO 養成塾 最終回 質疑応答



Q. 　 （勝浦市観光協会）

自主財源が乏しい DMOに対し、観光庁
の 100％支援策の申請を優先的に採択
してほしい。実証実験にも財源が必要。

A.  （観光庁 回答）

要望もお気持ちも理解する。ただ、地
域財源が乏しいＤＭＯというよりも、
その施策の内容によって判断している。
その点はご理解いただきたい。今日発
表した地域旅行支援は、普通はあまり
しない取り組みだが、GoToが止まって
いるなかで、事業を支援しようという
ものであり、あれ自体がイレギュラー
なものということは理解してほしい。
　

Q. 　 （鴨川観光プラットフォーム）

登録 DMOの事業報告について。閲覧
できるものはあるのか

A.  （観光庁 回答）

観光庁の HPおよび各社の HPに載って
おり、地域ごとに報告会なども開いて
いるかと思う。

Q. 　（木更津市観光協会）

専門人材の確保・育成。入湯税等の税
は本来、観光振興に使ってほしい財源
だが、一般財源にも使われがち。

A.  （観光庁 回答）

国としてこのような財源に、というこ
とはできるが指定することは難しい。

Q. 　（いすみ市）

3月締切の観光庁の施策へのエント
リーについて。いすみ市内は現在候補
DMOが市内で 5団体、手を挙げている
状況。そのとりまとめに苦慮している。
市としては基本的には断りづらく、乱
立してしまっている。どのような書き
方が良いのか。

A.  （観光庁 回答）

どのような書き方が良いかということ
だが、多様な関係者の合意形成を図っ
ていくことも DMOとして重要であり、
関係者を巻き込んで地域の中核的な立
場で取り組みを進めていくことが重要。
事業において採用されるかは有識者の
判断。客観的に外部有識者がみて良い
と思うものがあれば。

Q. 　（航空科学博物館）

将来的には域内への移住も考えていき
たいと思っているが、観光・地方創生
プロモーションを心掛けるうえでのポ
イントは？

A.  （観光庁 回答）

移住を検討する人は、観光地としてそ
の地域が魅力的であることにより目が
向いている状況もあると思う。まずは
その観光地の魅力をアピールしていく
ところから始めていけば良いのではな
いか。
. 

Q. 　( コアコミュニケーション）

DMO養成塾を通じて地域のことをたく
さん考える機会をいただいた。大変勉強
させていただいた。館山・南房総は沢山
のお客様が週末やってくる。DMOに取
り組みたいけれどなかなか人を呼べない
ような小さな町、観光地と呼べないよう
なところでも将来はあるのか。DMOに
取り組まないと観光地でなくなってしま
うのか。どのように考えているのか。

A.  （観光庁 回答）

観光というものの答えは一つではない。
それぞれの地域、観光地の資源や地理的
要素も異なる。全てコピペすればうまく
行くというものではない。そういった中
で、DMOをなぜ押しているのかと言え
ば、そういう取り組みをする方がうまく
行くのではないかという思いからであ
る。やらなくてもうまく行くところは、
DMOは手段であるから無理をする必要
もない。DMOがやっていない所でも、
地域の理解が得られているならば良い
し、そうなるように取り組んでいってほ
しい。地域と共生することが観光にとっ
ては大事で、DMOという形を取るか取
らないかはある意味自由。気持ちが一番
大事かと思う

A.    （山田氏 回答）

DMO法人になることは目的ではないし、
DMOでないとできないということでは
ない。各地域における観光の在り方を考
えてもらったうえで、その課題を解決す
るためのひとつの手段であり、DMOが
その解決法のひとつだと思っている。
　
今回最終回ではあるが、また関わる機会
があれば是非声を掛けていただきたい。
. 
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あ と が き

Afterword

　
2
0
2
0
年
3
月
か
ら
約
１
年
間
に
渡
り
、
成
田

空
港
活
用
協
議
会
主
催「
D
M
O
養
成
塾
」の
メ
イ
ン

講
師
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
観
光
庁
と

D
M
O
先
進
地
、
地
元
金
融
機
関
か
ら
ご
登
壇
頂

い
た
9
名
の
講
師
と
事
務
局
の
手
厚
い
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず

全
講
座
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
全
て
の
関
係
者
の
皆
様
に

は
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

観
光
庁
が
2
0
1
5
年
に
開
設
し
た
「
日
本
版

D
M
O
（
※
１
）」
登
録
制
度
は
、
現
在
で
は
全
国
各

地
に
2
1
3
登
録
法
人
、
90
候
補
法
人
が
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
約
5
年
間
で
数
多
く
の

D
M
O
が
立
ち
上
が
っ
た
も
の
の
、
観
光
地
域
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
践
で
き
て
い

る
と
こ
ろ
は
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自
身

も
観
光
庁
の
「
世
界
水
準
の
D
M
O
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
会
」
の
委
員
を
務
め
、
こ
れ
ま
で
も
世

界
各
地
の
D
M
O
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
日

本
で
は
成
功
例
・
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
D
M
O
は
極
少
数
で
す
。

　

実
は
、
失
敗
す
る
ほ
と
ん
ど
の
D
M
O
は
組
織

化
（
特
に
行
政
主
導
で
の
法
人
化
）
か
ら
始
ま
り
、

公
的
資
金
の
獲
得
が
目
的
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、成
功
し
て
い
る
D
M
O
は
地
域
と
し
て
「
観
光
（
外

貨
獲
得
）
の
必
要
性
」
と
政
策
的
な
位
置
付
け
と
共
に
「
地

域
全
体
の
経
済
的
な
活
性
化
」、「
住
民
へ
の
貢
献
」
等
、
明
確

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
D
M
O
法
人
と
し
て
の
組
織
化
の

前
に
地
域
経
営
の
体
制
化
と
必
要
な
シ
ス
テ
ム
の
検
討
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
D
M
O
養
成
塾
」
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ

た
D
M
O
の
設
立
と
そ
の
役
割
と
機
能
が
果
た
せ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
組
み
立
て
ま
し
た
。
講
座
内
容
も
概
論
や

事
例
紹
介
だ
け
で
な
く
、
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
制
化
か
ら

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ま
で
、
D
M
O
の
事
業

を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
要
素
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
当
冊
子
で

は
全
7
回
の
講
座
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
シ
ン
プ
ル
に
ま
と
め

て
い
ま
す
。
D
M
O
養
成
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
々
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
D
M
O
の
設
立
を
検
討
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
に

も
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
観
光
を
基
軸
と
し
た
地

域
振
興
の
活
動
に
役
立
て
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

今
後
、
千
葉
県
内
の
各
地
域
が
D
M
O
の
設
立
に
よ
り
観
光

関
連
産
業
が
抱
え
る
課
題
を
自
ら
解
決
し
、
将
来
に
渡
っ
て
持
続

と
進
歩
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
及
び
組
織
化
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
１
年
12
月　
　

山
田 

桂
一
郎

( ※ 1)Destination Management / Marketing Organization
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DMO 養成塾 2020-2021 に関するお問い合わせ

成田空港活用協議会

D
M
O
養
成
塾 

２
０
２
０　

２
０
２
１

２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）
12
月
24
日

発
行
者 　
　

成
田
空
港
活
用
協
議
会

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
４
の
３

本
冊
子
に
掲
載
中
の
講
演
資
料
は
、
全
て
講
演
当
時
の
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
政
策
や
方
針
の
改
訂
や
変
更
な
ど
一

部
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
D
M
O
養
成

塾
の
参
考
資
料
と
し
て
ご
閲
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
掲
載
さ

れ
て
い
る
著
作
物
・
講
演
資
料
に
係
る
著
作
権
・
肖
像
権

は
、
成
田
空
港
活
用
協
議
会
が
保
有
・
管
理
し
て
い
ま
す
。
本

冊
子
が
提
供
す
る
情
報
、
画
像
等
を
、
権
利
者
の
許
可
な
く

転
載
、
転
用
、
複
製
、
複
写
、
編
集
、
改
変
、
販
売
、
公

衆
送
信
な
ど
の
二
次
利
用
す
る
こ
と
を
固
く
禁
じ
ま
す
。
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成 田 空 港 を 活 用 し て 千 葉 県 経 済 を 活 性 化 し よ う ！


